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序

　養老町は岐阜県の南西部に位置し、養老山脈に沿って南北に１２km、

東は揖斐川に至るまで東西約１０kmの比較的平坦部の多い地域で、豊

かな自然と多くの文化遺産が残る美しい町です。

　特に平成８年度から平成１０年度にわたって発掘調査を実施した象鼻

山１号古墳は岐阜県内でも最古級の前方後方墳であることが明らかに

なり、東海地方の古墳の意義や広く日本の古墳時代の始まりを考える

ための重要な情報を提供しています。

　しかし一方で、生活の豊かさ、利便性を求めて開発が進められる中

で、これらの貴重な文化遺産の保護のための営みが重要となってきて

おります。

　養老町教育委員会といたしましても、文化遺産保護のため、町内全

域の詳細分布調査を実施し、遺跡地図を作成することにいたしました。

文化財の保護を通して先人の文化を理解・伝承することは、真の地域

社会の発展につながるものであると考えます。

　本書は平成１４年度から平成１８年度まで継続して実施してきた養老町

遺跡詳細分布調査事業の報告書です。この報告書がより多くの方々に

利用され、文化財保護の一助となることを願っております。

　終わりに、調査の実施及び報告書の作成にあたり、ご協力いただき

ました地元の方々、またご指導いただきました岐阜県教育委員会をは

じめとする関係諸機関の方々に厚くお礼申し上げます。

　平成１９年３月

養老町教育委員会　　　 

教育長　野村 浩太郎



例　　　言
１　本書は養老町教育委員会が国庫補助事業として実施している遺跡詳細分布調査の報告書である。

２　調査にあたっては、岐阜県教育委員会の指導のもと、後記の調査団を編成してこれを実施した。

３　本書の執筆は中島和哉（養老町教育委員会生涯学習課学芸員）、竹谷充生（養老町日々雇用職員）が

行い、その分担は目次に記した。

４　遺物写真の撮影は㈱イビソクに委託した。

５　遺物整理及び本書の作成においては以下の方々にご協力を得た。

　近藤景子・志知識子・竹谷充生・棚橋宏昭（敬称略）

６　本書の作成にあたっては以下の方々にご指導を賜わった。

　赤塚次郎・宇野隆夫・大岡明臣・小野木学・川瀬芳廣・川地敏郎・川地三好・鬼頭　剛・笹栗　拓・

田中　通・中井正幸・中島邦彦・中谷正和・長屋幸二・野村辰夫・藤田　薫・古市哲朗・細川保則・

松井政信・三浦知徳・山田　清（敬称略）

７　調査記録・採集遺物は養老町教育委員会にて保管している。

８　編集は中島和哉が担当した。

凡　　　例
１　本書に用いた高度値は海抜高である。

２　本書掲載の遺物実測図の縮尺については明記してあるが、主なものについて一部例外はあるもの

の、土器・陶磁器を４分の１、石器を２分の１として統一した。

３　本書の地形分類は国土地理院１９９６「津島」『都市圏活断層図』に基づいて分類した。これによると

上位段丘面とは海または河川の作用で形成された平坦地が約数十万年前に陸化した台地面、中位段

丘面とは海または河川の作用で形成された平坦地が約十万年前～数万年前に陸化した台地面、下位

段丘面とは海または河川の作用で形成された平坦地が約数万年前～数千年前に陸化した台地面、沖

積低地とは数千年前から歴史時代にかけて海または河川の作用で形成された平坦地、扇状地とは河

川によって形成された谷口を頂点とし平地に向かって扇状に開く半円錐の地形と定義されている。

　　これに加え、養老町には山地、河川が存在するが、このうち山地に分類された地形について規模

の小さいものを丘陵として区別した。本書の中では象鼻山がこれにあたる。

４　本書に用いた遺跡・遺物の時期区分については、一般的な政治史区分に準拠したが、古墳時代は

７世紀前半まで、古代は７世紀後半から１２世紀中頃まで、中世は１２世紀後半から１６世紀後半を指し

ている。なお、弥生時代・古墳時代の時期区分については廻間様式の成立を指標とした。おおよそ

２世紀中頃であろう。

５　本書に用いた中世陶器の名称のうち、古瀬戸、瀬戸美濃、山茶碗は瓷器系陶器に包括されるもの

であるが、ここでは別に分類した。

６　本書の古瀬戸・瀬戸美濃・山茶碗の分類と年代観について、特に断りのないものについては藤澤

良祐１９９４「山茶碗研究の現状と課題」『研究紀要』第３号三重県埋蔵文化財センター、藤澤良祐２００５

「施釉陶器生産技術の伝播」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』に従っている。
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第１章　はじめに　　１

第１章　はじめに

１　調査の目的

　養老町がはじめて人の活動の舞台となったのは、現在確実なところでは、今から約１６,０００年前、象鼻

山山頂においてである。以後、遺跡は養老山地から揖斐川まで広く分布し、現在に至るまで連綿と

人々の営みが続いたものと思われる。

　養老町の遺跡の数は、昭和５３年（１９７８）の『全国遺跡地図 岐阜県』で５７箇所、平成２年（１９９０）の

『岐阜県遺跡地図』では９９箇所と徐々に増加してきている＊。

　しかし、これらの成果は系統だった分布調査によるものではなく、その範囲・時期などについて不

明な点が多く、未発見・未登録の遺跡も少なからず存在するものと予測される。

　また、開発行為の増加に伴い、中には人知れぬまま消滅した遺跡もあった可能性がある。

　このような状況下において、埋蔵文化財の保護と活用のため、また保護と開発の調整のため、その

基礎資料として遺跡地図の一層の充実が望まれたのである。

＊　文化庁文化財保護部 1978『全国遺跡地図　岐阜県』
　　岐阜県教育委員会 1990『改訂岐阜県遺跡地図』

第１図　養老町の位置



２　　第１章　はじめに

２　調査の経過

　このような状況のもと、養老町では平成１３年度からスタートした第４次総合計画の基本計画の中で

文化財の調査・保存をあげた。

　これを受けて養老町教育委員会では平成１４年度より遺跡地図をさらに充実させるため、国庫補助事

業として養老町遺跡詳細分布調査を実施することになった。

　調査にあたっては、養老町教育委員会を中心とし、地元住民の協力を得て、下記の調査団を編成し

た。

　調査の方針としては、養老町全域を調査対象とし、５ヶ年計画とすること。最終的には養老町遺跡

地図を刊行することが決定された。

養老町遺跡詳細分布調査団

（平成１４年度）

団　　　長：久保田正剛（養老町教育委員会教育長）

調　査　員：中島　和哉（養老町教育委員会生涯学習課学芸員）

調査協力者：安瀬　佳織・稲石　純子・大岡　明臣・大橋富士夫・岡田　　幸・折田　晃子

梶田亜友美・川地　一幸・川地　三好・河村　　諭・木村　政明・久保田　勇

河本　博治・佐藤絵理奈・重金　英男・新宅　由紀・高木　英司・高木　正雄

高木　吉一・高志こころ・田中　　正・中谷　正和・中野　秀昭・中山　光義

長沢博千代・西脇　正夫・丹羽　直美・細川　文子・堀江　吉一・本田　晃久

村上　篤雄・村上　　滋・村上　　實・村上　　求・森川　　孝・安福　隆司

山田　　清

事　務　局：伊藤　信彦（養老町教育委員会生涯学習課課長）

　　　　　　川島　正信（養老町教育委員会生涯学習課課長補佐）

（平成１５年度）

団　　　長：久保田正剛（養老町教育委員会教育長）

調　査　員：中島　和哉（養老町教育委員会生涯学習課学芸員）

調査協力者：菟原　雄大・大野　壽子・大橋富士夫・小川　卓哉・景山　武清・片桐　清恵

片山健太郎・川地　三好・河村　　諭・木村　　強・木村　政明・久保浩一郎

久保田　勇・佐々木康男・笹栗　　拓・重金　英男・新宅　由紀・進藤　智美

高木　正雄・高木　吉一・高志こころ・竹谷　充生・田中　　正・富永　茂樹

中谷　正和・中野　秀昭・中山　定男・中山　光義・長沢博千代・福崎　裕介

藤本　忠男・本田　晃久・牧野啓太郎・的場　茂晃・村上　篤雄・村上　成人

村上　幹夫・村上　　實・森川　　孝・森田　一樹・安福　彰男・安福　隆司

安福　　勝・安田　　務・山口　欧志・山田　　清

事　務　局：伊藤　信彦（養老町教育委員会生涯学習課課長）

　　　　　　川島　正信（養老町教育委員会生涯学習課課長補佐兼文化係長）
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（平成１６年度）

団　　　長：久保田正剛（養老町教育委員会教育長）

調　査　員：中島　和哉（養老町教育委員会生涯学習課学芸員）

調査協力者：青木　規子・東　　良明・菟原　雄大・岡島　怜子・尾上さやか・川地　三好

木村　光基・久保浩一郎・小林　高太・近藤　景子・笹栗　　拓・真田　泰光

重金　英男・志知　識子・高木　正雄・高木　吉一・高橋　彰則・竹谷　充生

田中　　正・棚橋　宏昭・徳井　恵子・富永　茂樹・中谷　正和・中野　秀昭

中村　まや・長沢博千代・福沢　佳典・福西　麿衣・藤本　忠男・間野　　達

村上しおり・森川　　孝・森田　一樹・安福　彰男・安福　隆司・山口　欧志

用田　聖実

事　務　局：伊藤　信彦（養老町教育委員会生涯学習課課長）

　　　　　　川島　正信（養老町教育委員会生涯学習課課長補佐兼文化係長）

（平成１７年度）

団　　　長：野村浩太郎（養老町教育委員会教育長）

調　査　員：中島　和哉（養老町教育委員会生涯学習課学芸員）

調査協力者：東　　良明・岡島　怜子・川地　三好・小林　高太・近藤　景子・笹栗　　拓

富永　茂樹・高木　正雄・高木　吉一・竹谷　充生・竹中　庸介・田中　　正

栃堀　哲彦・中谷　正和・中野　秀昭・長沢博千代・福沢　佳典・福西　麿衣

藤本　忠男・間野　　達・森川　　孝・森田　一樹・安福　隆司・山口　欧志

用田　聖実・吉田　有里

事　務　局：伊藤　信彦（養老町教育委員会生涯学習課課長）

　　　　　　倉本　雅志（養老町教育委員会生涯学習課課長補佐兼文化係長）

調査風景 集合写真
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３　養老町の地勢と自然環境

　養老町は、岐阜県の西南部に位置し、南北に１２km、東西は１０kmに及びその面積は７２.１４k㎡を測る。

全域は東高西低の地盤運動のため、濃尾平野東部に顕著な河岸段丘は見られず、大きくは断層運動に

よって形成された西域の険しい山地と東域の低地の両極端な地形に二分される。

　また、地塁をなす養老山地の東側は、低い濃尾平野と断層崖をもって続いているため、山地より流

出する多量の土砂によって数多くの扇状地が形成されている。養老山地北部では北から吉谷・宮谷・

桜井西谷・坂尻谷・威徳谷・行平谷・勢至北谷・勢至南谷・柏尾谷・滝谷・直江谷・小倉谷となり、

0 2km

第２図　養老町の地勢
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それぞれの流域に比例して扇状地の大きさが異なる。

　水流は急斜面を流れるため比較的短く扇頂近くで伏流し、扇面では水無川が長く続き透水性が高い。

また伏流した水は扇端で湧出しているため、扇端に多くの集落が発達している。

　すなわち養老町は、標高８００mを測る養老山地や象鼻山と海抜０mの平野部、さらにその間を埋める

扇状地と狭小な段丘面の３つの特徴的な地形から成り立っている。そのため、各時代の人々がこれら

とどのように取り組んで暮らしたかを知ることができたならば、当地域の歴史の理解にとどまらず、

それぞれの特徴的な地形が人々の生活にどのような役割を果たしているかを明らかにし得る可能性を

秘めている。また、養老町は近江から東日本に至る玄関口であり、伊勢へぬける伊勢街道が通るため、

当地域の在り方を集中的に調査することは、広域の現象の把握にも有効である。

　なお分布調査は、発掘調査ほど詳細な分析を行うことが困難な反面、調査を精密に実施して得られ

た資料を集計すれば、発掘調査に比べ広範囲の動向の大勢を知ることができる。

　本分布調査の目的は、遺跡を確認・周知し、その保存・活用を図る基礎資料として遺跡地図を作成

することであるが、それにとどまらず、調査の結果を出来る限り分析していきたい。なお、ここで示

す成果は、多くの方々のご理解とご協力によるものである。特に川地三好氏は個人においても精力的

に踏査を行い、養老町における古墳時代を考える上で多くの成果をあげられた。記して感謝申し上げ

るとともに、今後ともご助力をお願いしたい。

４　調査の方法と地区割りについて

　調査は踏査によるものとし、養老町全域を対象とした。

　現地調査は養老町北部にあたる日吉・室原・小畑・多芸東部地区、養老町の中心部にあたる多芸西

部・高田・広幡・笠郷地区、養老町西部にある養老山地を中心に広がる養老・上多度地区、養老町南

部で最も低地にあたる池辺地区の４つに地区割りし、さらにそれぞれの地区を大字及び小字界を参考

に細別して実施した（第３図）。また、その結果を細別区画ごとに集計し、種類・時期毎の採集数を図

示して遺跡の盛衰と立地の変化、遺跡の存続期間を把握する基礎資料とした。

　遺跡の名称については過去の調査や研究を参考としながら、遺跡のある地域の名称等適当と思われ

るものを遺跡名とした。
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第３図　調査の地区割り（S＝１／１００,０００）
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第２章　分布調査の成果

１　日吉・室原・小畑・多芸東部地区

（１） 調査地区について

　日吉・室原・小畑・多芸東部地区は養老町北部を中心とした地区で西には南宮山の一支脈にあたる

象鼻山が位置し、北に泥川、南に牧田川、東に相川が流れている。

　この地区の多くは、牧田川によって形成された扇状地とその周囲に広がる沖積低地によって占めら

れており、象鼻山及びその東麓に丘陵とわずかな段丘面が形成されている。また、当地区の東側にあ

たる小畑地区では、戦後に米軍が撮影した航空写真に堀田が確認でき、現在においても河川氾濫の危

険が高い地域である。以上から当調査区は過去の様々な時代においても微高地を中心とした遺跡の展

開が予想された地域である。調査は小字界を参考にそれぞれの地区を細別して実施した（第４図）。
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第４図　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の細別（S＝１／５０,０００）
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（２）遺跡と採集遺物

１． 象鼻山古墳群　養老町橋爪字岡山

　本遺跡は南宮山の一部である象鼻山に立地し、標高１４０m を測る山頂からは東に濃尾平野を見下ろ

すことができる（第６・７図）。１９８７年の東海古墳文化研究会の分布・測量調査や１９８９年の養老町教育

委員会・三重大学の分布調査、１９９６年から１９９８年にかけて実施された養老町教育委員会・富山大学の

発掘調査、２００２年から２００５年の養老町教育委員会の分布・測量・発掘調査により、この古墳群は古墳

時代前期に属する前方後方墳１基のほか、上円下方壇１基、方墳３５基、円墳３３基、形状不明のもの１

基からなることが明らかになっている（第８図、第１表）＊。また、山頂部からは石器や土器、陶磁器

＊　赤塚次郎１９８８「象鼻山古墳群」『古代』第８６号
　　養老町教育委員会１９９０『養老町象鼻山古墳群分布確認調査報告書』
　　養老町教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室１９９７『象鼻山１号古墳－第１次発掘調査の成果－』
　　養老町教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室１９９８『象鼻山１号古墳－第２次発掘調査の成果－』
　　養老町教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室１９９９『象鼻山１号古墳－第３次発掘調査の成果－』
　　養老町教育委員会２００６『象鼻山古墳群第３次発掘調査現地説明会資料』

第６図　象鼻山全景（南東から） 第７図　象鼻山１号古墳からの濃尾平野の眺望

第５図　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の遺跡の位置（S＝１／５０,０００）
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第８図　象鼻山古墳群の立地と構成（S＝１／５,０００）

など後期旧石器時代から古墳時代初頭や古代、中世後期にかけての遺物が確認できており、さらに山

頂部には断層活動による地形変位により南北方向に断層崖が形成されている。

　今回の分布調査では石器１片、須恵器４片を採集できた。また、平成１５年８月に山頂部の遊具を撤

去した際に石器１片、土器１１片を確認している。さらに平成１６年度に実施した象鼻山古墳群第１次発
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掘調査では石器２６片、土器２５片、陶磁器１０片を確認した。ここではこれらのうち石器１４片、土器４片、

須恵器３片、瀬戸美濃１片を図示した（第９・１０図の１～２２）。

　１～３はチャート製の石核である。１は石刃技法の石核である。上面・下面ともに打面調整を行い、

上下からの連続する剥離によって縦長剥片を作出している。２は剥片素材の石核である。打面の調整

はみられず、不特定の方向から幅広の剥片を作出している。３は断面三角形を呈し、両側面を作業面

とし横に移動しながら剥片の剥離を行っている。

　４はチャート製のナイフ形石器である。基部を加工しており、縦長剥片を素材としている。裏面は

基部周辺を丁寧にブランティングしているが、表面は右側面のみ調整している。先端を欠損している。

赤褐色を呈するチャートを使用しており、養老山地で採集した石材を用いた可能性が高いだろう。

　５はチャート製のスクレイパーである。幅広の剥片の先端にブランティングを施し、表面右端の刃

部を欠損している。

　６～１２はチャート製の剥片である。このうち７・９の２片は赤褐色を呈しており、養老山地で採集

した石材を使用したと考える。８は表面の左側面に使用痕が確認できる。

第１表　象鼻山古墳群一覧

高さ（m）全長（m）墳　形番号

４.９７４０.１前方後方墳１

３.８２０.９方　墳２

１０.５８３.７上円下方壇３

４.６２５.５方　墳４

２.５１４方　墳５

１.２１０方　墳６

１.６９.９方　墳７

４.２２０円　墳８

４.４１７.８方　墳９

６２０.９方　墳１０

１.８１０.７方　墳１１

３.４１７.６方　墳１２

４１１.２方　墳１３

３.１１５.５円　墳１４

２１２.４方　墳１５

２１８.２方　墳１６

１.１８.５方　墳１７

－８.６方　墳１８

４.３１９.１方　墳１９

３.９１６.５方　墳２０

１.９８.１方　墳２１

２.３１３.９円　墳２２

５１５.２方　墳２３

１.５６.７方　墳２４

２.２７.６円　墳２５

２.５７円　墳２６

２.６９円　墳２７

２.２４.５方　墳２８

１.４４円　墳２９

２６.７円　墳３０

３.２１４方　墳３１

２.７６方　墳３２

４.６１０.３円　墳３３

３９.３方　墳３４

４.１１３.６方　墳３５

高さ（m）全長（m）墳　形番号

４.２１７.８方　墳３６

２.７６.５方　墳３７

５１３.３方　墳３８

３.９８.５円　墳３９

４.９１２.３円　墳４０

４.２１２.８円　墳４１

３.４１０.６円　墳４２

３.９１４.４円　墳４３

４.１１２.４円　墳４４

３.８１０.１円　墳４５

２.９１３.６方　墳４６

４１４.８方　墳４７

２８.９円　墳４８

２.８１２.２円　墳４９

４.１１２円　墳５０

４.６１４.３円　墳５１

２８.５円　墳５２

３.７１６.１円　墳５３

２.６１０.８円　墳５４

２.４１０.３円　墳５５

３.２１２円　墳５６

０.８５６円　墳５７

３.０５１６.５方　墳５８

１.１９７.５円　墳５９

４.４８９円　墳６０

１.５６７.５方　墳６１

１.５７.５方　墳６２

４４.５方　墳６３

３.２９１６.５円　墳６４

２.１８１０.３円　墳６５

３.２２１５方　墳６６

２.５３８.５円　墳６７

２.９３８.４円　墳６８

１.８８１０.１円　墳６９

－－不　明７０
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1～ 12・14　象鼻山古墳群第１次発掘調査出土 

13　　　　　象鼻山山頂部遊具撤去工事に伴う工事立会出土 
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第９図　象鼻山古墳群出土・採集遺物実測図１（S＝１／２）
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　以上のうち、時期を詳細に検討できるのは１の石核である。両設打面の石核から縦長剥片を剥離す

る砂川型刃器技法を用いた石核であり、武蔵野台地第Ⅳ層出土資料や相模野台地 L ２層～ B １層出土

資料に代表される砂川期に併行するものと考える。象鼻山から出土した他の遺物には、この石核から

作出された縦長剥片やそれを素材とした２側縁加工のナイフ型石器は確認できていないが、現段階で

は確実に砂川期をさかのぼる資料もなく、ここでは他の旧石器時代の遺物についてもほぼ同じ時期の

ものと考えておきたい。この後期旧石器時代後半は地域性が確立してくる時期であり、当地域におい

ても独自の文化圏が形成されている可能性が高いだろう＊。今後の資料の増加を待って詳細を明らか

にしたい。

　１３・１４は石鏃である。１３はチャート製であり、厚さは約２ mm と薄い。基部には凹状のわずかな抉

りが施されている。先端部は全体の成形を行った後、再度調整している。１４はサヌカイト製であり、

基部に抉りを施している。先端と逆刺の一方を欠損している。ともに詳細な時期は不明であるが、基

部の加工や大きさ、厚みなどの特徴から１３を縄文時代、１４を弥生時代の遺物と考えておきたい。

　１５～１７は土器の広口壺であり、同一個体と考えた口縁部・胴部・底部によって復元したものを１個

体として図示した。外反する口縁部をもち、口径は１２.６cm、底径は５.０cm を測る。口縁端部は面をな

し、その内外面には波状文が施されているが、胴部には文様がない。遺存状態が悪く器面調整は不明

である。色調は橙色を呈し、焼成は良好であり、胎土は密である。これらの特徴から、この広口壺は

古墳時代初頭に属する資料と考える。具体的には赤塚次郎による廻間Ⅰ式から廻間Ⅱ式前半に位置づ

けることができるだろう＊＊。

　１８は土器の小型丸底壷である。象鼻山３号墳の表面から出土した。口縁端部を丸くおさめ、頸部内

外面には強い横方向のナデを行っている。全体的に丁寧な作りであり、色調は橙色を呈する。古墳時

代前期に属するもので、赤塚による松河戸Ⅰ式に位置づけることができる資料であろう＊＊＊。象鼻山
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第１０図　象鼻山古墳群出土・採集遺物実測図２（S＝１／４）

＊　　　伊藤　健２０００「趣旨説明－シンポジウム砂川研究プロジェクトの概要－」『石器文化研究』８
＊＊　　赤塚次郎１９９０「廻間式土器」『廻間遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第１０集
＊＊＊　赤塚次郎１９９４「松河戸様式の提唱」『松河戸遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第４８集
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３号墳の存続期間の一時期を示す資料として注目できる。

　１９は須恵器の蓋である。象鼻山登山道の入口付近で採集した。天井部外面を回転ヘラケズリ調整し

ており、やや丸みがある。さらに天井部の器壁が１.５cm とやや厚い。口縁部が遺存していないため時

期は不明確であるが、その特徴から古墳時代後期後半に属するもので、田辺昭三によるTK４３～TK２０９

型式、渡辺博人による美濃須衛窯Ⅱ期後半、尾野善裕によるⅢ期中～新段階の範囲で捉えることがで

きるだろう＊。

　２０・２１は須恵器の杯である。象鼻山の麓に位置する６７～６９号古墳の周辺で採集した。口径は２０が

１０.６cm、２１が１０.４cm を測り、形態の縮小化が顕著である。ともに受部を器高中位より高い位置にもつ

が、２１は回転ヘラケズリ調整を行っていない。いずれも古墳時代後期後半から終末に属するもので、

具体的には田辺による TK２１７型式、渡辺による美濃須衛窯Ⅲ期前半、尾野によるⅣ期古段階に位置づ

けることができると考える＊。

　２２は瀬戸美濃の擂鉢である。口縁部は遺存していないが、大窯期に属するものであろう。

　この他に、平成１８年度の発掘調査で象鼻山８号古墳の周囲から廻間Ⅰ式前半を中心とした土器を多

数確認できている＊＊。

　以上から象鼻山古墳群は前期古墳である１号古墳に加え、廻間Ⅰ式期に遡る墳墓や後期古墳を含む

古墳群である可能性が高い。そして、古墳時代前期の資料が山頂付近に集中し、後期資料が麓に集中

していることから中腹部に築造された古墳の中には中期に属するものも存在する可能性があるだろう。

また、古墳時代以外においても、後期旧石器時代後半や縄文時代、古代、中世において人々の活動の

舞台となった可能性が高い遺跡である。

２．栗原九十九坊跡　養老町橋爪、垂井町栗原、大垣市上石津町

　栗原九十九坊跡は南宮山から南東に延びる支脈

の根本に位置する遺跡で、栗原山山頂を中心に広

がる寺院跡である。標高は約５０～２３０m を測り、主

に山頂部の隆起準平原や麓の下位段丘面を利用し

ている。遺跡の大半が不破郡垂井町に属しており、

遺跡南側の一部のみが養老町域と大垣市上石津町

域に含まれる。垂井町では町の史跡にも指定され

ており、詳細については垂井町域の調査を待ちた

いが、数少ない資料からは中世を主体とした遺跡

であることが読みとれる＊＊＊。今回の調査では養

老町域のみを対象とし、時期は不明であるものの土塁と堀切を確認できた。遺物は採集できなかった。

第１１図　栗原九十九坊跡（北から）

＊　　　田辺昭三１９８１『須恵器大成』
　　　　渡辺博人１９９６「美濃の後期古墳出土須恵器の様相－蓋杯の型式設定とその編年試案－」『美濃の考古学』創刊号
　　　　尾野善裕１９９７「生産遺跡　尾張・西三河　猿投・尾北・その他」『古代の土器５－１　７世紀の土器（近畿東部・東海編）』
＊＊　　養老町教育委員会２００６『象鼻山古墳群第３次発掘調査現地説明会資料』
＊＊＊　安福彦七１９７６『栗原山九十九坊象鼻山別所寺の歴史を尋ねて』
　　　　垂井町１９６９『垂井町史』
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３．栗原天待遺跡　養老町橋爪字天待、垂井町栗原

　栗原天待遺跡は象鼻山の北東側に形成された標

高１０～４０m の扇状地に立地する。当地点は養老町

と不破郡垂井町との町境付近であり、遺跡の範囲

は垂井町側にも広がる。さらに遺跡の範囲内には

象鼻山７０号古墳が立地している。今回の分布調査

では養老町域のみを対象とした。

　調査では石器１片、土器１片、須恵器１３１片、灰

釉陶器１９片、山茶碗５０片、古瀬戸９片、瓷器系陶

器９片、近世陶器１片を採集でき、そのうち土器

１片、須恵器７片、灰釉陶器１片、山茶碗２片、

古瀬戸２片、瓷器系陶器１片を図示した（第１３図の２３～３６）。

　２３は土器の壺で、平底の底部である。遺存状態が悪く詳細な時期は不明であるが、平底であること

から弥生時代に属する可能性が高いだろう。

　２４～３０は須恵器で、３０については須恵器系陶器の可能性も考えておきたい。２４・２５は蓋、２６～２８は

杯、２９は高杯あるいは盤の脚部、３０は甕である。このうち２４・２５は口縁端部を折り返しており、２５は

やや折り返しが強い。２７は高台がやや大きく、底部が下側へ突出している。２８は高台外面の付け根部

分が沈線状に凹む。その他の須恵器の詳細な時期は不明だが、２４・２５・２８については尾野によるⅤ期、

２７についてはⅣ期新段階に属すると考える＊。

　３１は灰釉陶器の椀である。縦長の断面三角形に近い高台をもち、斎藤孝正による猿投窯第Ⅵ期第３

小期に位置づけることができると考える＊＊。

第１２図　栗原天待遺跡（東から）

＊　　尾野善裕１９９７「生産遺跡　尾張・西三河　猿投・尾北・その他」『古代の土器５－１　７世紀の土器（近畿東部・東海編）』
　　　尾野善裕２０００「猿投窯（系）須恵器編年の再構築」『須恵器生産の出現から消滅』
＊＊　斎藤孝正１９９５「猿投、美濃、美濃須衛窯編年」『須恵器集成図録』３
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第１３図　栗原天待遺跡採集遺跡遺物実測図（S＝１／４）



第２章　分布調査の成果　　１５

　３２・３３は山茶碗の椀である。３２は口縁端部が少し尖り気味で、３３は高台がやや低く、体部もやや直

線的である。ともに第６型式に位置づけることができるだろう。

　３４・３５は古瀬戸で、３４は卸皿、３５は平椀である。３４については詳細な時期を明らかにできなかった

が、３５は古瀬戸後期の資料であろう。

　３６は常滑産の瓷器系陶器の甕で、口縁部の形態から中野晴久による９型式に位置づけることができ

ると考える＊。さらに図示はできなかったが、採集した須恵器片の中に古墳時代終末期に属するであ

ろう蓋を確認できた。

　以上から栗原天待遺跡は確かなところでは古代から中世、近世にかけての遺跡である。継続的な遺

跡であるか断続的に営まれた遺跡であるかの判断は採集した遺物からでは難しいが、少なくとも８世

紀初頭には成立していただろう。ただし、象鼻山古墳群のすぐそばに位置し、少ないながらも古墳時

代後期の遺物が確認できたことや、垂井町栗原地内において過去に弥生時代後期に属する土器の出土

事例があることから、弥生時代や古墳時代後期においても人々の活動の舞台となった可能性の高い遺

跡である＊＊。

４．日吉遺跡　養老町宇田、豊、中、飯田

　日吉遺跡は象鼻山の東側、主に牧田川によって

形成された標高７～１１mの扇状地に立地している。

調査で採集された遺物は弥生時代後期後半から古

墳時代前期の土器が６５７片、古墳時代の須恵器が

４片、古代の土師器が１５片、古代の須恵器１,４５３片、

灰釉陶器１６１片、中世土師器６２片、山茶碗４３４片、

古瀬戸２６片、瓷器系陶器２４片、中国製陶磁器２片、

瀬戸美濃１片に上り、今回の調査で発見された遺

跡の内、弥生時代から古代では最も多数の遺物を

採集できた遺跡である。しかし、時期を区切って

みれば遺物の採集地点には偏りがあり、弥生時代から中世にかけての遺跡が複合して本遺跡を形成し

ている。

　採集された遺物の内、弥生時代後期後半から古墳時代前期の土器３４片、古代の土師器２片、古代の

須恵器２６片、灰釉陶器１４片、中国製陶磁器１片、山茶碗１２片、瓦１片を図示した（第１５・１６図の３７～

１２６）。

　３７～７０は土器で、３７・３８が広口壺、３９～５９が甕、６０～６６が高杯、６７が鉢である。６８～７０はミニチュ

ア土器である。

　このうち時期を詳細に検討できるのが４５～４９の S 字状口縁台付甕（以下、S 字甕とする）の口縁部

片である。４５は口縁部二段目が直立気味に立ち上がり、口縁端部が外側に明瞭につまみ出される。さ

らに、口縁部の一段目と二段目の境に刺突文を施し、頸部内面には横方向の荒いハケを施す。また口

縁端部内面には面をもつ。４６・４７は口縁部の一段目と二段目の境に押引状の刺突文を施し、体部外面

第１４図　日吉遺跡（東から）

＊　　中野晴久２００５「常滑・渥美」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』
＊＊　高木宏和２００４「美濃周辺地域における山中式の実相」『伊勢湾岸における弥生時代後期を巡る諸問題　山中式の成立と解体』
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第１５図　日吉遺跡採集遺物実測図１（S＝１／４）
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第１６図　日吉遺跡採集遺物実測図２（S＝１／４）
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には羽状のハケを施した後、横方向のハケを施す。４６の横方向のハケは頸部外面のものとやや下半の

ものがそれぞれ別に施されているのに対して、４７の横方向のハケは一度に施されている。ともに頸部

内面にも荒い横方向のハケを施しており、口縁端部に面をもつ。４８・４９は口縁部二段目がやや外反し、

口縁部外面に刺突文が施されていない。体部外面には羽状のハケを施し、４８は頸部下半に横方向のハ

ケを確認できる。ともに頸部内面に横方向のハケを施さず、口縁端部の面取りもやや不明瞭である。

頸部外面屈曲部に沈線は確認できない。

　以上の特徴から、４５は S 字甕０類、４６・４７が S 字甕 A 類、４８・４９は S 字甕 B 類に分類でき、赤塚

による廻間Ⅰ式～廻間Ⅱ式の範疇で捉えることができるだろう＊。

　また、柱状で中空の脚部をもち、透孔の位置が低い６６の高杯が山中式に遡る可能性をもつ＊＊。その

他の図示した土器の中に廻間Ⅲ式以降に降るものは確認できず、現段階ではこれらの土器を山中式か

ら廻間Ⅱ式を中心とした時期に属する遺物であると考えておきたい。

　７１・７２は古代の土師器である。７１は甕である。口縁端部をつまみ上げ、頸部以下の外面に縦方向の

ハケを施し、内面には横方向のハケを施す。体部はほとんど残存していないが、長胴甕の可能性が少

なくないと考える。７２は遺存状態が非常に悪く、詳細は不明である。

　７３～９８は須恵器である。７３～７７は蓋、７８～９０は杯、９１・９２は壺、９３は鉢あるいは甕の口縁部、９４は

壺、９５～９８は有台盤である。詳細が明らかでないものもあるが、そのほとんどを尾野のⅣ期新段階か

らⅤ期新段階の範疇に位置づけることができると考える＊＊＊。そして少数ではあるが、７３の受け部を

もつ蓋が尾野のⅣ期古段階まで遡り、７７の折り返しをもたない蓋や９８の逆台形の高台をもち、底径が

やや小さい有台盤がⅥ期まで降る可能性をもつだろう。

　９９～１１２は灰釉陶器で、９９～１０８が椀、１０９～１１１が皿、１１２が瓶類である。１０２と１０８を除いて黒笹９０号

窯式～東山７２号窯式の範疇で捉えることができるだろう。１０２は底部外面に墨書があるが、内容を判

読できなかったため、なるべく忠実に図示した。遺存した中での観察では施釉範囲は底部内面のみで

あるが、断面方形の付け高台をもち、黒笹１４号窯式に遡る可能性をもつ。また、１０８は高台断面が三角

形を呈し、やや外に開く。藤澤による椀Bに分類できるもので、百代寺窯式に属するものであろう＊＊＊＊。

この２つは斎藤による猿投窯第Ⅴ期第１小期及び第Ⅵ期第３小期に位置づけることができる資料であ

る＊＊＊＊＊。

　１１３は白磁の椀で肉厚な玉縁状口縁をもつ。白磁椀Ⅳ類に分類されるもので、１１世紀後半から１２世

紀前半の資料である＊＊＊＊＊＊。

　１１４～１２５は山茶碗で、１１４～１２１は椀、１２３～１２５は小椀である。１２２は詳細が不明であるが、残りのう

ち１１４を除いてすべて第４型式から第６型式の範疇で捉えることができるだろう。中でも第５型式に

属するものが多い。１１４は口縁端部がやや尖っており、体部が直線的に伸びることから第７型式か第

８型式まで降るものと考える。また、図示はできなかったが、採集した山茶碗の中には第３型式に遡

る資料や均質手の胎土をもつものも確認できている。

＊ 赤塚次郎１９９０「廻間式土器」『廻間遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第１０集
＊＊ 赤塚次郎１９９２「山中式土器について」『山中遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第４０集
＊＊＊ 尾野善裕２０００「猿投窯（系）須恵器編年の再構築」『須恵器生産の出現から消滅』
＊＊＊＊ 藤澤良祐１９８２「瀬戸古窯址群Ⅰ」『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要Ⅰ』
＊＊＊＊＊ 斎藤孝正１９９５「猿投、美濃、美濃須衛窯編年」『須恵器集成図録』３
＊＊＊＊＊＊ 太宰府市教育委員会２０００『太宰府城坊跡ⅩⅤ－陶磁器分類編－』
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　１２６は平瓦であり、凹面に縄の圧痕が残る。凸面は遺存状態が悪く詳細は不明である。

　以上から、日吉遺跡はおおよそ２世紀には養老町宇田の五社神社東側一帯に出現し、象鼻山１号古

墳出現前後である３世紀後半に一度衰退する。その後遺跡が再び勢いをもつのは７世紀中葉になって

からである。そして８世紀に最盛期を迎え中近世まで存続するが、その間は大きな断絶期間はなかっ

たものと考える。ただ、当遺跡はその存続期間が長く、不安定な平野部に立地し、広い遺跡範囲を

もっている。そのため、異なった範囲や存続時期や性格をもつ多様な遺跡が複合した姿が日吉遺跡の

現在の状況であろう。

　なお、分布調査の成果からは日吉遺跡が衰退する３世紀後半から６世紀初頭にかけて、その空白期

間を埋めるように養老町室原や養老町飯田など周辺に遺跡が出現することが明らかになっている。こ

の衰退期間は象鼻山１号古墳築造以後の象鼻山古墳群の存続期間にほぼ併行しており、日吉地区の古

代以前の歴史を考える上で興味深い現象である。さらに、少数ではあるが当遺跡の範囲において瓦を

確認できていることにも注意しておきたい。

５．宇田城跡　養老町宇田

　養老郡史の中で土岐氏の末流である大野氏が大野郡より蟄居した城として紹介されている＊。その

参考文献として『濃州城略誌』があげられているが確認することはできなかった。門脇はその所在に

ついて明らかでないとしながらも、宇田に堀ノ内の小字があることから大通寺周辺を候補にあげてい

る。しかし、大通寺から小字堀ノ内まで直線で約８００m 離れており根拠としてはやや弱い。大通寺は

日吉遺跡の範囲に含まれ、今回の調査では大通寺周辺から須恵器や灰釉陶器、中世土師器、山茶碗、

近世陶器等が採集できている。

６．日吉西遺跡　養老町中、宇田、橋爪、金屋

　日吉西遺跡は日吉遺跡の西側に位置し、主に牧

田川によって形成された扇状地に立地している。

標高は１３～１４m を測り、現在の日吉遺跡の標高よ

り２～３ m 高い。南側には牧田川の旧堤防が

残っている。遺跡に関わる堤防の可能性は低いだ

ろうが、調査の成果からはこれを遺跡の南境と考

えた。また、遺跡の西側には若宮八幡神社がある

が、その北側及び東側にも部分的ではあるものの

堤状の地形が残っている。築堤の方向やその形態

から、遺跡南側の旧堤防と一連のものであろう。

　今回の調査では古墳時代の須恵器１片、古代の須恵器２２片、山茶碗３片、古瀬戸２片、近世陶器１

片を採集したほか、石仏や石塔が多く確認できた。特に、養老町橋爪の若宮八幡神社には石仏や五輪

塔、宝篋印塔、板碑など約７０点が集積されている（第１８図）。いずれも中世に属するものである。採集

した遺物からは須恵器１片と山茶碗１片を図示できた（第１９図の１２７～１２８）。

第１７図　日吉西遺跡（北東から）

＊　門脇黙一１９２５『養老郡史』
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　１２７は須恵器の甕である。口縁部が直線的に開き、端部は面取りを施す。詳細は不明である。

　１２８は山茶碗の椀である。断面三角形のややしっかりした高台をもち、端部には籾殻痕が残る。第

５型式に属する資料と考える。

　以上にみるように、当遺跡は採集遺物がやや少なく、さらに図示できなかった遺物には小片のもの

が多い。そのため詳細を明らかすることが難しく、現状では当遺跡の所属時期を概ね古代及び中世と

推定するにとどまった。今後の資料の増加をまって再度評価を行いたい。ただ、遺跡内に石仏・石塔

が多く確認できていることは当遺跡の評価を考える上で注目できる成果であると考える。

７．郷勺遺跡　養老町宇田、豊

　郷勺遺跡は日吉遺跡の北東に位置し、北野の集

落からイオンタウン養老ショッピングセンターの

範囲にかけての扇状地に立地している。遺跡の北

側では色目川が東に流れる。

　当遺跡の周辺一帯は過去に土地改良事業が行わ

れており、工事に伴い須恵器など多数の遺物が出

土したと伝えられている＊。養老町郷土資料館に

はそのときの出土資料の一部が保管されているが、

それらには古墳時代に遡る資料が多くみられる。

　今回の調査では古墳時代の土師器３１片、古墳時

代の須恵器１４片、古代の須恵器１２４片、灰釉陶器１０片、中世土師器８片、山茶碗４６片、古瀬戸２片、瓷

器系陶器１片、中国製陶磁器１片、近世陶器３片を採集し、そのうち須恵器３片、灰釉陶器２片、山

茶碗２片を図示した（第２１図の１２９～１３５）。

　１２９は須恵器の蓋である。小片のため詳細は不明であるが、口縁部と天井部の外面境に沈線をめぐ

らせている。口縁端部は欠損しているがおおよそ１２cm を超えることが想定でき、尾野によるⅢ期新

段階に属するものと考える＊＊。

　１３０・１３１は須恵器の杯である。１３０はヘラ切りによって底部を切り離しており、底部がやや下側に突

第１８図　若宮八幡神社の石仏・石塔（南から）
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第２０図　郷勺遺跡（南から）

＊　　養老町教育委員会１９８４『のびゆく養老町』
＊＊　尾野善裕１９９７「生産遺跡　尾張・西三河　猿投・尾北・その他」『古代の土器５－１　７世紀の土器（近畿東部・東海編）』

第１９図　日吉西遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）
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き出す。１３１は高台断面がバチ形を呈し、

角がわずかにはりだしている。体部より

やや内側に高台がつき、高台外面の付け

根部分にヘラによる調整が施されている。

１３０は尾野によるⅣ期、１３１はⅤ期に属す

るものであろう＊。

　１３２・１３３は灰釉陶器で、１３２が椀、１３３

が壺である。１３２は断面方形の付け高台

をもち、内面を施釉している。また底部

内面には重ね焼きによる高台の痕跡が残り、底部の外面にヘラケズリの痕跡はみられない。黒笹９０号

窯式のもので、斎藤による猿投窯第Ⅴ期に属するものと考える＊＊。１３３は逆台形の高台をもち、内面を

施釉している。時期の判断は難しいが、１３２と大きく変わらない時期のものと考えている。

　１３４・１３５は山茶碗である。１３４は椀で断面三角形の高台をもち、端部には籾殻痕が残る。底部内面と

体部内面の境がわずかに凹むが、第５型式の範疇で捉えておきたい。１３５は小皿で体部内外面ともに

自然釉が掛かっている。底部がわずかに突出しており、１３４と同じく第５型式に属するものであろう。

　また図示できなかったが、この他に荒いハケを施した土器片や細かい波状文を施した須恵器の壺片、

細かな刺突文を施した須恵器の壺片、奈良文化財研究所の分類による杯 H の蓋及び身、杯 G の蓋が確

認できている＊＊＊。過去の土地改良で出土したと伝えられている資料にも円形の透かしを三方向にも

つ須恵器の脚や完形の短頸壺、�が確認できており、少なくとも尾野によるⅢ期には当遺跡は成立し

ていただろう。さらに、宇田様式期にまで遡る可能性もある＊＊＊＊。その後、郷勺遺跡は古代や中近世

にかけて人々の活動の舞台となる。

　なお、古代から近世にかけての採集遺物の所属時期は比較的まんべんなく多時期にわたっているが、

斎藤による猿投窯第Ⅵ～Ⅶ期の資料は確認できていない＊＊。

８．六反田遺跡　養老町宇田

　六反田遺跡は郷勺遺跡の東約６００m に位置し、杉本の集落西側の扇状地に立地している。今回の調

査で採集できた遺物は山茶碗５片、古瀬戸１片、瓷器系陶器１片の計７片とわずかであり、遺跡の範

囲も小さなものである。

　採集された遺物はいずれも小片で図示はできなかったが、そのうち山茶碗の椀と瓷器系陶器の２片

については時期を推定できた。山茶碗の椀については第５型式～第６型式、瓷器系陶器は常滑産のも

ので中野による４型式に属するものである＊＊＊＊＊。ともに１２世紀後半から１３世紀前半の中で捉えるこ

とができ、そのほかに採集された遺物も中世に属することから１２世紀後半から１３世紀前半を中心とし

た時期に短期間存続した遺跡である可能性がある。具体的には、短期間営まれた散居型の集落遺跡を

考えておきたい。

＊ 尾野善裕２０００「猿投窯（系）須恵器編年の再構築」『須恵器生産の出現から消滅』
＊＊ 斎藤孝正１９９５「猿投、美濃、美濃須衛窯編年」『須恵器集成図録』３
＊＊＊　　 奈良文化財研究所１９７６『平城京跡発掘調査報告書Ⅶ』
＊＊＊＊　 赤塚次郎・早野浩二２００１「松河戸・宇田様式の再編」『研究紀要』第２号　愛知県埋蔵文化財センター
＊＊＊＊＊ 中野晴久２００５「常滑・渥美」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』
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第２１図　郷勺遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）
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９．室原遺跡　養老町室原

　室原遺跡は現在の養老町室原の集落とほぼ同じ場所に位置する遺跡である。西側には境川、北側に

は泥川、南側には色目川が流れており、これらの川と牧田川が主となって形成した扇状地に立地して

いる。

　今回の調査では、古墳時代の須恵器２片、古代の須恵器１２片、灰釉陶器２片、中世土師器３片、山

茶碗１４片、古瀬戸１片、瀬戸美濃１片を採集できた。そのうち、須恵器１片、灰釉陶器２片、山茶碗

２片、古瀬戸１片を図示できた（第２４図の１３６～１４１）。

　１３６は須恵器の蓋である。口径は１５.６cm と大きく、器壁は薄い。口縁部と天井部の境が明確な段を

なし、天井部の回転ヘラケズリ調整は全体の約９割に及ぶ。さらに口縁端部の内側に段をもつ。尾野

のⅡ期新段階～Ⅲ期古段階に属し、渡辺の美濃須衛窯Ⅱ期の早い段階に併行するものと考える＊。

　１３７・１３８は灰釉陶器で１３７は皿、１３８は椀である。１３７は高台が低く、体部下端側につけられている。

１３８は高台断面が三角形を呈し、やや外に開く。１３７は折戸５３号窯式～東山７２号窯式、１３８は百代寺窯式

のもので、どちらも斎藤による猿投窯第Ⅵ期に属すると考える＊＊。

　１３９・１４０は山茶碗で１３９は椀でやや高い高台をもち、高台径は７.４cm を測る。体部内面と底部内面の

境には重ね焼きによる高台の痕跡が残る。１４０は小椀である。やや低めの高台に籾殻痕が残る。とも

に第４型式に属するものだろう。

　１４１は古瀬戸で縁釉小皿の完形品である。短く外反する口縁をもち端部は面をなす。底部は糸切り

され、口縁内外面は鉄釉が漬掛けされて

いる。古瀬戸後期に属するものである。

　以上により、室原遺跡は古墳時代後期

や古代から中世にかけての遺跡である。

ただし、採集できた遺物がやや少なく、

詳細な存続期間については今後の課題と

なった。次に記述するが、すぐ東に隣接

する室原東遺跡と同時に存続する時期が

第２３図　室原遺跡（北東から）第２２図　六反田遺跡（南西から）

＊　　尾野善裕１９９７「生産遺跡　尾張・西三河　猿投・尾北・その他」『古代の土器５－１　７世紀の土器（近畿東部・東海編）』
　　　渡辺博人１９９６「美濃の後期古墳出土須恵器の様相－蓋杯の型式設定とその編年試案－」『美濃の考古学』創刊号
＊＊　斎藤孝正１９９５「猿投、美濃、美濃須衛窯編年」『須恵器集成図録』３
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第２４図　室原遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）
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あることも当遺跡を考える上で問題になる。遺物分布の偏りから別の遺跡と考えたが、時期によって

は室原東遺跡と一体の遺跡である可能性もあるだろう。

１０．室原東遺跡　養老町室原

　室原東遺跡は室原遺跡の北東に隣接しており、

室原遺跡と似た立地環境をもつが、現在の地形分

類によると扇状地ではなく沖積低地に分類されて

いる。伊勢湾から揖斐川を利用して不破郡へ向か

う交通の要衝に位置する重要な遺跡であるが、過

去２度にわたって土地改良工事が行われ、遺跡内

には多数の遺物が散乱している。遺跡周辺の小字

についても工事の際に大きく変更されており、変

更前には茶園原や五郎丸といった小字名が残され

ていた。

　今回の調査では弥生土器１片、古墳時代の土師器２０５片、古墳時代の須恵器１２片、土製品１片、古代

の須恵器２２２片、灰釉陶器１３７片、中世土師器６０片、山茶碗１,３００片、古瀬戸１０片、瓷器系陶器８４片、須

恵器系陶器１片、瀬戸美濃１片、中国製陶磁器９片、陶硯１片、瓦４片、近世陶器１７片を採集してい

る。中世において最も多数の遺物を採集できた遺跡であり、特に山茶碗が多い。採集できた資料のう

ち、弥生土器１片、古墳時代の土師器７片、土製品１片、古墳時代の須恵器１片、古代の須恵器４片、

灰釉陶器１６片、中世土師器２片、山茶碗３６片、瓷器系陶器３片、須恵器系陶器１片、中国製陶磁器３

片、陶硯１片、瓦３片を図示した（第２６・２７図の１４２～２２０）。

　１４２は弥生土器の高杯である。口縁部外面に凹線文と波状文を施し、口縁端部に面をもつ。藤田英

博と高木宏和による美濃西部第Ⅳ様式に属し、尾張の高蔵式に併行すると考える＊。

　１４３～１４９は古墳時代の土師器である。１４３・１４４は二重口縁壺で１４３は二次口縁部外面に刺突文が施さ

れている。柳ヶ坪型壺に分類できるもので、赤塚による松河戸Ⅰ式に属するものと考える＊＊。

　１４５～１４８は甕である。１４５は小片のため口径は不明であるが、口縁端部が肥厚し、面を有している。

１４６は口縁部を欠損しているが、頸部外面屈曲部に強いナデ、体部には荒いハケを施している。器壁も

厚い。ともに S 字甕 D 類に分類できると考える＊＊。１４７・１４８は脚台で器壁が厚く、やや開いている。

１４７は端部を折り返す。１４９は高杯の脚の付け根部分であるが、遺存状態が悪い。以上から、１４５・１４６

は赤塚による松河戸Ⅰ式、１４７・１４８は松河戸Ⅰ～Ⅱ式の範疇で捉えることができると考える＊＊。１４９に

ついては詳細が不明であるが、現段階では１４５～１４８と大きな時期差はないものと考えておきたい。古

墳時代前期後半に属する資料で、おおよそ４世紀のものであろう。

　１５０は土製品で詳細は不明である。外面にハケが施されているが、方向は定まっておらず、埴輪に特

徴的な一次調整と二次調整の違いも看取できない。内面にはナデが施されており、径は不明である。

遺存状態は悪い。

第２５図　室原東遺跡（西から）

＊　　藤田英博・高木宏和２００２「美濃（飛騨）地域」『弥生土器の様式と編年』東海編
＊＊　赤塚次郎１９９４「松河戸様式の提唱」『松河戸遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第４８集
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第２６図　室原東遺跡採集遺物実測図１（S＝１／４）
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第２７図　室原東遺跡採集遺物実測図２（S＝１／４）

　１５１は須恵器の蓋である。口径は１３.４cm を測り、器壁は薄く、口縁部と天井部の境に沈線をもつ。

天井部はその７割以上を欠損しているが、残存した範囲では天井部に回転ヘラケズリ調整の痕跡はな

い。口縁端部の内側には段をもっている。以上から、１５１は尾野のⅢ期中段階に属し、渡辺の美濃須衛

窯Ⅱ期に併行するものと考える＊。

　１５２～１５５は須恵器である。１５２は無台椀、１５３は椀あるいは杯の口縁部、１５４・１５５は杯の底部である。

小片が多く、詳細な時期を検討できないが、図示できなかったものにボタン状のつまみをもつ蓋など

が確認できており、尾野のⅤ期を中心とした範囲で捉えておきたい＊＊。

　１５６～１６７は灰釉陶器の椀で、１６８～１７１は灰釉陶器の瓶類である。１５６は器壁が薄く、口縁部の外反や

体部下半の張りがやや弱い。ツケガケにより施釉されている。１５７は口縁部が外反し、体部はやや直

線的である。施釉は確認できない。１５８は口縁端部がやや外反し、体部は直線的である。器壁がやや

厚く、口縁端部に施釉を確認できる。１５９は口縁端部が弱く外反し、施釉は確認できない。１６０はバチ

形の高台をもち、内面を施釉している。外面への施釉は確認できない。１６１は直接重ね焼きが行われ

ているが、高台接地面近く及び体部内面にハケヌリにより施釉が行われている。１６２はやや縦長の高

台が付されており、器壁がやや薄い。１６３・１６４はともに体部下端側に縦長の高台をもつが、１６４は器壁

が厚い。また、１６３は体部内面が施釉されている。１６５～１６７はいずれも底径がやや小さい。１６５につい

てはツケガケによる施釉が確認できるが、１６６・１６７については施釉が確認できない。１６８～１７１はいず

れも底部で、１６８は高台外面の付け根部分にヘラによる調整が施され、体部外面及び底部内外面に施釉

が確認できる。１６０・１６１については斎藤による猿投窯第Ⅴ期、１６２～１６７は折戸５３号窯式～東山７２号窯

式のもので、猿投窯第Ⅵ期に属するものであると考える＊＊＊。１６８～１７１の瓶類については詳細な時期

は明らかにできなかった。

　１７２・１７３は土師器の鍋で、ともに口縁端部を内側へ折り返して肥厚させている。端面はほぼ水平で

＊　　　尾野善裕１９９７「生産遺跡　尾張・西三河　猿投・尾北・その他」『古代の土器５－１　７世紀の土器（近畿東部・東海編）』
　　　　渡辺博人１９９６「美濃の後期古墳出土須恵器の様相－蓋杯の型式設定とその編年試案－」『美濃の考古学』創刊号
＊＊　　尾野善裕２０００「猿投窯（系）須恵器編年の再構築」『須恵器生産の出現から消滅』
＊＊＊　斎藤孝正１９９５「猿投、美濃、美濃須衛窯編年」『須恵器集成図録』３
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やや凹む。赤塚による伊勢型鍋 B 類、北村和宏による伊勢型鍋 A ２類に分類できるものである＊。

　１７４～２０９は山茶碗で、美濃須衛産と思われる１７５・１７６・２０２を除いて全て荒肌手である。しかし、図

示できなかった資料には少量ではあるが東濃産も確認できている。１７４～１９５は椀、１９６～２０１が小椀、

２０２が小椀あるいは小皿、２０３～２０７が小皿、２０８が小杯、２０９が高高台をもつ耳皿である。１７４・１８１～

１８３・１９６を第３型式、１７５・１７６・１８４～１８６・１９７～２０１を第４型式、１７７～１７９、１８７～１９１、２０３～２０５を

第５型式、１９２～１９５・２０６・２０７を第６型式、２０２を第５型式～第６型式に属すると考える。１７９につい

ては体部が開き気味に立ち上がるものの、口縁端部がやや外反し、丸くおさめられることから第５型

式に属すると考えた。１８１については断面三角形を呈する高台がやや外側に開くことから、百代寺窯

式に遡る可能性がある。２０６・２０７について２０６は体部内面と底部内面の境が凹んでおり、２０７は体部内

面と底部内面の境が明確でない。そのため、ともに第７型式まで降らず、第６型式のものと考えた。

１８０は口縁端部を丸くおさめるが、体部が直線的に大きく開いており第９型式に属すると考えた。　

２０９は中空の高高台をもち、底部に焼成前穿孔を行っている。類似の耳皿が瀬戸市に所在する旭浄水

場窯跡で確認されており、第３～４型式に属する資料に共伴している。旭浄水場窯跡の耳皿底部の穿

孔は図示された資料を確認する限り、高台のないものに限られているため、すぐに同一視はできない

が２０９についても現段階では第３～４型式に属すると考えておきたい＊＊。使用方法は不明である。ま

た、１８２の椀及び２００の小椀については内面に墨が付着しており、転用硯の可能性が高い。

　２１０・２１１は常滑産の瓷器系陶器である。２１０は片口鉢で中野による７～８型式に属する資料と考える＊＊＊。

２１１は器種が不明であるが、底部の周囲に焼台が付着しており、未使用製品であり選別行為が行われる

以前の製品であった可能性がある。

　２１２は須恵器系陶器の片口鉢である。産地は明らかにできていないが、口縁端部に面をもち、上下に

肥厚していないことから１１世紀後半から１２世紀初頭の資料と考えておきたい。２１３は瓷器系陶器の甕

である。産地及び時期は不明であるが、胎土の観察からは常滑産の可能性は考えにくい。

　２１４・２１６は白磁、２１５は青磁で、器種は２１４・２１５が椀、２１６が皿である。２１４は幅広のやや粗雑な高台

をもち、底部の削り出しが浅い。そのため底部の器壁が厚く、白磁椀Ⅳ類に分類できる。１１世紀後半

から１２世紀前半に属する資料であろう＊＊＊＊。２１５は龍泉窯系青磁で断面四角形の高台をもつ。高台内

部は刳りが若干浅く底部は肉厚である。また、高台部畳付け及びその内側は露胎している。内面には

片彫文と櫛目による草花状の文様が確認できる。椀Ⅰ類に分類でき、１２世紀中頃から後半のものであ

る。２１６は底部が僅かにつき出しており、底部と体部の境は明確である。やや上げ底状で、全面施釉後

に底部外面の釉を削り取っている。また、内面には花文を確認できる。内部見込みに段をもたないが、

皿Ⅴ・Ⅵ類の特徴をよく備えており、１１世紀後半から１２世紀前半のものと考える。

　２１７は陶製の風字硯である。硯背及び硯側を灰釉で施釉し、硯面には宝珠形の装飾を施す。詳細は

不明である。２１８～２２０は丸瓦である。いずれも、凹面に布目の圧痕を確認できるが、凸面は遺存状態

が悪い。布目は細かい。

＊ 赤塚次郎１９９４「鎌倉・室町時代」『松河戸遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第４８集

 北村和宏１９９６「尾張の伊勢型鍋」『鍋と甕そのデザイン』
＊＊ 青木　修１９９６「旭浄水場窯跡－初期山茶碗窯成立期の様相－」『（財）瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要第４輯』
＊＊＊ 中野晴久２００５「常滑・渥美」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』
＊＊＊＊　太宰府市教育委員会２０００『太宰府城坊跡ⅩⅤ－陶磁器分類編－』
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　以上から、室原東遺跡は確かなところでは古墳時代前期後半、おおよそ４世紀前半には遺跡西側に

出現し、古墳時代を経て古代・中世・近世へと存続した複合遺跡である。特に中世については今回の

調査で発見された遺跡のなかで最も多数の遺物が採集できており、その内容も多彩である。中でも、

転用硯や陶硯、瓦が確認できたことは、当遺跡に瓦を使用した建物が建ち、文字を使用する有力層が

存在したことを示しており、焼台が付着した常滑産の瓷器系陶器や須恵器系陶器は当遺跡が生産地と

消費地を結ぶ物流の重要な拠点であったことを示している。具体的には伊藤裕偉による集散地遺跡と

しての性格を当遺跡に考えておきたい＊。また、直接の関係は不明であるが、南に隣接する養老町大坪

には条里地割の名残と伝えられる地名が残っている＊＊。

　なお以上に記述した資料の中には、２度目の土地改良工事の際に、川地利昭氏が採集し、養老町に

寄贈していただいた資料を含んでいる。川地氏の資料には、完形の山茶碗の小椀など重要な資料が多

く、良好な状態で保管されていたため当遺跡を理解する上で重要な情報が得られた。記して感謝申し

上げる。

１１．井ノ下遺跡　養老町飯田

　井ノ下遺跡は日吉遺跡の東約５００m に位置して

おり、南側では小畑川と牧田川が東に流れている。

扇状地に立地しており、標高は約５～７mを測る。

遺跡内の小畑川北側には川に沿って池があり、小

畑川堤防を造る際の土取り跡とも伝えられている。

　今回の調査では古墳時代の土師器７８片、古墳時

代の須恵器４片、古代の土師器１片、古代の須恵

器１０片、灰釉陶器１片、中世土師器６０片、山茶碗

８片、古瀬戸５片、瓷器系陶器４片、瀬戸美濃８

片、近世土器２片、近世陶器１片、古銭１片を確

認している。採集できた資料のうち、古墳時代の土師器６片、中世土師器１片、山茶碗１片、古瀬戸

２片、瀬戸美濃１片、近世陶器１片、古銭１片を図示した（第２９図の２２１～２３３）。

　２２１～２２６は古墳時代の土師器で２２１～２２４が甕、２２５が高杯、２２６が蓋である。２２１は受口状の口縁をも

つ甕である。遺存状態が悪く表面の摩滅が著しいが、屈曲部にやや丸みをもち、二段目の口縁がやや

外側に開く。２２２～２２４は S 字甕である。いずれも口縁部は残っていないが、２２２は頸部調整技法、２２３

は屈曲部より下降した位置へのヨコハケ、２２４は台部の明瞭な折り返しや逆三角形状のハケが確認で

きる。２２５は杯部に段をもつ有段高杯である。小片が多く、詳細は明らかにできないが２２２～２２４につ

いては先述した諸特徴からS字甕B～C類に分類でき、廻間Ⅱ式～廻間Ⅲ式に属すると考える＊＊＊。ま

た、その他に図示した土師器についても現段階ではほぼ同時期の資料と考えておきたい。

　２２７は土師器皿である。手づくね成形されており、口径は７.８cm を測る。外面にナデ調整は施されて

いない。１５～１６世紀に属する資料であろう。２２８は山茶碗の椀である。高台が低く、体部はやや直線

第２８図　井ノ下遺跡（北西から）

＊　　　伊藤裕偉２００１「中世における集散地遺跡の分析」『考古学ジャーナル４７８』
＊＊　　養老町教育委員会１９８４『のびゆく養老町』
＊＊＊　赤塚次郎１９９０「廻間式土器」『廻間遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第１０集
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的に開く。また、底部内面と体部内面の境が比較的明瞭であり、第６～７型式に属すると考える。

　２２９～２３１は天目茶碗で、古瀬戸後期から大窯期に属する資料であろう。２３２は縁釉小皿で、口縁端部

内外面に錆釉を施釉している。内面に煤の付着が確認でき、灯明皿として使用された可能性が高い。

近世に属するものと考える。２３３は洪武通宝である。

　以上から、井ノ下遺跡はおおよそ古墳時代前期前半にあたる３世紀中頃に日吉遺跡の下流に出現し、

その後古代、中世、近世において人々の活動の舞台となった遺跡である。採集できた資料は小片が多

く、詳細な検討は難しいが、古墳時代前期前半の資料が比較的多い。反対に古墳時代中期から中世に

かけては数が少なく今後の資料の増加をまって評価を行いたい。なお、井ノ下遺跡で得られた古墳時

代前期前半の資料は、象鼻山１号古墳の築造時期とほぼ同時期のものであり、日吉遺跡と室原東遺跡

の空白期間を埋める資料でもある。

１２．蛇持経塚跡　養老町蛇持

　蛇持経塚跡は昭和３７年７月に養老町の史跡に指

定されている遺跡である。昭和１３年に小川栄一に

より蛇持�経発見地として紹介されており、管見

ではこれが当遺跡の最も古い報告になる＊。

　小川によると昭和８年の救農土木工事において

低地の地上げを目的とした土取りの際に色目川南

堤防の南の池の底からこけら経が多数出土し、そ

の内１０巻余りを採集したとされている（第３１図）。

また、採集地点付近には弥生土器や花瓶形の焼き

物が発見されたとも記述されており、現段階では

当遺跡の所属時期を中世と考えておきたい。なお、出土地点は現在の色目排水機場北西約１２０m の池

の中である。

　また経塚とする本遺跡の名称であるが、徳島県敷地遺跡では河道で�経が確認されており、またそ

の他の発見例にも奈良県元興寺の本堂の天井裏、富山県堀切遺跡の溝など経塚から出土していない例

が多数ある。本例も池の底での発見であり、経塚跡とはすぐに断定できないと考える。本書では町史

跡の名称を用いるが今後の課題としてあげておきたい。なお、今回の調査では遺物を採集できておら

＊　小川栄一１９３８「蛇持�経発見地」『岐阜県史蹟名勝天然記念物報告書』第七輯
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第２９図　井ノ下遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）

第３０図　蛇持経塚跡（南から）
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ず、土器・陶器片があったとする小

川の記述を裏付けることはできな

かった。しかし、�経出土地点と最

も近い中世遺跡との距離は直線で約

７００m 離れており、当遺跡周辺に中

世の遺跡が存在する可能性は十分に

あるだろう。

（３）遺物の散布状態とその

立地

１．日吉・室原・小畑・多芸東
部地区の古墳時代土師器の散
布状態（第３２図）

　日吉・室原・小畑・多芸東部地区

の分布調査で採集した古墳時代土師器片の総数は１,０１６片に上る。その内、８０.２％（８０６片）が扇状地、

１９.８％（２１０片）が沖積低地で採集されており、これらはおおよそ古墳時代の前半に属するものが多い。

　ただ、当地域の弥生時代後期末から古墳時代初頭の平野部はその形成過程から三角州帯に分類され

ており、微地形レベルでは自然堤防と旧河道が主であったと推定されている＊。そのため現在の扇状

地で採集した８０.２％の遺物についても、今後さらに立地を検証していく必要があるだろう。
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第３１図　蛇持経塚跡出土�経
（小川１９３８「蛇持�経発見地」『岐阜県史蹟名勝天然記念物報告書』第７輯

より）

第３２図　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の古墳時代土師器の散布状態（S＝１／５０,０００）

＊　　高橋　学１９９７「地形環境の復元」『大垣市遺跡詳細分布調査報告書－解説編－』



３０　　第２章　分布調査の成果

　しかし、古墳時代の土師器の約８割が現在の扇状地で採集されているということは、少なくとも当

地域においてより急速に拡大した三角州帯の中でも、さらに陸地化の早かった谷口付近から集落が進

出していった結果を示していると考える。また、古墳時代の土師器が多数散布している付近には中小

河川の湧水点が存在している。ただし、活断層が想定されている象鼻山のすぐ東側では遺物は採集さ

れておらず、この地形は避けている。

　この他、分布調査では確認できなかったが、発掘調査を進めている象鼻山山頂からは古墳時代の土

師器が確認できており、これらは造墓に伴うものであった＊。そのため、古墳時代の特に前半において

は、遺跡の立地が三角州帯を中心とした平野部と丘陵の大きく二つに区別でき、当時の遺跡がその目

的にあわせた立地選択を行っていたと考えておきたい。

２．日吉・室原・小畑・多芸東部地区の古墳時代須恵器の散布状態（第３３図）

　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の分布調査で採集した古墳時代須恵器片の総数は５６片であり、お

およそ古墳時代後半に属するものが多い。これらの立地ごとの内訳は、丘陵が４片で７.１％、扇状地が

３９片で６９.６％、沖積低地が１３片で２３.２％である。この内、丘陵の須恵器の採集地点は象鼻山６５・６６号古

墳のすぐ近くであり、古墳に伴う遺物である可能性が高い。そのため、古墳時代の須恵器を立地毎の

比率で見れば、古墳時代土師器と近似した結果と評価でき、やはり目的にあわせて遺跡の立地を選択

しているだろう。

　しかし、その散布状態は古墳時代の土師器に比べ、採集破片数が減少した反面、採集できた細別区

画数はやや増加しており、土師器に比べ散布範囲が広くなっていることが指摘できる。この結果を陸
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＊　養老町教育委員会２００６『象鼻山古墳群第３次発掘調査現地説明会資料』

第３３図　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の古墳時代須恵器の散布状態（S＝１／５０,０００）
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地の拡大によるものとも評価できるが、高橋学は古墳時代末から古代頃になると当地域の河川の地形

形成能力が低下し、微起伏を埋積するような消極的な堆積が続き、その結果平地の居住環境が悪化し

たことを指摘している＊。そのため、ここでは広範囲の遺物散布と採集遺物の減少の背景を自然的な

要因や利用地形の増加などに加え、当時期の集落が遺跡として把握しにくい形態をとった可能性を考

えておきたい。

　なお、古墳時代の須恵器が平地に広く散布することは古代の須恵器とやや似ている。しかし、遺物

採集量は古代の方が著しく多い。

３．日吉・室原・小畑・多芸東部地区の古代須恵器の散布状態（第３４図）

　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の分布調査で採集した古代須恵器片の総数は２,０６６片に上る。その

立地毎の内訳は、丘陵が１片で０％、扇状地が１,８１３片で８７.８％、沖積低地が２５２片で１２.２％であり、遺

物の採集地点がほぼ平地に限られている。これは、前段階に顕著であった墓域としての丘陵部の利用

がなくなったことを示しているだろう。その反面、平地においては採集破片数と遺物を採集できた細

別区画数がピークを迎えている。このことはそれまでの平地の多様な利用に加え、古代の遺跡が長期

に存続したことを示すと考える。また古代遺跡の長期的存続の背景の一つには当地区の土地の安定と

いう自然的要因があったと考えるが、その有無は今後の発掘調査で明らかにしたい。

第３４図　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の古代須恵器の散布状態（S＝１／５０,０００）
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＊　高橋　学１９９７「地形環境の復元」『大垣市遺跡詳細分布調査報告書－解説編－』
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４．日吉・室原・小畑・多芸東部地区の灰釉陶器の散布状態（第３５図）

　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の分布調査で採集した灰釉陶器片の総数は３４８片に上り、その立地

毎の内訳は、扇状地が２０３片で５８.３％、沖積低地が１４５片で４１.７％である。古代須恵器と同様に平地を中

心とした立地をとるが、沖積低地の比率が高くなっており、当地区の陸地化がさらに進んでいること

が想定できる。また、散布状態についても古代の須恵器とほぼ同様の範囲をとるが、養老町室原と養

老町豊・宇田の２箇所でやや集中して採集されており、ここから当地区の段丘面の安定化が進んだこ

ともあわせて想定できる。これは当地域の古代末から中世初頭の時期を河床低下期に位置づけ、完新

世に形成された段丘面上での洪水による地形面更新の停止や地下水位の低下など地形環境が変化し、

河川氾濫する範囲は限定されていったとする高橋の想定とほぼ一致する＊。

　なお、当地区の灰釉陶器の散布状態は、ほぼ同様の在り方で山茶碗の散布状態に移行することから、

当地区の中世において平地に立地する遺跡は古代後期に端緒をもつものが多いだろう。

５．日吉・室原・小畑・多芸東部地区の山茶碗の散布状態（第３６図）

　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の分布調査で採集した山茶碗片の総数は１,９１０片に上る。その内訳

は扇状地が５８７片で３０.７％、沖積低地が１,３２３片で６９.３％であるが、これは焼台が付着した常滑産瓷器系

陶器や瓦、硯を採集でき、集散地という特殊な性格を想定できる室原東遺跡が沖積低地に立地してい

るためであり、室原東遺跡を除けば沖積低地での採集片数は２３片と少ない。この他、分布調査では遺

物を採集できなかったが、象鼻山北側の丘陵部には栗原九十九坊跡が立地しており、中世において再

第３５図　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の灰釉陶器の散布状態（S＝１／５０,０００）
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び山地及び丘陵の積極的な利用が進んだことを確認できる。

　また、山茶碗の散布状態は灰釉陶器の散布状態と同様に広範囲にわたり、さらに養老町室原及び養

老町豊・宇田の２箇所では引き続き多数の山茶碗が集中して採集されている。古代後期に引き続いて

の安定した立地に加え、山地への進出などさらなる利用地形の多様化がなされたことが中世における

大きな特徴であろう。

　なお、山地に立地する中世の遺跡には当地区の栗原九十九坊跡のように寺院跡といった一般の集落

とは区別できるものが多いと推察している。

６．日吉・室原・小畑・多芸東部地区の瓷器系陶器の散布状態（第３７図）

　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の分布調査で採集した瓷器系陶器片の総数は１２７片で、その内訳は

扇状地が４２片で３３.１％、沖積低地が８５片で６６.９％と他の遺物に比べ破片数はやや少ないものの山茶碗

とほぼ近似した立地を示す。そのため、先述した内容とほぼ同じことが瓷器系陶器の散布状態からも

指摘できるだろう。ただ、室原東遺跡において焼台がついた常滑産瓷器系陶器の底部が採集できてい

ることから考えれば、当地区での瓷器系陶器の採集遺物片数はやや少ないように思う。室原東遺跡が

不破郡へ向かう河川交通の要衝にあたることが一つの要因として想像できるが、室原東遺跡の詳細な

解明と共に今後の課題にあげておきたい。

７．その他の遺物の散布状態
　以上で示した遺物以外のものとして、弥生土器２片、古代土師器１７片、古瀬戸６０片、中国製陶磁器

１２片、瀬戸美濃１１片などがある。

第３６図　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の山茶碗の散布状態（S＝１／５０,０００）
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　旧石器時代及び縄文時代に関しては今回の調査では遺物を採集できていないが、象鼻山山頂部の発

掘調査において後期旧石器時代の石器や縄文時代に属する石鏃が確認できている。その一方、平野部

では遺物を全く確認できていないが、当地区のほとんどの平野部が約６,４００年前に海に水没し、当時期

の地表面が厚い海成層の下にあることから、そうした地域での旧石器時代や縄文時代前半の遺跡の発

見は困難なものであることが指摘されている＊。そのため、遺物が確認できなかった平野部において

も地表下深くに旧石器時代や縄文時代の遺跡が存在する可能性は考えておかなければならないだろう。

　また、弥生時代に関しては日吉遺跡の弥生時代末から古墳時代初頭の資料を除けば、わずかに２片

が平地において採集されているのみである。今後の資料の蓄積をまたなければならないが、当地区が

削平よりも埋積を受けやすいことを考えれば、少数の遺物も無視することはできないであろう。

（４）小結

　日吉・室原・小畑・多芸東部地区では分布調査によって８１遺跡を確認し、５,８３６片の遺物を採集する

ことができた。これらの資料は遺跡保護に役立つだけでなく、地域を網羅し広域の情報が得られる点

において発掘調査の成果と補い合う歴史資料として活用できるものである。

　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の多くは牧田川や相川、小畑川、色目川等の河川によって形成さ

れた扇状地や沖積低地であり、西に僅かに丘陵がある。この中で、最も継続的に利用されているのは、

日吉地区の中央部及びやや東側の牧田川扇状地と室原地区の東側の沖積低地であり、古墳時代以降各

時代の遺物が多量に散布している。これに対し、おおよそ標高５ m 以下の小畑地区の中心部から東側

第３７図　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の瓷器系陶器の散布状態（S＝１／５０,０００）
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＊　高橋　学１９９７「地形環境の復元」『大垣市遺跡詳細分布調査報告書－解説編－』
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や多芸東部地区では中世以前の利用は確認できていない。また、西の丘陵は旧石器時代、古墳時代、

中世においては積極的に利用されているが、縄文時代においてはわずかに石鏃を確認できるのみであ

り、古代には遺物はほとんど散布していない。

　以上、主に養老町で河北地区と呼ばれる当地区は縄文時代の海進最盛期以降、牧田川や相川などの

河川が運んでくる多量の土砂により広大な扇状地と沖積低地が僅かな時間で形成され、そこに古墳時

代以降急激に人々が住みつき、様々な地形を開発していく過程を分布調査によって知ることができた。

　このような過程をもつ当地区の扇状地や沖積低地は広大である一方、しばしば起こる牧田川などの

氾濫によって不安定であり、そうした地形の開発には相応の技術や相当な労働力の投下などが必要で

ある。しかし、こうした地域の開発に成功したならば、その後には大きな生産力をもつ耕地が得られ

ただろう。今回の調査結果からは、当地区の本格的な開発がはじまった時期を弥生時代末から古墳時

代初頭に想定し、そうした開発を可能にした集団が象鼻山古墳群の築造に深く関わったと考えておき

たい。なお、弥生時代末から古墳時代初頭の象鼻山からは当時の海が眺望できたと考えられており、

西には関ヶ原に通じる山地、東には濃尾平野、南には伊勢湾という当地区のおかれた特殊な環境もそ

の主要な要因であっただろう＊。

２　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区

（１） 調査地区について

　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区は養老町のほぼ中央部に位置し、牧田川の南側一帯を中心に広がっ

ている。また、東側には揖斐川が南流しており、当地区のほとんどはこれに杭瀬川を加えた河川に

よって形成された扇状地と沖積低地が占めている。そのため、微地形レベルでは自然堤防や後背湿地、

旧河道を主としており、遺跡の立地は自然堤防を中心とした微高地に集中することが予想された地区

である。

　調査は日吉・室原・小畑・多芸東部地区と同様に、小字界を参考に調査区を細別して実施した（第

３８図）。

＊　赤塚次郎１９９４「３・４世紀の東海地域」『東日本の古墳の出現』
　　笹栗　拓２００６「養老町祖父江における表採資料の紹介」『美濃の考古学』第９号

第２表　日吉・室原・小畑・多芸東部地区の遺物採集地点の立地

瓷器系陶器山茶碗灰釉陶器古代須恵器

古墳時代

須恵器

古墳時代

土師器立地

１４破片数合計丘陵

０.０％７.１％総合計の％

４２５８７２０３１,８１３３９８０６破片数合計扇状地

３３.１％３０.７％５８.３％８７.８％６９.６％７９.３％総合計の％

８５１,３２３１４５２５２１３２１０破片数合計沖積低地

６６.９％６９.３％４１.７％１２.２％２３.２％２０.７％総合計の％

１２７１,９１０３４８２,０６６５６１,０１６破片数合計合計

１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％総合計の％
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第３８図　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の細別（S＝１／７０,０００）
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第３９図　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の遺跡の位置（S＝１／７０,０００）
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（２）遺跡と採集遺物

１．大墳城跡　養老町三神町

　大墳城跡は美濃明細記の中で丸毛兵庫頭や丸毛

三郎兵衛兼頼などが城主を務めた城として紹介さ

れ、その位置については旧荘福寺の境内があてら

れている＊。現在、旧荘福寺の位置には河川改修

工事により牧田川の堤防が造られている。

　丸毛兵庫頭や丸毛三郎兵衛兼頼が城主を務めた

とされていることから１６世紀後半の遺跡の可能性

を指摘できるが、今回の調査では遺物は採集でき

ず、詳細については明らかにできなかった。

２．高田遺跡　養老町高田

　高田遺跡は養老山地から東に約２ km の地点に

位置している。主に牧田川によって形成された標

高約６～８ m の扇状地に立地し、北には牧田川、

遺跡内には除川が流れている。当遺跡は東側を中

心に一部区画整理が行われている。

　今回の調査では、古代の須恵器１１片、灰釉陶器

３０片、中世土師器９片、山茶碗３２片、古瀬戸８片、

瓷器系陶器１片、中国製陶磁器１片、瀬戸美濃１

片、近世土器１片、近世陶器４片を採集できた。

この内、古代の須恵器１片、灰釉陶器１０片、山茶

碗４片、中国産陶磁器１片、瀬戸美濃１片、近世土器１片を図示した（第４２図の２３４～２５２）。

　２３４は須恵器の杯である。腰部が屈曲し、高台をもたない。底部をヘラ切りにより切り離しており、

＊　平塚正雄１９３２『美濃明細記』

第４０図　大墳城跡（北西から）

第４２図　高田遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）
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第４１図　高田遺跡（北東から）



３８　　第２章　分布調査の成果

尾野によるⅣ期中～新段階に属すると考える＊。

　２３５～２４４は灰釉陶器で、２３５～２３８が椀、２３９～２４４は皿である。２３５は三日月形の高台をもち、体部下

半がやや張る。２３６・２３７はやや縦長の高台をもち、２３６はやや器壁が薄く、２３７はやや厚い。２３８はやや

幅広の低い高台をもち、口縁部はわずかに外反する。体部は直線的で、底部外面及び体部下半のケズ

リ調整は省略される。ツケガケにより施釉されている。

　２３９・２４０は口縁部で、２３９は口縁部がわずかに外反しているが、２４０は外反しない。２４１はやや幅広で

内側下半の内湾や外側下方の稜が弱い三日月形高台をもつ。２４２～２４４はさらに高台が低く、三日月形

をなさない。

　以上から２３５・２４１については黒笹９０号窯式、２３６～２４０・２４２～２４４については折戸５３号窯式～東山７２

号窯式の範疇で捉えることができるだろう。これらは斎藤による猿投窯第Ⅴ期第２小期から第Ⅵ期第

２小期に属するものである＊＊。また、小片のため図示できなかったが、輪花椀も確認できている。

　２４６～２４９は山茶碗で、２４６～２４８が椀、２４９が小椀である。２４６～２４８はいずれもやや低い高台をもつが、

２４６は体部内面と底部内面の境が不明瞭なのに対し、２４７・２４８はナデによる凹みをもち、その境が明瞭

である。ただ、２４７は底部の器壁がやや厚い。そのため、２４６については第５型式、２４７については第５

型式～第６型式、２４８は第６型式に属すると考える。２４９は底部が小さく第４型式に属するだろう。ま

た、小片のため図示できなかったが、東濃産と推定できる山茶碗も確認できた。

　２５０は龍泉窯系青磁の椀である。直口の口縁部をもつが、小片のため詳細は明らかにできなかった。

２５１は瀬戸美濃で大窯第１段階に属すると考える。２５２はホウロクで近世に属する資料である。

　以上から高田遺跡はおおよそ８世紀には出現し、中近世まで存続した遺跡である。この高田地区を

続日本紀にみえる高田�登足人の祖父が壬申の乱における戦功として得た所領や同じく続日本紀にみ

える高田寺に比定する意見があるが、今回の調査ではそれを裏付ける成果は得られなかった＊＊＊。

３．押越遺跡　養老町押越

　押越遺跡は養老山地の東に約１ km の地点、高

田遺跡と養老山地の中間に位置する遺跡である。

標高約８～１１m を測る扇状地に立地し、北西から

南東に向けてやや細長い遺跡範囲をもつ。

　今回の調査では、中世の土師器４片、山茶碗６

片、瓷器系陶器３片、中国製陶磁器１片、近世土

器１片、近世陶器１片を採集できた。この内、中

世土師器１片、山茶碗２片、近世陶器１片、近世

土器１片を図示した（第４４図の２５３～２５７）。

　２５３は土師器皿である。手づくね成形されてお

り、口径は１２.４cm を測る。外面には１段ナデが施されており、体部が外反気味に伸びる。小野木学に

＊　　　尾野善裕１９９７「生産遺跡　尾張・西三河　猿投・尾北・その他」『古代の土器５－１　７世紀の土器（近畿東部・東海編）』
＊＊　　斎藤孝正１９９５「猿投、美濃、美濃須衛窯編年」『須恵器集成図録』３
＊＊＊　岡田　啓１９３１『新撰美濃志』

第４３図　押越遺跡（西から）
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よる B２b 類に分類できると考え

る＊。

　２５４・２５５は山茶碗の椀である。

２５４は口縁端部が丸く、体部はほ

ぼ直線的に立ち上がる。２５５は体

部内面と底部内面の境にナデによ

る凹みをもち、その境が明瞭であ

る。２５４を第５型式～第６型式、

２５５を第６型式に属する資料と考える。

　２５６は陶器で皿の底部である。削り出しによって作られた高台をもつ。詳細は不明であるが、近世

に属する資料であると考える。２５７はホウロクである。近世に属すると考えるがやはり詳細は不明で

ある。

　以上から押越遺跡は中世及び近世の遺跡である。詳細な存続期間は不明であるが、採集遺物が少な

く、中世の遺物についてはほぼ１３世紀頃に限られていることから、中世においては短期間の遺跡で

あったことが想定できる。また、押越遺跡の南には旧家として知られる渋谷家があり、押越城の候補

地にあげられているが、今回の調査では遺跡としての裏付けが得られなかったため遺跡として扱わな

かった＊＊。今後の資料の増加を待って検討したい。

４．江東遺跡　養老町烏江・大垣市

　江東遺跡は烏江橋の東約１００m、牧田川の河川

内に位置する遺跡である。今回の調査では遺物は

採集できなかったが、近鉄養老線牧田川橋脚工事

の際に、古墳時代土師器の高杯１片、古代の須恵

器の甕２片、中世に属するであろう土錘が１点採

集されている。いずれも摩滅が著しく、図示はで

きなかった。遺物の遺存状態が悪いことから、他

の遺跡から採集地点まで河川によって流されてき

た可能性もあるが、すぐ近くでは当該時期の遺跡

は確認されておらず、また牧田川が天井川である

ことなどから今回の調査では当採集地点を遺跡として評価した。

　なお、沖積低地における現在の地形環境が、遺跡が営まれた時期と異なる場合が珍しくないことは

高橋によっても指摘されており、養老町の天井川内において今後さらに遺跡が発見される可能性は十

分にあると考えている＊＊＊。
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第４４図　押越遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）

第４５図　江東遺跡（西から）

＊　　　小野木学１９９７「美濃地方における中世前期の土師器皿の様相」『美濃の考古学』第２号
＊＊　　岐阜県教育委員会２００２『岐阜県中世城館跡総合調査報告書』第１集（西濃地区・本巣郡）
＊＊＊　高橋　学１９９７「地形環境の復元」『大垣市遺跡詳細分布調査報告書－解説編－』
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５．飯ノ木遺跡　養老町飯ノ木・押越・口ヶ島

　飯ノ木遺跡は養老山地の東約２ km に位置し、

主に牧田川によって形成された扇状地の先端部分

に立地している。今回の調査では古代の須恵器２

片、灰釉陶器１片、中世土師器９片、山茶碗４片、

古瀬戸２片、瓷器系陶器３片、中国製陶磁器２片

を採集できた。この内、中世土師器１片、山茶碗

３片、古瀬戸１片を図示した（第４７図の２５８～２６２）。

　２５８は土師器皿で口径は７.２cm を測る。小片で

遺存状態が悪いため、詳細は不明である。

　２５９～２６１は山茶碗である。２５９は美濃須衛窯の製品で椀である。２６０は荒肌手の椀であり、ともに体

部はやや直線的であるが、２５９は口径が１５.６cm を測り、少し大きい。２５９は第５型式に併行する資料、

２６０は第６型式に属する資料と考える。２６１は均質手の皿である。器壁は薄く、底部内面と体部内面の

境にナデによる凹みをもつ。また、底部内面に静止ナデ、底部外面に板状圧痕が確認できる。体部は

残存していないが、山内伸浩による大洞東窯式～生田２号窯式の範疇で捉えることができるだろう＊。

　２６２は古瀬戸の縁釉小皿である。口縁部がやや外反し、端部は丸い。灰釉がツケガケにより施釉さ

れており、古瀬戸後期に属すると考える。

　以上から飯ノ木遺跡は中世の遺跡であり、１３世紀頃には成立していただろう。採集資料が少なく、

その存続期間を考えるには不十分であるが、養老町史史料編に掲載されている資料や多岐神社懸仏群

では１４世紀から１６世紀にかけて、春木郷や榛郷の名称が確認できる。すぐに当遺跡をこれらの集落に

比定することはできないが、分布調査から想定できる存続期間とも矛盾がなく、現段階では当遺跡は

断絶することなく中世を通して存続していた可能性が高いと考えておきたい＊＊。

６．大跡遺跡　養老町大跡

　大跡遺跡は現在の養老町大跡の集落の南側に位置し、標高約２～３ m の沖積低地に立地している。

今回の調査では中世土師器１０片、山茶碗４片を採集できた。採集数としてはやや少ないが、当地区が

削平よりも埋積を受けやすい地形であり、遺物の時期が中世で一括できることなどから、遺跡として

評価した。採集できた遺物の内、山茶碗２片を図示した（第４９図の２６３・２６４）。

　２６３は均質手の椀である。口縁端部がやや尖っている。底部は残存していないが、口縁部から想定

できる器高からはそれほどの扁平化はみられない。山内による明和１号窯式～大畑大洞４号窯式の範

＊　　　山内伸浩２００４「美濃（東濃）窯の山茶碗」『東海地方山茶碗研究の現在と課題』
＊＊　　養老町１９７４『養老町史史料編上』
　　　　山下　立２０００「岐阜・多岐神社の懸仏群」『滋賀県立琵琶湖文化館研究紀要』第１６号

第４６図　飯ノ木遺跡（北西から）
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第４７図　飯ノ木遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）
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疇で捉えることができるだろう＊。２６４は片口鉢の

口縁部で荒肌手の胎土をもつ。体部は直線的で、

口縁部はやや肥厚し、丸くおさめられる。藤澤に

よる第７型式に属する資料と考える＊＊。

　以上から、大跡遺跡はおおよそ１３世紀後半から

１４世紀前半頃の短期間の遺跡であることが想定で

きる。ただし、養老町史史料編に掲載されている

応永１０年（１４０３）の「足利義満袖判御教書案」に

は多藝庄内大跡の記載がある。さらに検討が必要

であるが、分布調査から想定できる遺跡の存続期

間以後にも当遺跡が存続しているか、あるいは遺跡が移動した可能性を示す資料であるだろう＊＊＊。

　また、大跡遺跡の北側にある現在の養老町大跡の集落内に周囲を堀のような地形で囲まれた旧家が

あり、これに城跡の可能性を考えるものもある＊＊＊＊。しかし、今回の調査では遺物を採集できず、そ

の裏付けが得られなかったため遺跡として扱わなかった。今後の資料の増加を待って検討したい。

７．仲田遺跡　養老町栗笠・上之郷・岩道

　仲田遺跡は杭瀬川と金草川の合流地点から南へ

約８００m の地点に位置し、標高約２～３ m の沖積

低地に立地する。当遺跡から遺物が出土すること

は、昭和５７年に既に田中育次により報告されてお

り、管見ではこれが仲田遺跡の最初の記録であ

る＊＊＊＊＊。

　今回の調査では中世土師器１６２片、山茶碗１３４片、

古瀬戸７片、瓷器系陶器６片、中国製陶磁器１片、

瀬戸美濃３片、近世陶器１片を採集した。また、

平成１３年１１月の道路拡幅工事の際に中世土師器

１３７片、山茶碗１６片、瓷器系陶器２片、中国製陶磁器１片を確認している。

　これらの内、中世土師器９片、山茶碗１４片、中国製陶磁器１片、古瀬戸１片を図示した（第５１図の

第４８図　大跡遺跡（南東から）
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第４９図　大跡遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）

第５０図　仲田遺跡（南から）

＊ 山内伸浩２００４「美濃（東濃）窯の山茶碗」『東海地方山茶碗研究の現在と課題』
＊＊ 岡本直久２００４「瀬戸窯・猿投窯山茶碗の編年について」『東海地方山茶碗研究の現在と課題』
＊＊＊ 養老町１９７４『養老町史史料編上』
＊＊＊＊ 岐阜県教育委員会２００２『岐阜県中世城館跡総合調査報告書』第１集（西濃地区・本巣郡）
＊＊＊＊＊ 田中育次１９８２『栗笠の獅子舞』
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２６５～２８９）。

　２６５～２７３は土師器皿で、いずれも手づくね成形されている。２６５～２６８は口径が８～９ cm の範囲に

おさまり、小皿に分類できるだろう。いずれも外面に１段ナデを施し、底部から体部にかけてほぼ均

一な厚さをもつが、２６５は器壁が厚く、２６８はやや器高が低い。

　２６９～２７２は口径が１２～１５cm の範囲におさまり、いずれも大皿に分類できる。２６９～２７１はやや器壁

が厚く、外面に１段ナデを施し、直線的ないしは外反気味に伸びる体部をもつ。２７２は同じく外面に１

段ナデを施し、直線的ないしは外反気味に伸びる体部をもつが器壁がやや薄い。２７３は口径が１５cm を

測り、器壁が薄く、体部は大きく外反する。体部外面の調整では横ナデを確認できたが、指頭圧痕は

確認できなかった。

　以上から２６５を小野木による A２a 類、２６６・２６７を A２b 類、２６８を A２c 類、２６９～２７１を B２a 類、２７２を

B２b 類に分類でき、２７３は井川祥子による B１類に分類できると考える＊。

　２７４～２８７は山茶碗で、２７４～２８３は椀、２８４～２８６は小皿、２８７は小杯である。うち２８３のみ均質手であ

る。２７６～２８０・２８４～２８６を第６型式、２７４・２７５を第７～８型式、２８１を第８型式、２８２を第９型式、２８３

を山内による大洞東１号窯式に属すると考える＊＊。２８７については、詳細は不明である。なお図示で

きなかったが、他に第５型式に属する山茶碗も少量確認できている。

　２８８は白磁の皿である。底部は平底で、全面に施釉している。ただし底部外面については施釉がま

ばらで一部露胎している。Ⅸ類に分類できる資料で、１３世紀後半から１４世紀前半に位置づけることが

できるだろう＊＊＊。２８９は古瀬戸の折縁深皿である。口縁部の屈曲がやや弱く、古瀬戸中期Ⅰ～Ⅱ期に

属すると考える。

　以上から、仲田遺跡は確かなところではおおよそ１３世紀初頭から、１４世紀前半を中心とした遺跡で

ある。また、その後についても２８３の山茶碗や瀬戸美濃が確認できていることから中世末期まで存続
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第５１図　仲田遺跡出土・採集遺物実測図（S＝１／４）

＊　　　小野木学１９９７「美濃地方における中世前期の土師器皿の様相」『美濃の考古学』第２号
　　　　井川祥子１９９７「１５世紀後半から１６世紀前葉の土師器皿－中濃地域を中心として－」『美濃の考古学』第２号
＊＊　　山内伸浩２００４「美濃（東濃）窯の山茶碗」『東海地方山茶碗研究の現在と課題』
＊＊＊　太宰府市教育委員会２０００『太宰府城坊跡ⅩⅤ－陶磁器分類編－』
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していた可能性を指摘できるだろう。

　なお、この遺跡が所在する一帯を福地の遺名から倭名類聚鈔に記載される「冨上郷」に比定する意

見があるが、当遺跡からは古代に遡る遺物は確認できておらず、今回の分布調査の成果からは考えに

くい＊。

８．上之郷遺跡　養老町上之郷・栗笠・下笠・船附

　上之郷遺跡は標高２ m 前後の沖積低地に立地

し、仲田遺跡の南西に隣接した遺跡である。

　今回の調査では、古代の須恵器１片、中世土師

器１７片、山茶碗４２片、古瀬戸１片、瓷器系陶器４

片、瀬戸美濃３片、近世陶器２片、寛永通宝１点

を採集し、その内中世土師器２片、山茶碗６片、

瀬戸美濃１片を図示した（第５３図の２９０～２９８）。

　２９０は土師器皿で口径は１１cm を測る。体部外面

には１段ナデを施し、直線的に伸びる体部をもつ。

器壁はやや薄い。小野木によるB２b類に分類でき

るだろう＊＊。

　２９１は羽釜である。ほぼ水平方向に突出する鍔と内傾したあと垂直方向に立ち上がる口縁部をもつ。

口縁端部は面をなすが、内側への折り曲げはみられない。口縁内側には浅い凹みがめぐる。体部は残

存していないが、以上の特徴から北村和宏による A ２類に分類できると考える＊＊＊。

　２９２～２９７は山茶碗で全て荒肌手である。２９２～２９６は椀で、２９２は第５型式、２９３～２９６は第６型式に属

すると考える。２９７は小皿で第７～８型式のものであろう。また、図示はできなかったが、採集した山

茶碗の中に均質手のものも確認できている。

　２９８は瀬戸美濃の平椀である。小片のため詳細は明らかにできなかった。

　以上から上之郷遺跡は仲田遺跡と同様に１３世紀初頭から１４世紀前半に最盛期を迎えた遺跡であり、

近世まで存続した可能性をもつ遺跡である。この二つの遺跡は距離も近接しているが、遺物分布の偏

第５２図　上之郷遺跡（北西から）
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第５３図　上之郷遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）

＊　　　岡田　啓１９３１『新撰美濃志』
　　　　田中育次１９８２『栗笠の獅子舞』
＊＊　　小野木学１９９７「美濃地方における中世前期の土師器皿の様相」『美濃の考古学』第２号
＊＊＊　北村和宏１９９６「尾張の羽釜」『鍋と甕そのデザイン』
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りからそれぞれを別の遺跡として評価した。

９．和田遺跡　養老町下笠・岩道

　和田遺跡は標高約２ m の沖積低地に立地す

る遺跡である。今回の調査で採集できた遺物は

中世土師器が２片、山茶碗が８片と非常に少な

いが、仲田遺跡や上之郷遺跡に近く、採集でき

た遺物の時期も両遺跡の存続期間内であるため、

遺跡として評価した。図示できた遺物は山茶碗

１片のみである（第５５図の２９９）。

　２９９は椀の口縁部で荒肌手である。体部はや

や直線的であるが、口縁端部は比較的丸くおさ

められており、第６型式に属すると考える。

　以上から和田遺跡は仲田遺跡及び上之郷遺跡

の最盛期であった１３世紀前半頃に短期間存続し

た遺跡であったと考える。今後資料の増加を

待って検討するべきだが、その成立要因に両遺跡との関わりを考えておきたい。

１０．下笠遺跡　養老町下笠

　下笠遺跡は養老山地から東に約３ km の地点に位置する南北に長い遺跡で、標高約２ m 前後の沖積

低地に立地している。遺跡の北側中央部には南北に輪中堤がつくられており、遺跡の南側には市場千

軒の石碑が建てられている。

　今回の調査では、中世土師器５６片、山茶碗１８片、古瀬戸７片、瓷器系陶器３片、瀬戸美濃を７片、

近世陶器５片を採集できた。このうち山茶碗５片、古瀬戸２片、瀬戸美濃１片を図示した（第５８図の

３００～３０７）。

　３００～３０４は山茶碗の椀で、３０１・３０４の２片は均質手である。３００は口縁部がやや外反しており、器高

はやや低い。第５型式に属すると考える。３０１は口縁端部が尖り、体部は直線的に伸びる。器高は低
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第５５図　和田遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）

第５４図　和田遺跡（北西から）

第５６図　下笠遺跡（北西から） 第５７図　下笠遺跡北側の輪中堤（北西から）
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く、山内による大洞東１号窯式に属す

るだろう＊。３０２は高台が低く、底部内

面と体部内面の境にナデによる凹みが

あり、第６型式に属すると考える。

　３０３は高台をもたず、平底である。

体部は直線的に伸びるが、やや底部が

厚い。器形の特徴を考えれば藤澤によ

る第１０型式から第１１型式に属するもの

で、遡っても第８型式までであろう。

しかし、おおよそこれまでの研究によ

れば美濃西部では当該時期の山茶碗は

均質手のものが主である＊＊。３０３の胎

土は筆者の観察では荒いものの、色調はやや黄色く、均質手の山茶碗に分類できる可能性も考えてお

きたい。均質手であれば、山内による白土原１号窯式まで遡るだろう＊。３０４は小片であるが、高台が

低く、底径も小さい。また、底部内面が浅く凹むことから山内による大洞東１号窯式に属すると考える。

　３０５は天目茶碗で内反り高台をもつ。高台脇の削り込みは狭く、高台周辺は露胎している。高台の

削り込みはやや深く、古瀬戸後Ⅳ期に属するだろう。

　３０６は古瀬戸の桶である。灰釉及び錆釉が施されており、古瀬戸後期に属すると考える。

　３０７は瀬戸美濃である。小片のため詳細は不明であるが、皿類であろう。透明度の高い緑色を呈す

る灰釉を施し、貫入がみられる。

　以上から下笠遺跡は他の笠郷地区の遺跡と同様におおよそ１３世紀初頭に成立し、近世まで存続した

遺跡であると考えておきたい。なお、当地には約８００年前に大跡新田から下笠の懐にかけて市場千軒

といわれるほどに栄えた集落と市場があったと伝えられている＊＊＊。分布調査の成果からは遺跡の性

格を検討できるだけの資料は得られていないが、遺跡の時期や範囲がよく符合しており注意しておき

たい。

　なお、遺跡の北側に南北に走る輪中堤が確認できているが、遺跡の周囲ではなく、中心に築かれて

いることから当遺跡に伴うものではなく、遺跡の廃絶後のものであろう。

（３）遺物の散布状態とその立地

１．多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の古代須恵器の散布状態（第５９図）

　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の分布調査で採集した古代須恵器片の総数は１９片である。その内、

７８.９％（１５片）が扇状地、２１.１％（４片）が沖積低地で採集されており、この内まとまった資料が採集

できた地点は扇状地に限られている。また、この調査区では古墳時代以前の遺物はほとんど採集でき

ておらず、当地域における集落の進出は現段階では古代であったと推定できる。なお、当調査区の東
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第５８図　下笠遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）

＊　　　山内伸浩２００４「美濃（東濃）窯の山茶碗」『東海地方山茶碗研究の現在と課題』
＊＊　　藤澤良祐１９９４「山茶碗研究の現状と課題」『研究紀要』第３号　三重県埋蔵文化財センター

　　　小野木学２００３「岐阜県における山茶碗分布と流通」『美濃の考古学』第６号
＊＊＊　養老町立笠郷小学校・PTA 町制４０周年記念実行委員会１９９４『ふるさと笠郷』
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側にあたる笠郷地区においては古代須恵器の採集片数は１片のみであり、笠郷地区への集落の本格的

な進出は中世をまたなければならなかっただろう。そのため古代における当地域は、谷口に近い部分

のみ集落等が進出できる要件を満たしていたと考える。

２．多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の灰釉陶器の散布状態（第６０図）

　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の分布調査で採集した灰釉陶器片の総数は３３片である。古代の須

恵器に比べやや採集片数が増加するものの、立地毎の採集比率については、９７.０％（３２片）が扇状地、

３.０％（１片）が沖積低地であり、散布状況とともに古代須恵器に近似した結果が得られている。ただ

し、採集片数が増加することや高田地区に採集地点がやや集中していることは日吉・室原・小畑・多

芸東部地区と同様に当地区においても段丘面の安定化が進んでいた結果を示しているだろう。ただ、

その散布範囲は古代須恵器から大きく変化しておらず、東側の沖積低地の陸地化は依然として進んで

いなかったと考える。

　なお、広幡地区において、現段階では遺跡として評価できるような集中地点は確認できていないが

古代の須恵器や灰釉陶器がわずかに採集されており、古代において広幡地区に集落が進出していた可

能性は考えておきたい。
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第５９図　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の古代須恵器の散布状態（S＝１／６０,０００）
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３．多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の中世土師器の散布状態（第６１図）

　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の分布調査で採集した中世土師器片の総数は２８２片に上り、古代の

須恵器や灰釉陶器に比べ、格段に増加する。その立地毎の内訳は、扇状地が２３片で８.２％、沖積低地が

２５９片で９１.８％である。また、採集できた遺物数の増加にあわせて、採集できた細別区画数も増加して

おり、中世になって当地域が広く安定し、開発が一気に進んだことがわかる。特に笠郷地区は遺物数

及び分布範囲の増加が顕著である。

　ここで重要と考えるものは中世において新たな場所に遺跡が出現していることである。日吉・室原・

小畑・多芸東部地区では中世の遺跡は古代から連続するものが主であり、中世において新たに出現し、

長期間存続する遺跡は確認できていない。しかし、当地域においては仲田遺跡や上之郷遺跡、下笠遺

跡など、古代において遺跡が確認できなかったところに新たに遺跡が出現したものがある。また、そ

の出現時期についてもおおよそ１２世紀後半から１３世紀初頭に集中しており、その背景は自然的な要因

だけにとどまらない可能性があるだろう。当該時期は中世荘園の成立に伴う開発が活発化する時期で

あり、中世における在地の人々と上位の権力との関係の解明は大きな課題である。
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第６０図　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の灰釉陶器の散布状態（S＝１／６０,０００）
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　宇野隆夫は西日本において１２世紀中頃から１３世紀中頃より、以後１４世紀に至るまで、長期型の拠点

的集落を軸として多くの集落が増加していくことに村落中核層の役割を重視し、これを中世的（農民）

集落のはじまりと考えている＊。分布調査の成果からは、当地区における新出の中世遺跡にもこうし

た側面があった可能性を考えておきたい。一方、日吉・室原・小畑・多芸東部地区の古代から続く中

世遺跡には違う性質をもつものがあるだろう。

４．多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の山茶碗の散布状態（第６２図）

　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の分布調査で採集した山茶碗片の総数は２６３片である。その立地毎

の内訳は扇状地が４８片で１８.３％、沖積低地が２１５片で８１.７％を測り、中世土師器と同様に沖積低地での

採集が多い。採集片数はほとんど変わらないものの、山茶碗が中世土師器に比べて、広く分布すると

いう結果は両者の性格の違いを表しているだろう。

　なお下笠遺跡では北側中央部に輪中堤があり、現在の集落の外側からも山茶碗が採集されている。

この結果は輪中堤が遺跡廃絶後に築堤された可能性を示すものであろう。高橋は大垣において段丘面

の開発が一段落した中世後期以降、現氾濫原面の開発が始まり、築堤技術をもとにした治水が重要な
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第６１図　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の中世土師器の散布状態（S＝１／６０,０００）

＊　宇野隆夫１９９１『律令社会の考古学的研究　北陸を舞台として』
　　宇野隆夫２００１『荘園の考古学』
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問題であったと考えている＊。そのため、下笠遺跡が立地する笠郷地区の南側では中世には輪中堤を

必要とせず、遺跡廃絶後である近世以降になって輪中堤を必要とする地形環境に変化したことを想定

しておきたい。このことは養老町の現在の地形環境を考える上でも重要な転換期が近世以降にあった

ことを示すものであろう。

５．多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の瓷器系陶器の散布状態（第６３図）

　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の分布調査で採集した瓷器系陶器片の総数は２２片であり、その立

地毎の内訳は扇状地が８片で３６.４％、沖積低地が１４片で６３.６％である。やや破片数は少ないが、中世土

師器や山茶碗の成果と同様に沖積低地での採集片数が扇状地より多く、散布状態についても中世土師

器及び山茶碗の成果とほぼ同様に理解できる。古代においては扇状地での採集が多く、当地域におい

ては古代から中世への転換のなかで沖積低地の役割が高くなったことがわかる。

　当地域の主に東側に広がる沖積低地には、揖斐川や杭瀬川といった大河川の他、金草川など中小の

河川が流れており、これらは河川交通において重要な位置を占めている。そのため、沖積低地での遺

跡増加の背景には、その一因として河川交通が活発になった可能性があるだろう。
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第６２図　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の山茶碗の散布状態（S＝１／６０,０００）

＊　高橋　学１９９７「地形環境の復元」『大垣市遺跡詳細分布調査報告書－解説編－』
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６．その他の遺物の散布状態
　以上で示した遺物以外のものとして、古瀬戸２５片、中国製陶磁器７片、瀬戸美濃１５片、近世陶器２５

片などがある。このうち中世に属する古瀬戸・中国製陶磁器・瀬戸美濃の散布状態はいずれも中世土

師器や山茶碗と同様の傾向を示している。

　一方、近世陶器については、中世以前には遺物が確認できていない養老町船附小字小川に新たな採

集地点が確認できている。遺物数は少ないが、養老町船附には近世に濃州三湊の一つがあり、当採集

地点はその位置を示している可能性があるだろう＊。
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第６３図　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の瓷器系陶器の散布状態（S＝１／６０,０００）

第３表　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区の遺物採集地点の立地

瓷器系陶器山茶碗中世土師器灰釉陶器 古代須恵器立地

８４８２３３２１５合計扇状地

３６.４％１８.３％８.２％９７.０％７８.９％総合計の％

１４２１５２５９１４合計沖積低地

６３.６％８１.７％９１.８％３.０％２１.１％総合計の％

２２２６３２８２３３１９合計合計

１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％総合計の％

＊　養老町１９７８『養老町史通史編上』
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（４）小結

　多芸西部・高田・広幡・笠郷地区では分布調査によって１０遺跡を確認し、６９３片の遺物を採集するこ

とができた。そして、採集した資料を時期・種類・採集地点・立地毎に分析した結果、当地区は扇状

地を中心にした地域ではおおよそ８世紀、その東側に広がる沖積低地を中心にした地域では１３世紀初

めには遺跡が出現していることを明らかにできた。特に高田地区の中心付近からやや東にかけては８

世紀以降、古代から中世にかけての遺物が採集できており、当地区内では最も継続的に利用された場

所であった。

　ただ、今回の調査では多芸西部地区に所在する多岐神社周辺で遺物を採集することができなかった。

多岐神社には岐阜県重要文化財にも指定されている１４世紀前半から１７世紀前半にかけて作られた２７面

の懸仏が現存しており、この他にも社殿裏に文治５年（１１８９）の銘をもつ如法経碑が立つなど、少な

くとも中世においては大社であったことが予想できる神社である。しかし今回の調査結果からは現在

の多岐神社周辺に遺跡があったとは考えにくい。そのため現段階では、大墳城跡が現在の牧田川堤防

の下に位置していたと伝えられていることから、多岐神社についても現在の位置よりも北の牧田川周

辺にあった可能性を考えておきたい。

　この他に下笠遺跡の輪中堤が遺跡廃絶以後のものである可能性も指摘でき、これらの成果は、考古

学のみならず、当地区の地形環境を復元する上でも重要な成果になるだろう。すなわち、中世以前で

は河川等による堆積にあわせて居住域を拡大していったが、近世以降には河川による堆積を待たず、

築堤により安定した居住域や耕地の拡大を図ったのだろう。

　高橋は大垣における中世後期の河川の流路の固定が、天井川や地下水位の上昇を引き起こし、河川

の堆積をより下流に向かわせ、結果として築堤地点周囲の低湿地化や洪水の危険性が増大したことを

指摘しているが、同様の環境変化を下笠遺跡の周辺一帯にも考えておきたい＊。

３　養老・上多度地区

（１） 調査地区について

　養老・上多度地区は地塁をなす養老山地とその断層崖に沿って形成された数多くの扇状地を中心と

した地区である。山麓の谷筋には、やや狭小ではあるが所々に段丘面が形成され、東側には津屋川が

南流している。

　また養老山地をもつ当地区には、孝子伝説の舞台となった「養老の滝」をはじめとして、「ヤマトタ

ケルノミコト伝説」や「元正・聖武天皇の行幸」、「多芸七坊」、「勢至の鉄座」など養老町を代表する

伝承や歴史の舞台がある。古墳や寺院跡など既知の遺跡も多く、養老山麓に広がる段丘面や扇状地の

扇央・扇端部を中心に遺跡が展開することが予想できた地区である。

　調査はこれまでと同様に小字界を参考にそれぞれの地区を細別して実施した（第６４図）。

＊　高橋　学１９９７「地形環境の復元」『大垣市遺跡詳細分布調査報告書－解説編－』
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第６４図　養老・上多度地区の細別（S＝１／７０,０００）
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（２）遺跡と採集遺物

１．沢田遺跡　養老町沢田

　沢田遺跡は養老山地の最北端、関ヶ原から南宮

山南側を下り、濃尾平野への出口となる位置に所

在している。すぐ北側には牧田川が東に流れてお

り、これにより形成された扇状地が立地の中心で

ある。また、養老山地やその麓に僅かに形成され

た下位段丘面も遺跡の範囲に含んでいる。

　今回の調査では古墳時代須恵器１片、古代土師

器４片、古代須恵器１９片、灰釉陶器１片、山茶碗
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第６５図　養老・上多度地区の遺跡の位置（S＝１／７０,０００）

第６６図　沢田遺跡（北東から）
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２片、中国製陶磁器１片を採集し、そのうち古代土師器１片と古代須恵器１片を図示した（第６７図の

３０８・３０９）。

　３０８は土師器の甕である。口縁端部をつまみ上げ、体部内面は上半にハケメを施している。体部外

面は摩滅が著しく、その調整方法は不明であるが上村安生による A １類に分類できるだろう＊。口縁

部があまり肥厚せず、頸部から体部にかけての張りが顕著でないことから８世紀中頃から後半にかけ

ての資料と考える。３０９は須恵器の杯である。古代に属する資料であるが、小片のため詳細は明らか

でない。

　以上から沢田遺跡はおおよそ８世紀頃には成立していた可能性が高いだろう。そして当遺跡で採集

できた遺物は古代・中世ともに扇状地がほとんどで、採集地点も重なっていることから、中世におい

てもほとんど位置を変えることはなかったと考えておきたい。ただし、遺跡南側の標高１００m に近い

山地からは山茶碗が１片採集できており、当遺跡の中世における山地利用には注意が必要である。な

お他に古墳時代の須恵器が１片採集されているが、これが当遺跡の成立時期が遡ることを示すのか、

それとも周囲に古墳が存在したことを示すのかは今後資料の増加を待って明らかにしたい。

２．桜井古墳群　養老町桜井

　桜井古墳群は養老山地とその麓に形成された扇

状地に立地しており、標高は約２０～８０m を測る。

村上弁二によれば、この遺跡の最初の発見は大正

１０年２月であり、石材目当てに石室を火薬で砕い

たことがきっかけであったらしい＊＊。古墳の名称

は桜井古墳となっており、横穴式石室をもつ古墳

である。以後その報告を要約すると古墳の面積は

約７坪、石室の長さは３間、幅は５尺、高さ９尺、

側壁には１００～２００貫の石、床面には１０貫程度の石、

天井は１００貫程度の盤石で覆われており、石室に

は普通の人より長大な５体の人骨が葬られていた。その内の１体は石棚かあるいは積み石により形成

された上段、４体は床面に相対し伏していた。そして、人骨の周辺には５振の剣と多数の須恵器が副

葬されていたようである。村上によると５振の剣は東京大学に所蔵されているらしい。その他の副葬

品についてもほとんど残っていないが、僅かに残った２点の須恵器が養老町の重要文化財に指定され

ている（第６９図の３１０・３１１）。なお、この桜井古墳は昭和５３年に文化庁文化財保護部から刊行された遺

第６７図　沢田遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）
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第６８図　桜井古墳群（南から）

＊　　上村安生１９９６「伊勢・伊賀における古代土師器煮炊具の様相」『鍋と甕そのデザイン』
＊＊　村上弁二１９７１「桜井古墳」『養老町の文化財』第１号
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跡地図や平成２年に岐阜県教育委員会から刊行された遺跡地図では坂尻古墳という名称で報告されて

おり、以後は当古墳の名称を坂尻古墳とする＊。

　３１０は須恵器の提瓶で完形品である。把手が鈎状を呈しており、尾野によるⅢ期古段階から中段階、

渡辺による美濃須衛窯Ⅱ期に属する資料であろう＊＊。おおよそ６世紀中頃から後半のものと考える。

３１１は須恵器の壺で同じく完形品である。短く直立する口縁部にやや張りの弱い体部をもつ。底部は

平底である。３１０に近い時期のものと推察するが詳細な時期は明らかにできなかった。

　以上から坂尻古墳は、おおよそ６世紀後半を中心とした遺跡であると考える。ただし、最低でも５

体に上る人骨が確認されていることから追葬が行われた可能性が高く、その存続期間には注意してお

きたい。現在、墳丘のほとんどは削平されており、跡地には石壇が建っている（第７０図）。

　この他、文化庁や岐阜県教育委員会の遺跡地図によると桜井古墳群には坂尻古墳の他に桜井１号古

墳及び桜井２号古墳の２つの古墳がある。これらは、桜井の白鳥神社社殿裏の高台に完全な形で残っ

ているとして養老町文化財保護協会からも報告されているが、現地調査を行った結果、古墳は確認で

きなかった＊＊＊。なお、遺跡周辺では一石五輪塔２基の他、板碑や石仏が確認できており、中世におい

て墓域となっていた可能性がある。

　その一方、遺跡の東に南北に走る東海自然歩道

の東側からは、昭和５年１０月に土師器の飯蛸壺が

採集されており、養老町の重要文化財に指定され

ている。さらに今回の調査でも古墳時代の須恵器

が１片採集できており、飯蛸壺とあわせて図示し

た（第６９図の３１２・３１３）。

　３１３は古墳時代の蓋である。天井部は偏平で直

線的に開き、口縁部との境は不明瞭である。口縁

端部は丸くおさめ、回転ヘラケズリ調整を行って

いない。胎土に黒い鉄の粒を含み、口径は１５.０cm、

第６９図　坂尻古墳出土・桜井古墳群採集遺物実測図（S＝１／４）
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第７０図　坂尻古墳（北東から）

＊　　　文化庁文化財保護部１９７８『全国遺跡地図　岐阜県』
　　　　岐阜県教育委員会１９９０『改訂岐阜県遺跡地図』
＊＊　　尾野善裕１９９７「生産遺跡　尾張・西三河　猿投・尾北・その他」『古代の土器５－１　７世紀の土器（近畿東部・東海編）』
　　　　渡辺博人１９９６「美濃の後期古墳出土須恵器の様相－蓋杯の型式設定とその編年試案－」『美濃の考古学』創刊号
＊＊＊　養老町文化財保護協会１９７４「養老町の埋蔵文化財包蔵地」『養老町の文化財』第１３号
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器高は３.３cm を測る。やや口径が大きいが、渡辺による美濃須衛窯Ⅲ期後半、尾野によるⅣ期古～中

段階に位置づけることができると考える＊。７世紀後半の資料であろう。

　当遺跡やその周辺には古墳以外の遺跡は確認できておらず、これらの遺物については古墳の副葬品

である可能性が高いと考えている。今後に課題は多いが、以上からこれらの古墳及び遺物の散布範囲

を古墳群として評価した。

３．上方古墳　養老町上方

　上方古墳は高木佳又らによって昭和３５年に報告

された遺跡である＊＊。報告によると地元の大橋鶴

二という方がぬくとば
・ ・ ・ ・

の畑の中から須恵器を掘り

出したことが発見の契機であったらしい。古墳の

構造についての記述はないが、掘り出した３点の

須恵器の写真が掲載されており、６世紀後半から

７世紀前半くらいの資料であると思う（第７１図）。

　今回の調査で、この報告の作成に携わった高木

正義氏に話を聞くことができたが、遺跡の位置を

特定することはできなかった。報告の中に採集地

点周辺において今後も破片等がみつかるだろうと

記述されていることから、これからも発見に努めたい。なお、墳丘等についての記述がみられず、遺

物も畑で発見されていることから古墳ではなく集落の可能性も考えておく必要があるだろう。

４．竜泉寺廃寺跡　養老町竜泉寺

　竜泉寺廃寺跡は養老山地とその麓に形成された中位及び下位段丘面、扇状地に立地し、標高４０～

２３０m を測る比高差の著しい遺跡である。最高所の一部は養老町の史跡に指定されている。遺跡の北

側には威徳谷、南側には行平谷が走っており、おおよそ、これらが遺跡の南北境を形成している。ま

第７１図　上方古墳採集須恵器（高木他１９６０『白鳥神社史』

より）

第７２図　竜泉寺廃寺跡（南東から） 第７３図　竜泉寺廃寺跡礎石群（北西から）

＊ 渡辺博人１９９６「美濃の後期古墳出土須恵器の様相－蓋杯の型式設定とその編年試案－」『美濃の考古学』創刊号
　　 尾野善裕１９９７「生産遺跡　尾張・西三河　猿投・尾北・その他」『古代の土器５－１　７世紀の土器（近畿東部・東海編）』
＊＊ 高木佳又他１９６０『白鳥神社史』
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た標高約１００m から最高部である２００m 付近にかけての斜面には階段状に造成された多数の平坦面が遺

存している。

　新撰美濃志や養老町史などでは、当遺跡を養老山地を中心に所在した多芸七坊の一つに数えられた

寺院跡として紹介しているが、多芸七坊の名称やそれらの起源が古代に遡るとする根拠は文化年間の

記録とされているだけで、詳細は明らかになっていない＊。この他にこれらの寺院跡を西山七坊とし

て紹介している存徳寺文書もあるが、今回の調査で実見することはできなかった＊＊。

　これらの資料によると多芸七坊と呼ばれた寺院跡は北から別所寺、竜泉寺、光堂寺、柏尾寺、養老

寺、光明寺、藤内寺の７つであり、このうち別所寺は垂井町、藤内寺は海津市にある。それぞれ、象

鼻山、大威徳山、勢至山、柏尾山、竜寿山、小倉山、福寿山に所在し、坊数は別所寺が４９坊、竜泉寺

４８坊、光堂寺２４坊、柏尾寺２４坊、養老寺１２坊、光明寺３６坊、藤内寺６坊であったと記されている。こ

れらの寺院跡は天平宝字年中に建立され、当初法相宗であったが、後に天台宗に改宗したとされる。

また、それらの寺院跡の廃絶については信長記の「永禄五年五月上旬、信長公多芸山ふもとより北を

上りにやきはらひ、洲俣へ越へ、要害を拵えし」といった記述や、存徳寺の記録に同じく多芸七坊の

一つである柏尾寺が天正五年四月中旬に織田信長の焼き討ちによって消失したとあることを根拠に１６

世紀後半が想定されている。ただし、この存徳寺の記録についても確認はできていない。

　なお後にそれぞれ詳述するが、竜泉寺廃寺跡をはじめ多芸七坊とされている寺院跡の内、今回の分

布調査で詳細をある程度明らかにできたものはいずれも中世を中心とした遺跡であった。そのため、

１９世紀の資料や存徳寺の所蔵する資料が、これらの当時の状況をどの程度正確に表しているかは今後

資料の増加を待って慎重に判断する必要があるだろう。

　今回の調査で竜泉寺廃寺跡から採集できた資料は古代須恵器１片、中世土師器９片、山茶碗２片、

古瀬戸３片、瓷器系陶器７片であり、そのうち瓷器系陶器１片を図示できた（第７４図の３１４）。

　３１４は瓷器系陶器の鉢で、常滑産である。中野による１０型式に属する資料で、１５世紀後半のものと考

える＊＊＊。他にも図示はできなかったが、高台をもつ山茶碗の片口鉢が確認できており、中世前期には

既に遺跡として出現していた可能性が高い。

　また、関ヶ原町の水野清孝氏から昭和３８年に竜泉寺小字中尾において採集した連珠文をもつ軒平瓦

１片、布目の圧痕をもつ瓦２片を寄贈して頂いている。

　さらに、養老町史には大正年間に当遺跡の周辺の谷から石仏１０８体を集め安養院に祀り、その内の一

体には大永四年（１５２４）十二月三日の紀年銘があったことや、竜泉寺村西脇家家系図に「利行　母落

合五郎兵衛女、故有出家、康正二年

（１４５６）子十月九日、濃州大威徳山竜泉

寺住持す。十六歳也、依之三男家督

ス」の記載があったことが報告されて

いる（第７５・７６図）＊＊＊＊。

　今回の分布調査で採集できた資料は

＊ 岡田　啓１９３１『新撰美濃志』
　 養老町１９７８『養老町史通史編上』
＊＊ 藤田侑山１９７２「多芸七坊（１）」『養老町の文化財』第３号
　　 藤田侑山１９７２「多芸七坊（２）」『養老町の文化財』第４号
＊＊＊ 中野晴久２００５「常滑・渥美」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』
＊＊＊＊ 養老町１９７８『養老町史通史編上』
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第７４図　竜泉寺廃寺跡採集遺物実測図（S＝１／４）



５８　　第２章　分布調査の成果

少ないが、以上に示した資料により当遺跡は中世を中心とした山岳寺院跡である可能性が高いだろう。

当遺跡の最高所に位置する塔跡かあるいは鐘堂跡と推定されている礎石群も、寺院に付属するもので

ある可能性が高く、同様に中世に属すると評価しておきたい。ただし、養老町史通史編上に１０個と報

告された礎石群は、今回の地表面の観察では５個しか確認できなかった。また、遺跡周辺の谷におい

て過去に多数の石仏が採集されていることは、当遺跡付近に中世墓があった可能性を示している。今

回の調査では発見できなかったが今後も発見に努めたい。

５．竜泉寺古墳　養老町竜泉寺

　竜泉寺古墳は竜泉寺廃寺跡の範囲内に所在する

遺跡で、標高約８０m の下位段丘面に立地し、微地

形レベルでは小規模な谷に挟まれた尾根上の高ま

りに築造されている。墳丘は明瞭でなく、埋葬施

設は石材採取により破壊され、墳頂部には石が散

乱している（第７７図）。破壊される以前には横穴式

石室が開口していたと伝えられているが、現況か

らは確認できない。

　墳形についても養老町文化財保護協会の報告や

過去の遺跡地図では前方後円墳としているが、表

面観察からは墳形の確認は困難である＊。昭和４９年の養老町文化財保護協会の調査時において既に現

在と同様に不完全な遺存状態であったことが報告されており、当古墳を前方後円墳とは評価できない

だろう。

　今回の調査では遺物は採集できず、築造時期についても明らかにできなかった。

第７５図　安養院屋外に集積された石仏・石塔（東から）
第７６図　安養院所蔵の石仏

第７７図　竜泉寺古墳墳頂部（東から）

＊　養老町文化財保護協会１９７４「養老町の埋蔵文化財包蔵地」『養老町の文化財』第１３号
　　文化庁文化財保護部１９７８『全国遺跡地図　岐阜県』
　　岐阜県教育委員会１９９０『改訂岐阜県遺跡地図』
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６．喜勢遺跡　養老町勢至・石畑

　喜勢遺跡は竜泉寺廃寺跡の南東約６００m に位置し、養老山地とその麓に形成された中位及び下位段

丘面、扇状地に立地している。標高は約１５～１４０m を測り、竜泉寺廃寺跡と同様に標高差が著しく、多

様な立地をとる遺跡である。周辺には戸関遺跡や柏尾廃寺跡、遺跡内には町の史跡に指定され多芸七

坊の一つに数えられる光堂寺廃寺跡や勢至の鉄座、喜勢古墳群を含んでおり、養老地区においてもっ

とも遺跡が集中する地域の一角を形成している。

　今回の調査では、古墳時代須恵器１片、古代須恵器１片、中世土師器２片、山茶碗６片、古瀬戸８

片、瓷器系陶器８片、中国製陶磁器１片、瀬戸美濃７片、近世陶器２片、鉄滓８片を採集し、そのう

ち山茶碗３片、古瀬戸１片、中国製陶磁器１片、瀬戸美濃１片、近世陶磁器１片を図示した（第８０図

の３１５～３２１）。

　３１５～３１７は山茶碗の椀の底部である。すべて荒肌手であり、３１５が第５型式、３１６及び３１７は第６型式

に属する資料と考える。３１８は古瀬戸の瓶子Ⅱ類である。底部のみであるため詳細は不明である。３１９

は越州窯系青磁の椀である。口縁部は直線的で、端部を丸くおさめている。小片のため詳細は不明で

ある。３２０は瀬戸美濃の擂鉢であり、体部には緩やかなナデを施している。３２１は染付磁器の椀である。

近世に属する資料と考えるが、詳細は不明である。

　また、当遺跡内では昭和４０年代に標高約８０m に位置する日吉神社社殿裏において須恵器の提瓶、勢

至北谷西側の山地では古瀬戸の瓶子が採集され、前者は町、後者は県の重要文化財に指定されている

（第８１・８２図）。今回の調査では両者ともに実見の機会は得られず、写真からの観察であるが、提瓶は

第７８図　喜勢遺跡（西から） 第７９図　洞穴（東から）
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第８０図　喜勢遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）
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把手がなく、細く長い頸部をもつことからおおよそ６世紀末から７世紀前半のものであろう。また瓶

子についてはやや外反した頸部に、縁帯を有する口縁部をもち、端部が浅く凹む。藤澤による瓶子Ⅱ

類に分類できるもので、おおよそ古瀬戸前Ⅲ期～中Ⅰ期のものと考える＊。

　このうち提瓶について、その出土位置が光堂寺廃寺跡とほぼ重なることから寺院跡に伴う遺物と考

える意見があるが、日吉神社周辺には古墳が複数分布しており、時期からみても古墳の副葬品と考え

る方が妥当であろう＊＊。

　古瀬戸の瓶子については杉の切り株の根に抱えこまれた形で発見されており、中には人骨が入って

いたと伝えられている＊＊＊。蔵骨器であるだろうが、注意したいのは発見された場所が勢至北谷の北

側の標高約８０m の地点で付近には石仏約２０躯と五輪塔の集積場所が確認できていることである（第８３

図）。今回の分布調査では勢至南谷の北側の標高１１０～１４０m 付近でも石仏が集中して散布することが

確認できており、いずれも中世墓として評価できると考える（第８４図）。そのため当遺跡内には二つの

中世の墓域が存在する可能性が高いであろう。

第８２図　古瀬戸の瓶子第８１図　須恵器の提瓶

第８３図　勢至北谷付近の石仏・五輪塔の集積地点（東から） 第８４図　勢至南谷付近に散布する石仏（東から）

＊　　　藤澤良祐２００５「施釉陶器生産技術の伝播」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』
＊＊　　村上弁二１９７２「不破内親王由縁の岩窟」『養老町の文化財』第４号
＊＊＊　木村幸夫１９７６「養老町内の指定文化財紹介（一）」『養老町の文化財』第２１号
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　ここで、注目しておきたいのが養老町史史料編に報告されている応永２７年（１４２０）の「土岐善弘書

状案」である＊。これは土岐伊与入道善弘が勢至寺の別当房及び持宝房に宛てた書状で、勢至寺の境域

を証明した文書である。

　まず、重要と考えるのが応永年間に勢至寺と呼ばれる寺院が当遺跡の範囲内に存在していたことで

ある。遺跡内に所在する日吉神社周辺には竜泉寺廃寺跡と同様に階段状の平坦面や土塁跡が残り、日

吉神社の西には４つの礎石を確認できている。さらに、勢至北谷の北側には洞穴も確認できた（第７９

図）。新撰美濃志や養老町史通史編では竜泉寺廃寺跡において示した同様の資料からこれを光堂寺跡

としているが、日吉神社周辺で採集できた資料は中世に属する土師器１片と古瀬戸１片であった。小

片であり資料数はやや少ないが、その時期など現段階での情報からは光堂寺跡より勢至寺跡の名称の

ほうが適当であると考える。以後、養老町勢至に所在する中世山岳寺院跡について本稿では勢至寺跡

の名称を用いたい。

　次に注目したいのが、勢至寺に少なくとも二つの坊が存在したことである。今回の調査では当遺跡

をさらに細別できるだけの成果は得られていないが、遺跡内に中世の墓域が二つ存在する可能性が高

いことは先述したとおりである。

　最後は勢至寺の境域である。文書によれば東は伊勢街道、南が鼬尾南谷、西が一瀬山之峯、北が立

岩の下大谷水落境となっている。今に伝えられる地名から、東は養老町勢至の神明神社から柏尾のふ

れあいセンターへ南北にぬける道路付近、南は勢至南谷、西は養老山地頂上の尾根付近と推定できる。

北境については、立岩は現在も存在するものの下大谷水落境の位置は不明である。行平谷か勢至北谷

がその候補になるだろう。いずれも大まかな想定であるが、この文書が示す勢至寺の境域は分布調査

の成果が示す遺跡の範囲を大きく越え、山全体に及んでいる。勢至寺の領域を示すものであろうが、

養老山地において標高８５０m に近い山頂部までを含み、南では柏尾廃寺跡に接していることは養老山

地に位置する中世山岳寺院の性格を考える上で重要である。詳細な検討は今後の課題であるが、養老

山地に由来する動植物資源や地下資源、水資源などをこうした山岳寺院に無断で使用することは難し

かったと推察している。

　養老町史史料編にはこの他にも当遺跡の中世に係る文書がいくつか報告されており、勢至の鉄座に

ついては１６世紀の資料が多い＊。遺跡内には今も鍛冶屋町の小字名が残っており、この周辺から鉄滓

も採集できていることから、鉄座は麓の鍛治屋町を中心とした範囲に位置していたであろう。なお、

この一帯は勢至寺の領域内でもある。

　以上から喜勢遺跡は中世の遺跡であり、山岳寺院である勢至寺跡と鉄座跡を中心としている。ただ

し、古代に属する遺物もわずかではあるが採集できており、今後さらに詳しく遺跡の存続期間を検討

していきたい。

７．喜勢古墳群　養老町勢至

　喜勢古墳群は養老町史などに紹介される勢至古墳群と同じ遺跡である。勢至古墳群はこれまで養老

町史通史編や養老町文化財保護協会の調査、過去の遺跡地図などにおいてその内容が報告されている

が、古墳の数や番号が統一されていないため、それぞれの古墳を特定することが困難であった。その

＊　養老町１９７４『養老町史史料編上』
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ため今回の調査では新たに喜勢古墳群と名称を変更し、その位置や数、大きさについて再整理を行っ

た。

　喜勢古墳群は標高８０～１１０m を測る中位段丘面及び山地に立地しており、その数は円形４基、方形２

基の合計６基に上る（第８５図、第４表）。なお、過去の調査で勢至古墳群には９～１０基の古墳が報告さ

れているが、その内の３～４基については今回の調査では古墳として評価できないと判断した。６号

古墳の西に隣接する高まりについても５・６号古墳築造に伴う地形改変の痕跡と考えている。今後測

量調査を行ってさらに確認していきたい。

　また、今回の調査では当遺跡から遺物を採集することはできなかったが、先述したように日吉神社

第８５図　喜勢古墳群の立地と構成（S＝１／５,０００）
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第４表　喜勢古墳群一覧

全長（m）墳　形番　号

１１円　墳１

８円　墳２

１０円　墳３

１６円　墳４

２１.６方　墳５

２１方　墳６
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付近からは提瓶が採集され、当古墳群に属した古

墳の副葬品である可能性が高い。確認できた古墳

以外にも古墳が存在し、当古墳群が古墳時代後期

に属する可能性を示す資料であるだろう。

８．戸関遺跡　養老町石畑

　戸関遺跡は標高約１２～４４m の扇状地に立地して

いる。西側では喜勢遺跡と柏尾廃寺跡の二つの遺

跡に隣接し、勢至寺跡の東境と考えた伊勢街道の

東側に位置する。

　今回の調査では、古墳時代須恵器１片、古代須

恵器１０８片、灰釉陶器５片、山茶碗９片、古瀬戸１８

片、瓷器系陶器６片、瀬戸美濃５片、近世陶器１

片、古銭１点を採集でき、当調査区において最も

多くの古代の遺物が採集できた遺跡である。採集

できた遺物のうち、古代須恵器６片、灰釉陶器１

片、山茶碗１片、中国製陶磁器１片、瓷器系陶器

１片、瀬戸美濃１片、寛永通宝１点を図示した（第

８８図の３２２～３３４）。

　３２２～３２７は須恵器で３２２～３２５は有台杯、３２６・

３２７は盤である。３２２～３２５はいずれも底部を回転糸切りにより切り離している。３２２は高台の断面がバ

チ形で角が強く張り、３２３はやや張り出しが弱い。３２４・３２５はさらに張り出しが弱く、高台外側面の付

け根部分が沈線上に凹んでいる。いずれも尾野によるⅤ期に属すると考える＊。口縁部のみであるが、

３２６・３２７についてもほぼ同様の時期のものであろう。

　３２８は灰釉陶器の椀である。断面方形の付高台を有し、体部外面下半にヘラケズリが施されている。

第８６図　喜勢５号古墳（東から）

第８７図　戸関遺跡（南から）
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第８８図　戸関遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）

＊　尾野善裕２０００「猿投窯（系）須恵器編年の再構築」『須恵器生産の出現から消滅』
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斎藤による猿投窯第Ⅳ期第４小期～第Ⅴ期第１小期の資料と考える＊。３２９は山茶碗の椀である。断面

三角形のややしっかりした高台をもち、底径もやや大きい。第４型式に属する資料であろう。３３０は

古瀬戸の折縁深皿である。口縁部を外折し、端部内側にはナデによる凹みがある。古瀬戸中期に属す

る資料と考える。３３１は常滑産の瓷器系陶器である。小片であり、器種は明らかにできなかった。３３２

は白磁の皿である。釉色はやや青みを帯びた灰白色を呈し、口縁端部が外側に屈折している。小片で

あるがⅤ類に分類できる資料であろう＊＊。３３３は瀬戸美濃の丸椀で断面方形の付高台をもつ。内面に

は灰釉が施されており、大窯１～２段階に属する資料と考える。３３４は寛永通宝である。

　以上から戸関遺跡は古代を中心として中世から近世にかけて存続した遺跡である。特に８世紀中頃

から９世紀初頭にかけての資料が多く確認できており、聖武天皇が養老に行幸した際に、最も養老の

滝に近かったであろう遺跡である。また遺跡の範囲内には、当遺跡の名称にもなった戸関の小字名を

中心に、中門や東門、南門といった小字が配置されている（第８９図）。

　現在の小字を遺跡に結びつけて考えることには慎重な姿勢も必要であろうが、養老山地が形成した

西高東低の勾配のきつい扇状地形をものともせずに、方位を重視した集落形態をとることは古代の思

想による可能性が高いと考えている。そして、この推察が正しければ当遺跡の性格には官衙かあるい

は寺院といった候補をあげておくことができるだろう。関ヶ原から養老山地の東側を通って伊勢へ抜

ける街道沿いに位置する遺跡でもあり、今後の調査では特に当遺跡の性格に注意しておきたい。

　なお、当遺跡が所在する養老町

石畑は過去に椿井郷と呼ばれてい

たことが新撰美濃志に記されてお

り、養老町史史料編の文書資料に

おいて中世末期から近世にかけて

確認できる多藝庄椿井郷は当遺跡

のことを指しているだろう＊＊＊。

さらに元資料の確認はできなかっ

たが、養老町史通史編には李瓊日

録という文書に寛正６年（１４６５）

椿井郷が勢至寺に遺乱されたとい

う記載があると記述されている。

分布調査の成果からも当遺跡と喜

勢遺跡は近接しており、当調査区

の中世を考える上で参考となる報

告である。

＊　　　斎藤孝正１９９５「猿投、美濃、美濃須衛窯編年」『須恵器集成図録』３
＊＊　　太宰府市教育委員会２０００『太宰府城坊跡ⅩⅤ－陶磁器分類編－』
＊＊＊　養老町１９７４『養老町史史料編上』

第８９図　戸関遺跡周辺の小字名（S＝１／１０,０００）
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９．柏尾廃寺跡　養老町柏尾

　柏尾廃寺跡は標高約４０～１４０m を測る山地及び中位・下位段丘面に立地する。北側に喜勢遺跡、南側

では養老公園に隣接しており、遺跡の中心部に残る礎石群や基壇跡の周囲一帯は岐阜県の史跡指定を

受けている。竜泉寺廃寺跡などと同様に多芸七坊の一つに数えられており、遺跡内には明治３０年の開

墾によって出土した多数の石造物を一箇所に集積した千体仏がある（第９１図）。

　昭和１４年の小川の調査ではこれらの石造物の内、石仏５躯、五輪塔３基で紀年銘が確認されており、

石仏では應永九年（１４０２）、永正十六年（１５１９）、天文九年（１５４０）、天文十六年（１５４７）、弘治年間

（１５５５～１５５７）、五輪塔では明応九年（１５００）、享禄四年（１５３１）、天文十六年（１５４７）の年号をもつも

のが報告されている＊。また、この報告には永禄二年（１５５９）の棟札も記載されている。この他にも彦

根市の竜潭寺には天文２３年（１５５４）濃州多藝庄柏尾寺の墨書をもつ阿弥陀如来像が所蔵されており、

これらの紀年銘資料から少なくとも本遺跡が１５～１６世紀には存在していたことがわかる＊＊。しかし、

遺跡の範囲や詳細な存続時期については明らかになっておらず、現地には階段状に広がる平坦面や土

塁、洞穴などの遺構に加え、中世後期だけでなく、中世前期さらには古代に遡る遺物が散乱している。

第９０図　柏尾廃寺跡（北から） 第９１図　千体仏（東から）

第９２図　基壇跡（北西から）
0 ３ｍ 

第９３図　柏尾廃寺跡基壇跡平面図（S＝１／１００）

＊　　小川栄一１９３９「柏尾廢寺阯」『岐阜県史蹟名勝天然記念物報告書』第八輯
＊＊　養老町文化財保護協会１９９０「旅をした“ほとけ”」『養老町の文化財』第７５号
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　そのため、今回の調査では柏尾廃寺跡に

ついて遺物の採集だけでなく、地形測量図

及び平面図の作成もあわせて行った（第９６・

９７図）。いずれも遺跡全体を網羅すること

はできなかったが、史跡指定範囲を中心に

実施し、散乱している遺物についても測量

調査時に発見できたものは全て採集地点を

記録した。

　その結果分布調査では、灰釉陶器１片、

中世土師器１片、山茶碗１７片、古瀬戸６４片、

瓷器系陶器３７片、中国製陶磁器３片、瀬戸

美濃６片、近世陶器３片を採集し、さらに

測量調査では古墳時代須恵器３片、古代須

恵器１２片、灰釉陶器６片、中世土師器１１片、

山茶碗９３片、古瀬戸３７５片、瓷器系陶器５７０

片、中国製陶磁器１２片、瓦質土器１片、瀬

戸美濃５４片、近世陶磁器３３片、瓦６６片、石

製品３片、鉄滓３片を採集できた。また、

過去の試掘確認調査において古代の土師器

を１片確認できている。その内、古墳時代

の須恵器１片、古代須恵器１片、灰釉陶器

４片、古代土師器１片、山茶碗２４片、古瀬

戸３６片、瓷器系陶器１３片、中国製陶磁器５

片、瓦質土器１片、茶臼１片、瓦２片、瀬

戸美濃４片、近世陶器４片を図示した（第

９８～１００図の３３５～４３１）。

　３３５は須恵器の蓋である。丸みのある天

井部につまみをもち、器壁は薄い。天井部

の回転ヘラケズリ調整とナデ調整の境に明

瞭な段を作り、さらに口縁部と天井部の境

の稜が強く突き出す。口縁部は外反し、胎土はセピア色を呈している。当地域では他に類例の資料が

見当たらず、所属時期の検討は難しいが、須恵器製作開始当初のものであろう。具体的には、田辺に

よる TK７３型式、尾野によるⅠ期かあるいはそれ以前に遡る可能性が強いと考える＊。遺跡内には２基

の古墳が確認できているが、採集地点はそのうち柏尾１号古墳の近くである。

　３３６は土師器で鍋か甑の把手である。古代に属する資料であろう。

　３３７は須恵器の杯である。糸切りによって切り離した底部はやや下側へ張り出している。高台は低

第９４図　柏尾廃寺跡礎石群平面図（S＝１／１６０）

神明神社

0 ５ｍ

98
.0

第９５図　洞穴（北から）

＊　田辺昭三１９８１『須恵器大成』
　　尾野善裕１９９７「生産遺跡　尾張・西三河　猿投・尾北・その他」『古代の土器５－１　７世紀の土器（近畿東部・東海編）』
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第９６図　柏尾廃寺跡中心部平面図（Ｓ＝１／２,５００）
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第９７図　柏尾廃寺跡中心部地形測量図（S＝１／１,５００）
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第９８図　柏尾廃寺跡採集遺物実測図１（Ｓ＝１／４）
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第９９図　柏尾廃寺跡採集遺物実測図２（S＝１／４）
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く、角が張り出しており尾野によるⅤ期古～中段階に属すると考える＊。

　３３８～３４１は灰釉陶器で３３８・３３９は椀、３４０・３４１は皿である。３３８は断面方形の付高台をもつが、底部

外面に回転ヘラケズリは確認できず、内面のみ施釉が確認できる。３３９は縦長の高台をもっている。

３４０はやや低い三日月形の高台をもつ。器壁は薄く、内外面とも施釉は確認できない。３４１は底部を糸

切りによって切り離している。全体的に粗雑な作りで高台も低い。いずれも小片であるが、３３８・３４０

は斎藤による猿投窯第Ⅴ期、３３９・３４１については第Ⅵ期の範疇で捉えておきたい＊＊。

　３４２～３６５は山茶碗で３４２～３５４が椀、３５５・３５６が小椀、３５７～３６０が小皿、３６１～３６５は片口鉢である。

このうち、３５２～３５４・３６０については均質手の胎土をもつ。椀では３４３・３４４が第４型式、３４２・３４５・

３４６が第５型式、３４７が第５～６型式、３４８・３４９が第６型式、３５０が第６～７型式、３５１が第１０～１１型式、

３５２は山内による明和１号窯式、３５３は大谷洞１４号窯式、３５４は大洞東１号窯式に属すると考える＊＊＊。

小椀はいずれも第４型式、小皿は３５７・３５８が第５型式、３５９が第６型式、３６０は大畑大洞４号窯式に属

するだろう。片口鉢は、口縁部がやや外反し端部を丸くおさめる３６１と体部がやや丸みを帯びて立ち

上がる３６２については第４型式、体部がやや直線的に立ち上がる３６３は第５型式に属する資料と考え

る＊＊＊＊。高台がやや低い３６４や高台を省略する３６５は第６型式以降のものであろうが、詳細については

明らかにできなかった。

　３６６～４０１は古瀬戸である。そのうち３６６～３７７は四耳壺類で３６６のみ刷毛塗りによって施釉されてい

る。その他は流掛けにより施釉されており、３７３については焼成後底部が穿孔されている。３６６につい

ては古瀬戸前期、それ以外の資料については古瀬戸中～後期の資料であろう。なお、ほとんどの四耳

壺類は墓域付近で採集されており、その大半は蔵骨器として使用された可能性が高いだろう。

　３７８は広口壺である。流掛けによって灰釉が施釉されており、肩部と体部に櫛描き沈線を施してい

る。古瀬戸中期に属する資料であろう。３７９は水注で流掛けによって灰釉が施されており、古瀬戸中

期に属する資料であろう。３８０は水注あるいは瓶子の口縁部で、流掛けによって灰釉が施されている。

全体がやや「八」の字形を呈しており、古瀬戸中～後期に属すると考える。

0 10cm 
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第１００図　柏尾廃寺跡採集遺物実測図３（S＝１／４）

＊ 尾野善裕２０００「猿投窯（系）須恵器編年の再構築」『須恵器生産の出現から消滅』
＊＊ 斎藤孝正１９９５「猿投、美濃、美濃須衛窯編年」『須恵器集成図録』３
＊＊＊ 山内伸浩２００４「美濃（東濃）窯の山茶碗」『東海地方山茶碗研究の現在と課題』
＊＊＊＊ 岡本直久２００４「瀬戸窯・猿投窯山茶碗の編年について」『東海地方山茶碗研究の現在と課題』
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　３８１～３８３は瓶子で、３８１がⅡ類、３８２・３８３がⅢ類である。３８１は底部を穿孔している可能性が高い。

流掛けにより施釉されており、中～後期の資料であろう。３８２・３８３は後期の資料である。３８２につい

ては鉄釉、３８３については灰釉が施されている。

　３８４～３８６は天目茶碗である。３８４は口唇部にくびれがあり、体部がやや丸みを帯びる。古瀬戸中期

のⅢ～Ⅳ期に属すると考える。３８５は内反り高台をもち、高台周辺は露胎している。体部は直線的に

伸び、口唇部との境で屈折する。口唇部はわずかにくびれ、体部下半内面には茶筅の痕跡が確認でき

る。３８６は３８５と同じく内反り高台をもつが、高台周辺に錆釉を施している。ともに古瀬戸後期に属す

る資料であろう。

　３８７は桶の口縁部で鉄釉を施している。古瀬戸後期に属すると考える。３８８は小鉢の口縁部である。

透明度が高く貫入した灰釉を施しており、古瀬戸後期に属すると考える。３８９は縁釉陶器の底部で、一

部灰釉が掛かる。古瀬戸後期に属する資料であろう。３９０は卸皿の底部で、灰釉が垂れているのが確

認できる。詳細は不明であるが、古瀬戸中～後期の資料と考える。３９１は折縁中皿で、端部に灰釉が漬

掛けされている。端部の屈折は明瞭でない。小片であり、詳細は不明であるが古瀬戸中～後期の資料

であろう。

　３９２・３９３は折縁深皿である。３９２は口縁部が大きく屈折し、屈折部の内側に強いナデを施している。

内外面ともに灰釉が施されている。３９３は短くほぼ水平に屈折した口縁部をもつ。ともに古瀬戸後期

に属する資料である。

　３９４・３９５は擂鉢である。３９４は直線的な体部をもち、口縁部内側に小突帯が形成されている。３９５は

錆釉が施され、口縁端部を僅かに内側に折り曲げている。ともに古瀬戸後期に属する資料であると考

える。

　３９６～３９９は香炉類で、すべて筒形である。いずれも灰釉を施している。３９８・３９９については口縁部

が残っていないが、三足が小さく古瀬戸後期に属する資料であろう。

　４００は底部を糸切りによって切り離し、鉄釉が漬け掛けされている。古瀬戸後期の資料であろう。

水滴、合子、茶入などの器種が候補にあがるが詳細は明らかにできなかった。４０１は外面に灰釉を施し、

底部の接地面を施釉後に削っている。小片であり、器種等は明らかにできなかった。

　４０２～４１４は瓷器系陶器である。４０２～４１１については常滑産、４１２・４１３は美濃須衛産である。４１４は

産地を明らかにできなかったが、胎土観察から猿投産を候補にあげておきたい。

　４０２～４１０は甕である。それぞれの口縁部の特徴から、４０２は５型式、４０３・４０４については６型式、

４０５については８型式、４０６～４０９については９型式、４１０については１０～１１型式に属すると考える＊。　

４１１については詳細な時期を明らかにできなかった。なお、図示できなかったが常滑産瓷器系陶器に

も底部を穿孔したものが確認できており、古瀬戸同様蔵骨器として使用されたと推定できる資料がある。

　４１２・４１３は筒形の容器である。４１２は体部外面に三筋文を施している。詳細は明らかにできなかった

が、本遺跡で採集できた筒形の容器はこの美濃須衛産の２片のみであり、注目できる成果である。４１４

は壺類である。小片であり詳細は明らかにできなかった。

　４１５～４１９は中国製陶磁器で、４１５～４１７は白磁、４１８・４１９は青磁である。４１５は壺類の肩部である。小

片のため耳の有無は確認できないが、四耳壺の可能性が高いと考える。肩の屈曲が強く内外面ともに

＊　中野晴久２００５「常滑・渥美」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』
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施釉されており、Ⅲ－２～３類に分類できる資料であろう＊。１３～１４世紀前半のものと考える。４１６は

水注もしくは瓶子類の口縁部と考えるが、詳細は明らかにできなかった。４１７は椀で体部外面下位か

ら底部外面にかけて施釉していない。内面見込み部分に高台径より広い圏線をもち、高台下側面が広

い。Ⅸ－１ a 類に分類できる資料で、１３～１４世紀前半のものである。４１８・４１９は椀である。４１８はやや

外反した口縁部をもつが、小片のため詳細は明らかにできなかった。４１９は断面方形の高台をもち、体

部外面に連弁文が施される。高台径は５ cm を測り、畳付部分及び底部内面は施釉されていない。釉

や色調から越州窯系であると考える。

　４２０は瓦質土器の浅鉢で、中世後期に属する資料である。４２１は茶臼である。凝灰岩を用いて製作さ

れており、表面が平滑に仕上げられている。詳細は明らかにできなかった。

　４２２・４２３は瓦である。４２２は軒丸瓦で、巴文をもつ。珠文帯の内側には２本の圏線が施されている。

４２３は軒平瓦で、連珠文をもつ。連珠文の外側には１本の圏線が施され、凹面には布目の圧痕が残る。

ともに中世に属する資料である。

　４２４～４２６は瀬戸美濃で、いずれも擂鉢である。４２６は体部外面下半部に回転ヘラケズリ調整を施し

ておらず、大窯第１段階に属する資料と考える。

　４２７～４３１は近世に属する陶器で、４２７～４２９が擂鉢、４３０が壺類、４３１が灯明皿である。４３０は内面に有

機物が付着している。いずれも詳細な時期は明らかにできなかった。

　以上から、柏尾廃寺跡は古代に起源をもち、中世から近世にかけて存続した遺跡である。次に寺院

としての機能を有していた時期や範囲が問題になるが、これについては次章で測量調査の成果から検

討してみたい。

１０．柏尾城跡　養老町柏尾

　標高２７０～３４０m の養老山地中腹の尾根上に立地する遺跡で、濃尾平野側の眺望が非常に良い（第１０２

図）。麓からは柏尾廃寺跡にある洞穴の背後を尾根沿いに登るルートが最短である。今回の調査で堀

切や小規模な平坦面など城跡であることを示す遺構を確認できたが、遺物は採集できなかった。地元

では柏尾廃寺跡から柏尾城跡に登る道を山伏道と呼んだと伝えられており、柏尾廃寺跡に付設された

防御施設であった可能性を想定しておきたい。

＊　太宰府市教育委員会２０００『太宰府城坊跡ⅩⅤ－陶磁器分類編－』

第１０１図　柏尾城跡（南東から） 第１０２図　柏尾城跡からの濃尾平野の眺望
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１１．柏尾１・２号古墳　養老町柏尾

　柏尾１・２号古墳はいずれも柏尾廃寺跡内

に所在する古墳である（第９６図）。ともに円墳

であり、１号古墳の全長は約１５m、２号古墳

は約８ m を測る。このうち２号古墳につい

てはほぼ完全な形で残っているが、１号古墳

については中心部が破壊されており、幅３m、

長さ７ m の大きな穴があいている。また、今

回の調査では柏尾廃寺跡の範囲から古墳時代

の須恵器が３片採集できているが、これらの

古墳に伴うものであるのか、それとも柏尾廃

寺跡によって破壊された古墳が他に存在したのかという点については今後さらに調査していきたい。

１２．明徳遺跡　養老町明徳・石畑・鷲巣・飯ノ木

　明徳遺跡は柏尾谷と滝谷が合流する扇端部

に立地しており、標高は約９～２０m を測る。

また、滝谷南側の大字石畑付近には湧水地が

あったと伝えられている。

　今回の調査では古墳時代の土師器６片、古

墳時代須恵器４片、古代須恵器１３片、灰釉陶

器２片、山茶碗５片、瓷器系陶器１片、寛永

通宝１片を採集でき、そのうち古墳時代土師

器１片、古墳時代須恵器２片、灰釉陶器１片、

山茶碗２片を図示した（第１０５図の４３２～４３７）。

　４３２は土師器の高杯である。遺存状態が悪

く、小片であるため詳細は明らかにできな

かった。

　４３３・４３４は須恵器の蓋で、４３３はセピア色の

胎土をもつ。ともに天井部外面を回転ヘラケ

ズリ調整しており、やや平坦である。口縁部

が残存していないが、天井部の回転ヘラケズ

リ調整の範囲が中心から最大径のほぼ５～７

割程度におさまっており、渡辺による美濃須

衛窯Ⅱ期後半、尾野によるⅢ期中～新段階に属すると考える＊。

　４３５は灰釉陶器の皿である。断面方形の付高台をもち、器壁は薄い。残存している部分では施釉は

＊　渡辺博人１９９６「美濃の後期古墳出土須恵器の様相－蓋杯の型式設定とその編年試案－」『美濃の考古学』創刊号
　　尾野善裕１９９７「生産遺跡　尾張・西三河　猿投・尾北・その他」『古代の土器５－１　７世紀の土器（近畿東部・東海編）』

第１０３図　柏尾２号古墳（西から）

第１０４図　明徳遺跡（東から）
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第１０５図　明徳遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）
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確認できなかった。斎藤による猿投窯第Ⅴ期に属すると考える＊。

　４３６・４３７は山茶碗でいずれも荒肌手である。４３６はやや低い高台をもち、底部内面と体部内面の境に

ナデによる凹みをもつ。４３７は体部がほとんど残存していないが、高台は低い。４３６については第６型

式、４３７については第６～７型式に属すると考える。

　さらに、当遺跡では踏査終了後の平成１８年９月に岐阜県教育委員会により大垣養老公園線バイパス

工事に伴う試掘確認調査が実施され、廻間Ⅰ式を中心とした多数の土師器をはじめ、古代須恵器や灰

釉陶器、瓷器系陶器、瀬戸美濃、近世陶器などが遺構とともに確認されている。

　そのため、明徳遺跡は古墳時代初頭から古代・中世・近世にかけて存続した遺跡である可能性が高

い。なお、試掘確認調査で確認された遺構・遺物は砂礫層をはじめとした自然堆積層に厚く覆われて

いた。扇状地が多い当調査区において少数の採集遺物も無視できないことを示す好例であろう。

１３．鷲巣東遺跡　養老町鷲巣・飯ノ木

　鷲巣東遺跡は標高３～４ m を測る扇状地

及び沖積低地に立地しており、遺跡のすぐ西

側には津屋川が南に流れている。扇端部付近

の遺跡であるため、周囲には湧水地があった

であろう。

　今回の調査では古代の須恵器１１片、灰釉陶

器９片、中世土師器４片、山茶碗４３片が採集

できており、そのうち古代の須恵器２片、山

茶碗１片を図示できた（第１０７図の４３８～４４０）。

　４３８は須恵器の蓋である。小片で遺存状態

は良くない。口径は約１９cm を測り、口縁端

部の折り曲げは弱い。尾野によるⅥ期に属す

る資料と考えておきたい＊＊。４３９は有台杯で

ある。高台は断面がバチ形で、角が強く張り

出し外端接地している。尾野によるⅤ期古段

階に属すると考える。４４０は山茶碗である。

体部は丸みをもち、４ cm に満たない底部に

は高台がない。内面に一部自然釉が掛かっており、小杯の可能性を考えておきたい。なお、図示でき

なかった山茶碗の中には第４～６型式に含まれる椀の小片が確認できている。

　以上、鷲巣東遺跡では詳細を明らかにできた遺物は少なかったが、古代から中世にかけて一定量の

遺物を採集できており、当該時期の遺跡であると考えておきたい。

第１０６図　鷲巣東遺跡（南西から）
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第１０７図　鷲巣東遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）

＊　　斎藤孝正１９９５「猿投、美濃、美濃須衛窯編年」『須恵器集成図録』３
＊＊　尾野善裕２０００「猿投窯（系）須恵器編年の再構築」『須恵器生産の出現から消滅』
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１４．白石道遺跡　養老町鷲巣

　白石道遺跡は滝谷によって形成された標高１５～

２０m の扇状地に立地する遺跡である。今回の調査

で採集できた遺物は瀬戸美濃１片のみであったが、

周囲に庄司屋敷や堀ノ上といった小字名が残って

おり、また平成１７年１１月に岐阜県教育委員会に

よって実施された大垣養老公園線バイパス工事に

伴う試掘確認調査において当遺跡の北東１００m の

地点で弥生時代終末期から古墳時代初頭に属する

土器７片が確認されている。そのため、今回の調

査では当採集地点を遺跡として評価した。詳細な

検討は資料の増加を待って行いたいが、現段階では弥生時代終末期から古墳時代初頭及び中世末期の

遺跡と考えておきたい。

１５．白石古墳　養老町養老

　白石古墳は標高約１７０m を測る中位段丘面に立

地している。現地での観察では２０～４０cm 程度の

石を直径約８ m の範囲に集積しただけのものに

も見えるが、過去に鎧が出土したとの伝承が残さ

れている。

　岐阜県史や養老町史では後述する千人塚古墳群

のことを白石古墳群として報告しており、名称の

混乱から創出された古墳の可能性も考えられるが、

昭和５３年に文化庁文化財保護部から刊行された遺

跡地図や平成２年に岐阜県教育委員会から刊行さ

れた遺跡地図では当古墳を千人塚古墳群とは別の遺跡として報告している＊。さらに、楢崎は千人塚

（白石）古墳群とは別に白石に独立した古墳があったことを岐阜県史の中で報告しており、当遺跡のこ

とを指している可能性がある。

　そのため、様々な問題はあるが、今回の調査では白石古墳を千人塚古墳群とは別の遺跡として評価

した。しかし、今後さらに詳細な検討を必要とするだろう。なお当古墳付近からは瓷器系陶器１片を

採集できている。

１６．千人塚古墳群　養老町養老

　千人塚古墳群は標高５０～８０m を測る下位段丘面に立地している。楢崎の報告によれば以前は１２～１３

第１０８図　白石道遺跡（南東から）

第１０９図　白石古墳（南から）

＊　楢崎彰一１９７２「古墳時代」『岐阜県史通史編原始』
　　養老町１９７８『養老町史通史編上』
　　文化庁文化財保護部１９７８『全国遺跡地図　岐阜県』
　　岐阜県教育委員会１９９０『改訂岐阜県遺跡地図』
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基の古墳からなる古墳群であったようであ

るが、現在は５基の円墳を残すのみである

（第１１０図、第５表）＊。

　今回の調査ではこの内３～５号古墳を確

認することができず、その位置や墳形につ

いては養老町文化財保護協会の調査報告に

依った＊＊。

　千人塚１号古墳は標高約５０m に位置し、

現地表面の観察からは周溝をもつ可能性が

指摘できる。墳頂部には廃墟となった家屋

が残されている。すぐそばで須恵器の甕を

１片採集できているが、古代に属するもの

で１号古墳の時期を示す可能性は低いだろ

う（第１１２図の４４１）。千人塚２号古墳の墳頂

部には石仏や板碑、五輪塔、宝篋印塔が集

積されている（第１１１図）。

１７．京ヶ脇遺跡　養老町京ヶ脇

　京ヶ脇遺跡は標高約６５～８０m を測る下位

段丘面に立地する遺跡である。今回の調査

では石器９片、近世陶器１片を確認できて

おり、そのうち石器４片を図示できた（第

１１４図の４４２～４４５）。

　４４２はチャート製である。先端部右側面に抉りが施されている。詳細は明らかにできなかったが、

先端部左側面を刃部としたナイフ形石器かスクレイパーの可能性を考えておきたい。４４３～４４５は

チャート製の剥片である。いずれも詳細な時期は不明であるが、周囲から土器などは発見されておら

ず、旧石器時代に遡る資料であると考えておきたい。
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第１１０図　千人塚古墳群の立地と構成（S＝１／５,０００）

第１１１図　千人塚２号古墳（北から）

＊　　楢崎彰一１９７２「古墳時代」『岐阜県史通史編原始』
＊＊　養老町文化財保護協会１９７４「養老町の埋蔵文化財包蔵地」『養老町の文化財』第１３号

第５表　千人塚古墳群一覧

全長（m）墳　形番　号

２５円　墳１

１３円　墳２

－円　墳３

－円　墳４

－円　墳５

0 10cm 
441 

第１１２図　千人塚古墳群採集遺物実測図（S＝１／４）



７８　　第２章　分布調査の成果

１８．京ヶ脇１～３号古墳　養老町京ヶ脇

　養老町京ヶ脇には３基の古墳があるが、それぞれにやや距離があり立地も異なるため、今回の調査

では古墳群としては評価せず個別の古墳として扱った。いずれも遺物は確認できていない。

　京ヶ脇１号古墳は標高約９０m の中位段丘面に立地しており、これまでの遺跡地図で京ヶ脇古墳と報

告されている遺跡と同一のものである。現況は畑地であり、現地では墳丘を確認することはできな

かった。過去の調査報告や養老町史では畑地・柿の老木の下に埋まるとされているのみでそれ以上の

報告はなく、詳細は明らかになっていない。今後の調査の機会を待ちたい。

　京ヶ脇２号古墳は標高約１３０m を測る山腹緩斜面に立地している。約１３m の円墳で、一部林道に

よって破壊されている（第１１６図）。
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第１１５図　京ヶ脇１～３号古墳の分布と立地（S＝１／５,０００）
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第１１４図　京ヶ脇遺跡採集遺物実測図（S＝１／２）第１１３図　京ヶ脇遺跡（南東から）
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　京ヶ脇３号古墳は山腹から平野部につき出す尾根上に立地している。標高は約２００m を測る。雑木

が繁茂しており、詳細な観察は難しかったが、全長約４０m の前方後円墳である可能性がある。前方部

を東の平野部に向けており、古墳の周囲にはやや平坦な地形が残されている。

１９．養老神社経塚跡　養老町養老公園

　養老神社経塚跡は養老神社の敷地拡張工事にお

いて発見された遺跡である。村上の報告によれば

昭和３７年３月２８日に本殿裏手の石垣の中から工事

中に外容器が転げ出たことが発見の契機であった

らしい＊。外容器である常滑産瓷器系陶器の甕の

中には、経筒、鏡３面、刀子、火打鎌、青白磁の

合子１片が納められていた。外容器の蓋の記述は

ない。合子について甕の中に流れ込んだ泥土の中

から発見されたという記述があることから、外容

器が上下を逆にしていた可能性も低いだろう。経

筒の中に経典は残存していなかった。

　なお、その出土位置が本殿の真後ろであり、外容器の口縁部に古い欠損がみられることから二次移

動を考える意見もあるが、現段階での判断は困難である＊＊。ただし、養老神社が元は養老町高林に

あったという伝承があることは注意しておく必要があるだろう。

　今回の調査では遺跡周辺で遺物を採集することはできていないが、当時出土した遺物のうち常滑産

瓷器系陶器の甕、鏡３面、経筒、合子の実測図の写しを岐阜県教育文化財団文化財保護センターから

寄贈していただいた。ここでは、その実測図をもとに養老町教育委員会で図化したものを示す（第１１９

図の４４６～４５１）。

　４４６～４４８は和鏡でいずれも銅製である。４４６は直径１０.２cm を測り、内区に山吹双雀文、外区に山吹

文をもつ。紐座は花芯形を呈する。４４７は直径１０.６cm で内区に瑞花鴛鴦文、外区に流雲文をもつ。紐

第１１６図　京ヶ脇２号古墳（東から） 第１１７図　京ヶ脇３号古墳（北西から）

第１１８図　養老神社経塚跡（北東から）

＊　　村上弁二１９７１「養老神社境内出土経塚埋蔵品について」『養老町の文化財』第２号
＊＊　花林尚雄１９７０「養老神社経塚出土品」『岐阜県指定文化財調査報告書』第１３巻
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第１１９図　養老神社経塚跡出土遺物実測図
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座は六弁の花形を呈する。４４８は直径１０.２cm を測り、内区に流雲双禽文をもち、外区に流雲文をもつ。

紐座は輪菊形で、背面文様の残りが良くない。

　４４９は青白磁の合子で破片である。口径は５.２cm で底径は４.０cm、器高は１.８cm を測り、受部及び底部

外面が露胎している。時期等詳細は明らかにできなかった。

　４５０は経筒で銅製である。蓋は花形を呈しており、８つの稜をもつ。稜間には３ヶ所の欠き切りが

あり、中央の欠き切りが最も深い。上面の紐は四葉を具した中空の宝珠形で、四葉の中央には上面か

ら棒状工具で線をつけ葉脈を表現している。紐の先端には約１ mm の突出が見られる。瓔珞は８個あ

り平均の長さは３.３cm、高さは１.９cm である。平面形は上辺が笠形で、下辺は丸みを帯びている。上辺

には６ヶ所、下辺には３ヶ所の欠き切りがある。瓔珞を吊す掛け物は紐状の銅を楕円形のリングに成

形しており、その幅は９ mm である。蓋の掛け物の穿孔径は約３ mm を測り、瓔珞よりもやや大きい。

いずれも上面から下面に向けて穿たれている。蓋の盛り部径は上段が９.２cm、下段が９.８cm である。筒

は口径９.２cm、底径８.３cm、器高は２３.８cm を測る。円筒形を呈し、約１.５cm の合わせ目を６個の鋲で留

めている。鋲は外面から打ち込まれ、内面で先端を潰している。外面には縦削調整が施されており、

削り幅は約３ cm を測る。底板は外側から被せるだけで、留め具はない。筒部に蓋を被せると総高は

２７.１cm になる。

　４５１は瓷器系陶器の甕で常滑産である。口径１７.７cm、胴部最大径３１.２cm、底径１４.３cm、器高３３.５cm を

測り、口縁部内面、肩部外面、底部内面に自然釉が掛かる。口縁部はやや厚く、口縁端部が斜め上方

につまみ上げられており、中野による４型式に属し、１２世紀末から１３世紀初頭の資料であると考え

る＊。

　以上から本遺跡の時期について現段階では外容器である常滑産の甕の時期をその上限に想定するの

が妥当であろう。本遺跡に関わるその他の遺物は出土例が少なく詳細な所属時期を明らかにするのが

困難である。また、いずれも伝世して使用される可能性が高く、流雲双禽文鏡の背面の摩耗が著しい

ことも製作後すぐに埋納されなかった可能性を示しているだろう。

２０．小倉山古墳　養老町小倉

　小倉山古墳は標高約１７０m を測る小さな尾根の

先端部に立地している。古墳西側の尾根は一部切

断されており、そこに林道が通っている。古墳の

すぐ下からは東に向けて狭い下位段丘面が形成さ

れ、南側では小倉谷が東西に走っている。墳形は

不明瞭であるが円形の可能性が高い。全長は約

３０m を測り、墳頂部には赤岩龍神と白龍大神を

祀った社が建てられている。周囲から石器が出土

したとも伝えられているが、今回の調査では遺物

は確認できなかった。

＊　中野晴久２００５「常滑・渥美」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』

第１２０図　小倉山古墳（南から）
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２１．薬師山遺跡　養老町鷲巣・若宮

　薬師山遺跡は多芸七坊の一つである光明寺跡に

比定されている遺跡で、そのほとんどが養老町鷲

巣の飛地である。標高１１０～２２０m の山地及び下位

段丘面に立地しており、北側には小倉谷が走って

いる。

　養老山地に所在する他の中世山岳寺院跡と同様

に階段状に造成された平坦面が遺存しており、遺

跡の最高部付近では石仏や五輪塔を確認できてい

る。

　今回の調査では古墳時代の土師器１片、中世土

師器１０片、山茶碗５片、古瀬戸１片、瓷器系陶器５片を採集しており、そのうち中世土師器１片、山

茶碗５片、瓷器系陶器１片を図示した（第１２２図の４５２～４５８）。

　４５２は土師器の皿である。手づくねにより成形されており、口径は８.４cm を測る。外面には１段ナデ

を施し、体部から口縁部にかけてほぼ均一な厚さを呈している。器高は低く、体部内面に指頭圧痕が

残る。小野木による A２a 類に分類できるだろう＊。

　４５３～４５７は山茶碗で、すべて荒肌手である。４５３・４５４は椀の口縁部で、ともに口縁部外面がナデに

よりやや凹んでいる。４５４は口縁端部が尖っているが、４５３は尖りがやや弱い。４５３は第６型式、４５４に

ついては第７型式に属すると考える。４５５は椀の底部である。小片であるため底部内面と体部内面の

境を観察しづらいが、高台がやや低く底径が８.０cm を測ることから第６型式に属すると考える。

　４５６・４５７は小皿である。４５６は底部が突出しており、体部はやや直線的である。４５７は体部内面と底

部内面の境に浅い凹みをもつ。４５６は第５型式、４５７は第６～７型式に属するだろう。

　４５８は瓷器系陶器の甕で、常滑産である。ほぼ直線的に開く口縁部をもち、端部は丸くおさめている。

口縁部内面には自然釉が掛かる。中野による３型式に属する資料であろう＊＊。

　なお、図示できなかったが当遺跡内において古墳時代に属する土師器を採集できており、当遺跡内

に古墳が存在した可能性がある。

　以上から、薬師山遺跡は中世の遺跡であり、その始まりは１２世紀後半頃であろう。採集遺物からは

当遺跡を寺院跡と確定できるような資料は得られていないが、平坦面や石造物が確認できていること

から、その可能性は高いと考える。今後さらに調査を続け、資料の充実を図りたい。

第１２１図　薬師山遺跡（北西から）

＊　　小野木学１９９７「美濃地方における中世前期の土師器皿の様相」『美濃の考古学』第２号
＊＊　中野晴久２００５「常滑・渥美」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』
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第１２２図　薬師山遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）
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２２．道上遺跡　養老町田・有尾

　道上遺跡は標高約１～１.５m の沖積低地に立地

する遺跡で、今回の調査で遺物を採集できた遺跡

の中で最も低地に位置している。そのため、当遺

跡は養老町の地理的環境の変化を考える上でも重

要であろう。

　今回の調査では灰釉陶器１片、山茶碗４片、古

瀬戸１片、瓷器系陶器１片、近世陶器２片を採集

できた。小片が多く、採集片数も少ないが、周囲

に古代から中世の遺跡は確認できておらず、当遺

跡に伴う資料であると考える。採集できた遺物の

うち、灰釉陶器１片と山茶碗１片を図示できた

（第１２４図の４５９・４６０）。

　４５９は灰釉陶器の椀である。小片であり、詳細

な時期は明らかにできなかったが古代に属するも

のである。表面の摩滅が著しい。４６０は山茶碗の

椀である。高台をもたず、体部は直線的に伸び、

底部内面と体部内面の境は角張っている。第８型

式に属する資料であろう。

　以上から道上遺跡は中世を中心とした遺跡であ

る。古代に遡る可能性もあるが、確認できた資料

は上述した４５９の摩滅の著しい灰釉陶器のみであ

り現段階での評価は難しい。今後の資料の増加を

待ちたい。

２３．若宮古墳　養老町若宮

　若宮古墳は標高約８０m の下位段丘面に立地していた古墳であるが、昭和４４年の大垣共立銀行研修所

建設工事において完全に破壊されている。養老町史では、文化６年（１８０９）に開拓に伴い、長さ３間、

幅１間ほどの石室が発見され、石室内からは須恵器の他、「青玉といふべきもの、白銀もて造れる釧め

くもの、小き剱の形」などが出土したことが報告されている＊。この町史の報告は養老町石畑の中島邦

彦氏が所有している文化８年（１８１１）の多藝郡若宮新田石窟古奇物圖（作成者：国学者 小原君雄）に

基づいており、今回の調査では中島氏のご協力により本資料を実見することができた（第１２５～１２７図）。

　記述の解読は今後の課題であるが、古墳の位置した場所や出土遺物の絵図から、若宮古墳が横穴式

石室をもち、少なくとも鉄刀が１振、管玉が９点、水晶製の切子玉が１点、耳環６点、須恵器の蓋が

５点、杯８点、有蓋高杯１点、�４点、提瓶３点、平瓶２点、長頸壺１点、短頸壺３点、�１点、不

明器種２点を副葬していたことが分かる。これらの中には天井部と口縁部の境に沈線を施す蓋や環状

第１２３図　道上遺跡（南東から）

＊　養老町１９７８『養老町史通史編上』
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第１２４図　道上遺跡採集遺物実測図（S＝１／４）
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の把手をもつ提瓶があり、おおよそ６世紀前半から７世紀前半にかけての資料であろう。その存続期

間から追葬の可能性を指摘できるが、詳細な検討については記述を解読した後に行いたい。出土した

遺物の所在は不明である。



第２章　分布調査の成果　　８５

1234

5678

9101112

13141516

第１２５図　多藝郡若宮新田石窟古奇物圖１
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第１２６図　多藝郡若宮新田石窟古奇物圖２
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第１２７図　多藝郡若宮新田石窟古奇物圖３
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（３）遺物の散布状態とその立地

１．養老・上多度地区の古墳時代土師器の散布状態（第１２８図）

　養老・上多度地区の分布調査で採集できた古墳時代土師器の総数は８片で、立地毎の採集比率は山

地１２.５％（１片）、下位段丘面１２.５％（１片）、扇状地７５.０％（６片）である。

　しかし、山地及び下位段丘面で採集されている遺物は古墳に伴う可能性が強いもので、実質当該時

期の集落に伴う遺物は明徳遺跡の立地する扇状地での採集に限られている。先に報告した多芸西部・

高田・広幡・笠郷地区や後に報告する池辺地区では古墳時代の土師器を全く採集できておらず、現段

階では牧田川以南の地域における古墳時代土師器の採集地点は自ずと養老山麓の扇状地に限られるこ

とになる。今後、試掘確認調査等によって古墳時代における牧田川以南の平野部が利用されていたか

どうかを確認していくことが重要な課題となるだろう。

　また、明徳遺跡の立地する扇状地は柏尾谷と滝谷の二つの谷から形成されており、他の養老山麓の

扇状地に比べ形成速度が早く、規模も大きい。そのため他の養老山麓の扇状地より生活に適した環境

を得やすかった可能性がある。採集できた遺物数が少なく、採集地点の立地情報がどの程度当時の状

況を反映しているか判断は難しいが、集落に伴う遺物がほぼ扇状地に集中し、現在の沖積低地での採

集が皆無であることには注意しておきたい。

　なお、明徳遺跡は牧田川以南の地域において象鼻山古墳群や日吉遺跡と同時期に営まれた数少ない

遺跡と評価でき、その立地から当地域の古墳時代の地理的環境の一端を復元できる重要な遺跡である。

２．養老・上多度地区の古墳時代須恵器の散布状態（第１２９図）

　養老・上多度地区の分布調査で採集した古墳時代須恵器片の総数は８片で、すべて扇状地から出土

している。この中には古墳に伴う可能性が高いものも含まれているが、いずれにせよ古墳時代土師器

と近似した結果であり、依然として遺物採集地点は養老山麓部に限られている。

　しかし、散布状態からは古墳時代の土師器に比べ、採集できた細別区画数が増加していることが指

摘できる。その一因に養老山地では古墳時代中期以降に古墳が増加することがあるだろうが、遺物の

散布範囲が明徳遺跡を中心として拡大し、また当地域の古墳時代末から古代頃が微起伏埋積期に分類

されることから、利用地形が多様化したことも考えておきたい＊。

　また、採集遺物数は少ないが、当調査区には詳細が不明な上方古墳を除き２１基に上る古墳が確認で

きており、その立地は山地１４.３％（３基）、中位段丘面５７.１％（１２基）、下位段丘面１４.３％（３基）、扇

状地１４.３％（３基）である。沖積低地で確認できない点では須恵器の散布状態と同様であるが、扇状

地の古墳の占める比率が２割にも満たないことは古墳と集落の立地が目的にあわせて選択されている

可能性を示しているだろう。

　さらに、２１基の古墳に対し、現在確認できている集落跡の可能性をもつ遺跡は明徳遺跡１つのみで

あり、当該時期の集落の立地が埋積の著しい扇状地を中心とするにしても数が少ない。日吉・室原・

小畑・多芸東部地区と同様、当時期の集落が遺跡として把握しにくい形態をとる可能性を考えておき

たい。

＊　高橋　学１９９７「地形環境の復元」『大垣市遺跡詳細分布調査報告書－解説編－』
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第１２８図　養老・上多度地区の古墳時代土師器の散布状態（S＝１／６０,０００）
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３．養老・上多度地区の古代須恵器の散布状態（第１３０図）

　養老・上多度地区の分布調査で採集した古代須恵器片の総数は１６３片に上り、全て扇状地で採集され

ている。これは当調査区の種類毎の採集破片数では最も多い数であり、遺物が採集できた細別区画数

も古墳時代の土師器や須恵器に比べ、格段に増加している。日吉・室原・小畑・多芸東部地区と同じ

く、利用地形の多様化及び遺跡の長期存続を指摘しておきたい。また高田地区への集落の進出が少な

くとも古代にはなされていたことが明らかにできており、それまでの時期に比べ土地も安定しただろ
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第１２９図　養老・上多度地区の古墳時代須恵器の散布状態（S＝１／６０,０００）
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う。採集地点の立地が平野部に限られることも、他の調査区と同じ動向である。ただ、沖積低地にお

いては遺物が採集できておらず、古墳時代の土師器や須恵器と同様に遺物の採集地点は養老山麓部に

限られている。

　さらに、一つ注意しておきたい点は鷲巣東遺跡より南において全く遺物が採集できていないことで

ある。先にも述べたが、養老山地には広く古墳が分布しており、鷲巣東遺跡より南に位置する古墳も

多い。そのため、これらの地域にも集落が存在する可能性を想定しておきたいが、採集遺物数がピー
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第１３０図　養老・上多度地区の古代須恵器の散布状態（S＝１／６０,０００）
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クを迎える古代においても遺物が採集できていない。これらの地域においても段丘面や扇状地は形成

されており、地理的な問題だけでは理解しにくい結果である。沖積低地の陸地化が他と比較して遅

かったことがその要因であろうか。

　なお、柏尾廃寺跡の測量調査においては、山地でも古代須恵器を採集できている。前後の時期に比

較して採集遺物は少量であるが、古代においても山地利用が行なわれていることが分かる。

４．養老・上多度地区の灰釉陶器の散布状態（第１３１図）

　養老・上多度地区の分布調査で採集した灰釉陶器片の総数は１９片で、その立地毎の内訳は、下位段

丘面が１片で５.３％、扇状地が１７片で８９.５％、沖積低地が１片で５.３％である。古代須恵器と同様に平地

を中心とした立地をとるが、僅かでも下位段丘面や沖積低地で遺物が採集できていることは重要であ

ろう。具体的には下位段丘面での遺物の採集を中世において山地利用が活発化する端緒、沖積低地で

の採集は当調査区の陸地化が進行したことを示すと考えておきたい。ただし、牧田川以北や高田地区

のように段丘面が安定化するようになるのは中世においてであったと考えておきたい。

５．養老・上多度地区の山茶碗の散布状態（第１３２図）

　養老・上多度地区の分布調査で採集した山茶碗片の総数は１０４片で、その立地毎の内訳は山地１８.３％

（１９片）、中位段丘面２.９％（３片）、下位段丘面７.７％（８片）、扇状地６８.３％（７１片）、沖積低地２.９％

（３片）である。立地は多様化し、採集できた細別区画数はピークに達している。

　特に、山地や中位及び下位段丘面での採集破片数の増加が顕著であり、中世において再び山間部の

利用が活発になっていることがわかる。その原動力は養老山地に展開する中世山岳寺院の隆盛であっ

ただろう。

　なお、平地の散布状態では灰釉陶器が採集できた細別区画と重複しているものがあり、中世におい

て平地に立地する遺跡の中には古代後期にその端緒を求められるものがある。

６．養老・上多度地区の瓷器系陶器の散布状態（第１３３図）

　養老・上多度地区の分布調査で採集した瓷器系陶器片の総数は６８片で、その内訳は山地３８.２％（２６片）、

中位段丘面１３.２％（９片）、下位段丘面２３.５％（１６片）、扇状地２３.５％（１６片）、沖積低地１.５％（１片）

である。山茶碗に比べ山地や中位及び下位段丘面での比率が高いが、立地の多様化や細別区画数が多

いという点では山茶碗とほぼ同じ評価ができるだろう。

７．その他の遺物の散布状態
　以上で示した遺物以外のものとして、旧石器時代の石器９片、古代土師器４片、中世土師器２８片、

古瀬戸９６片、中国製陶磁器５片、瀬戸美濃１９片などがある。

　旧石器時代の石器はいずれも下位段丘面からの採集であり、全て京ヶ脇遺跡に属する遺物である。

　縄文時代の遺物は今回の調査では採集できていないが、海津市の養老山麓沿いに庭田貝塚や羽沢貝

塚が所在していることから、養老町においても山麓部では当該時期の利用があった可能性は高いと考

えている。今後発見に努めたい。

　また、中世土師器についてその散布状態は図示しなかったが、その立地毎の内訳は山地６７.９％（１９
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第１３１図　養老・上多度地区の灰釉陶器の散布状態（S＝１／６０,０００）
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第１３３図　養老・上多度地区の瓷器系陶器の散布状態（S＝１／６０,０００）
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片）、中位段丘面３.６％（１片）、下位段丘面３.６％（１片）、扇状地２１.４％（６片）、沖積低地３.６％（１

片）であり、図示した山茶碗や瓷器系陶器と比較しても山地からの採集が多い。山岳寺院跡との深い

関わりが予想でき、注意しておきたい。

（４）小結

　養老・上多度地区では分布調査によって古墳２１基を含む３５遺跡を確認し、５４８片の遺物を採集するこ

とができた。当地区は関ヶ原から伊勢へ抜ける交通の要衝でもあり、また標高８００m を測る養老山地

から海抜０ m の沖積低地、その間には扇状地と段丘面といった非常に多様な地形から成り立つ地域で

もある。

　こうした地域において採集できた資料を時期・種類・採集地点・立地・遺跡の性格毎に分析した結

果、旧石器時代の遺跡は下位段丘面、古墳時代から古代・中世にかけての集落遺跡は扇状地、古墳や

中世寺院跡は主に山地から中位及び下位段丘面を中心に立地するなど、遺跡の性格や時期によって

様々な地形を選択的に利用していたことを明らかにできた。

　なお、こうした様々な立地選択の中においても養老町明徳から石畑付近の扇状地は古墳時代以降継

続的に利用されており、特に戸関遺跡は聖武天皇の行幸に深く関わった可能性がある。古代における

多藝郡の中心的役割を果たした遺跡の一つにあげられるだろう。

　以上、背後に養老山地を抱く当地区が、養老山地が形成する山麓部の扇状地を中心とし、旧石器時

代以降多様な地形を目的にあわせて利用してきた過程を分布調査により知ることができた。中でも、

養老山地に密集した中世山岳寺院跡は岐阜県内では他に類例がないものであり、今後中世山岳寺院の

性格を解き明かす上で重要な遺跡となるであろう。

第６表　養老・上多度地区の遺物採集地点の立地

瓷器系陶器山茶碗灰釉陶器古代須恵器古墳時代
須恵器

古墳時代
土師器

立地

２６１９１合計山地

３８.２％１８.３％１２.５％総合計の％

９３合計中位段丘面

１３.２％２.９％総合計の％

１６８１１合計下位段丘面

２３.５％７.７％５.３％１２.５％総合計の％

１６７１１７１６３８６合計扇状地

２３.５％６８.３％８９.５％１００.０％１００.０％７５.０％総合計の％

１３１合計沖積低地

１.５％２.９％５.３％総合計の％

６８１０４１９１６３８８合計合計

１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％１００.０％総合計の％
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４　池辺地区

（１） 調査地区について

　池辺地区は養老町の南部を中心とした地区で、地区全体が沖積低地で占められる岐阜県でも有数の

低地部である。標高は１ m に満たないところがほとんどであり、東側では揖斐川が天井川となって南

流している。近世に薩摩藩による宝暦治水工事の舞台となった場所としてもよく知られており、地区

内には薩摩義士に由来する史跡が多く残っている。このことから当地域が１８世紀において河川堤防無

しには生活が難しい地域であったことがわかるが、当地域への集落の進出時期とそれが当初から輪中

堤を伴っていたかどうかは当地区の歴史を考える上で重要な問題であろう。このことは養老町の地形

環境復元においても有効な知見をあたえるものである。いずれにせよ池辺地区は今回の４つの調査区

の中でも最も集落の進出が遅かったことが予想できた地区である。調査はこれまでと同様に小字界を

参考にそれぞれの地区を細別して実施した（第１３４図）。
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第１３４図　池辺地区の細別（S＝１／５０,０００）



９８　　第２章　分布調査の成果

（２）遺跡と採集遺物

１．大巻薩摩工事役館跡　養老町大巻

　大巻薩摩工事役館跡は宝暦４年（１７５４）から翌宝暦５年にかけて薩摩藩が治水工事で使用した元小

屋である。沖積低地に立地しており、その一部が岐阜県の史跡に指定されている。中心部は大きく盛

土されており、最高所は標高約５ m を測る。幕府が工事総括の場として選定した鬼頭兵内の建物を修

繕したもので、元資料の確認はできなかったが鬼頭家文書によると本小屋は会所や宿からなり、増築

を重ね畳３９９帖の規模であったらしい＊。今回の調査では遺物は採集できなかった。
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第１３５図　池辺地区の遺跡の位置（S＝１／５０,０００）

＊　児玉　充１９８９「養老郡」『岐阜県の地名』日本歴史地名大系第２１巻
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２．根古地薩摩工事義歿者墓　養老町根古地

　根古地薩摩工事義歿者墓は標高１ m 前後の沖

積低地に立地しており、岐阜県の史跡に指定され

ている。地元では浄土三昧とも呼ばれており、宝

暦の治水工事で亡くなった２４名の薩摩義士が埋葬

された遺跡である（第７表）。明治４０年の道路改修

の際に無縁者の墓地として収用され一部が道路に

なっている。

　当遺跡では昭和３５年６月１２日、排水路の改修工

事に伴って発掘が行われており、遺骨を納めた７

個の甕が確認できたと伝えられている（第１３８図）＊。

このときの遺骨は墓碑の南端に再度埋葬され、遺

骨が納められていた甕のうち１個は現在天照寺に

保管されている。この発見を契機に養老町薩摩義

士顕彰会が設立され、遺跡内には慰霊堂が建てら

れた。今回の調査では遺物は採集できなかった。

第１３７図　根古地薩摩工事義歿者墓（北西から）第１３６図　大巻薩摩工事役館跡（東から）

第７表　根古地薩摩工事義歿者墓に埋葬された義士
俗　　名死 亡 年 月 日法　　名

新右衛門宝暦４年６月２７日相覚了頓信士

六　平宝暦４年７月１３日通報浄達信士

助次郎宝暦４年７月２１日覚智道本信士

新右衛門宝暦４年８月４日秋道良白信士

利右衛門宝暦４年８月１５日�山良廓信士

川合瀬兵衛宝暦４年８月１８日本空誓厳信士

権右衛門宝暦４年８月１８日順光隨玄信士

喜右衛門宝暦４年８月１８日義感了應信士

長左衛門宝暦４年８月２５日一道立然信士

惣左衛門宝暦４年９月６日浄翁清感信士

岩　七宝暦４年９月１３日一空相林信士

深見勘助宝暦４年９月１５日円山了諦信士

六左衛門宝暦４年９月２７日一超乗感信士

長　八宝暦４年９月２７日本倒還立信士

三四郎宝暦４年１０月１７日頂法灌受信士

太田喜三右衛門宝暦４年１０月２３日玄入義門信士

仁　八宝暦４年１１月９日節霜義端信士

大灌十左衛門宝暦４年１１月２１日灌山頂雪居士

助四郎宝暦５年１月１２日正融義春信士

大橋七郎右衛門宝暦５年２月９日風外浄航信士

与　八宝暦５年２月１２日春到岸誓信士

覚佐衛門宝暦５年２月１３日陽観春察信士

市右衛門宝暦５年４月２８日報運順應信士

仁　助宝暦５年５月８日宝国諦林信士

＊　養老町教育委員会１９９１『郷土の治水－養老町－』
第１３８図　甕の出土状況
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３．天照寺薩摩工事義歿者墓　養老町根古地

　天照寺薩摩工事義歿者墓は天照寺の境内に所在

する遺跡で、岐阜県の史跡に指定されている。宝

暦治水工事で亡くなった義士の内３名が埋葬され

ており、それぞれが墓石をもっている（第８表）。

４．根古地城跡　養老町根古地

　養老郡史や新撰美濃志の中で、天照寺境内に所

在し、徳永左馬助が住んでいた城として紹介され

ている＊。遺物は確認できなかったが周囲を水路

で囲まれており今回の調査では遺跡として評価し

た。時期等詳細については今後の調査の機会を待

ちたい。

（３）小結

　以上のように、池辺地区では分布調査によって４つの遺跡を確認することができ、それらは近世を

中心としたものであった。採集遺物についても、揖斐川近くで山茶碗が３片確認できたのみで、遺跡

に伴うとは考えにくいものである。そのため、今回の調査結果からは当地区への集落の進出は近世を

中心とした時期で、中世にまで遡る可能性は少ないだろう。

　そして１８世紀における宝暦治水工事や昭和３４年の集中豪雨及び伊勢湾台風の被害状況から、集落進

出後も当地域においては、陸地化が依然としてあまり進んでいなかったことが分かる。築堤による河

川流路の固定によって河川が本来もつ平野の形成能力が低下したことが、その要因の一つであった可

能性があると推察するが、現在に残る輪中堤を埋蔵文化財包蔵地として詳細に調査した事例はみられ

ず、以上の課題に取り組むには輪中堤は今後欠かすことのできない研究対象であろう。

第８表　天照寺薩摩工事義歿者墓に埋葬された義士
俗　　名死 亡 年 月 日法　　名

八木七郎右衛門宝暦４年８月１８日攝心常在居士

山口清作宝暦４年３月４日津門梁通居士

松下清七宝暦４年４月２３日雲峰月秀居士

第１４０図　根古地城跡（北西から）

＊　門脇黙一１９２５『養老郡史』
　　岡田　啓１９３１『新撰美濃志』

第１３９図　天照寺薩摩工事義歿者墓（西から）
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　なお、池辺地区は現在においても治水の問題を抱えているが、これは当地区のみならず養老町を始

めとした西濃地区一帯に広がる構造的な地盤沈下地域全てが取り組まなければならない課題である。

今回の分布調査では、当地域においてその問題が本格的な居住の開始から現代に至るまで取り組まれ

てきたものであることを明らかにできた。

５　結語

　平成１４年度からの４年間にわたる遺跡詳細分布調査の結果、山地や丘陵、段丘面、扇状地や沖積低

地での様相差がかなり明確になり、興味深い事柄が明らかになりつつある。ここでは、その成果をま

とめておきたい（第１４１図）。

　今回の養老町遺跡詳細分布調査では合計７,１５２片の遺物を採集でき、従来９９遺跡が知られていた養老

町に新たに３２遺跡を加え、合計１３１遺跡を設定することができた。これまで養老町で知られていた遺

跡は古墳を中心としていたが、新たな遺跡には散布地として評価できるものが多く、分布調査の実施

によって遺跡の知見は一新された。

　旧石器時代の遺物採集地点の立地については図示していないが、今回の分布調査で９片の遺物を確

認できており、全て下位段丘面で採集している。養老町内ではこの他に象鼻山山頂での発掘調査にお

いて後期旧石器時代の遺物を確認しており、当時代の遺跡が丘陵頂部や段丘面といった土地が安定し、

山の資源を得やすい環境を選択していることがわかる。ただ養老町のほとんどの平野部が約６,４００年

前に海に水没したため、当時期の地表面が厚い海成層の下に埋没し、旧石器時代や縄文時代の遺跡の

発見が困難になっている可能性も考えておかねばならないだろう。なお、水の確保が難しく、石器に

適した石材も採集できない象鼻山山頂が旧石器製作場所に選択されていることは注意しておきたい。

　縄文時代の遺物は今回の調査では採集できておらず、象鼻山山頂部で数点の石鏃が確認されている

のみである。山間部の現地調査が難しく、また山麓部が埋積しやすい環境であることが遺跡の発見を

妨げている可能性もあるが、河岸段丘があまり発達しない地形もその一因として考えられる。

　弥生時代前・中期でも縄文時代と同じくほとんど遺物は確認できず、弥生時代後期から古墳時代初

頭になってはじめて平野部に日吉遺跡が確認できる。日吉遺跡では古墳時代初頭を中心とした遺物が

多数採集できているが、ここではようやく養老町に出現した集落が、東海でも有数の古墳群である象

鼻山古墳群とほぼ同時に出現していることが注意をひく。象鼻山古墳群は日吉遺跡の西約２ km にあ

り、７０基の古墳が所在するが、平成１６～１８年の発掘調査の結果、遅くとも廻間Ⅰ式期には造墓を開始

していることが明らかになりつつある＊。また、古墳群の中心部には上円下方の形態をもつ象徴的な

施設も併設されており、当地域だけにとどまらない役割をもった遺跡である可能性が高い。そうした

遺跡が弥生時代からの基盤を十分にもたない地域に造られたのか、それとも未だ発見されていない規

模の大きい弥生時代の遺跡が養老町に存在するかは重要な問題であり、今後明らかにしていきたい。

　なお古墳時代の土師器や須恵器は、９割以上が扇状地及び沖積低地から採集されているが、反対に

古墳は山地や丘陵、段丘面に築造した事例が多い。そのため古墳時代は遺跡の性格にあわせて多様な

立地を選択したと評価している。

＊　　養老町教育委員会２００６『象鼻山古墳群第３次発掘調査現地説明会資料』
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第１４１図　遺物採集地点の立地
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　しかし古代になると、遺物採集地点の９９％が扇状地と沖積低地に限られる。いつの時代においても

山の資源が生活に欠かせないことに変化はないだろうが、前段階の古墳時代や後の中世に比べれば、

古代の山地利用は明らかに異質である。前後の古墳時代や中世では山地を墓地として利用する例が多

く見られたことから、古代における葬送の変化がその一つの原因であろう。しかし、平野部では多数

の遺物が広範囲で採集できるようになっており、遺跡数も増加している。それまで遺物が全く散布し

ない地点においても遺物が採集できる場合があり、以前に比べ広く開発が進んでいったことがわかる。

宇野は古代の集落が政治的な力で集住しただけでなく、祭祀や葬送行為、食事の器の形にまで制限が

及んだことを指摘しており、当時代における利用地形の増加や遺物の集中散布、山間部での採集遺物

の減少にもこうした律令国家による規制がその背景にあったであろう＊。

　中世に属する遺物としては、土師器、山茶碗、古瀬戸、瓷器系陶器、中国製陶磁器、瀬戸美濃の６

種類の遺物採集地点の立地分析を行った。詳細に見れば山茶碗に比べ、古瀬戸や中国製陶磁器などの

方が山地や段丘面での採集比率が高いといった違いもあるが、ここでは中世に属する遺物が他の時代

に比べて多様な立地を採っていることに注目しておきたい。中世において物流が大きく発展したこと

は先学によって論じられているが、養老町においても河川交通の要衝や、河道の出発点となる湧水地

付近、またその源流となる山間部など様々な地形に遺跡が成立している。中世は民衆の時代であり、

遺跡立地の急激な多様化の背景には、京や鎌倉といった公権力だけではなく、民衆や在地有力者の力

の増大があったであろう＊＊。

　また、養老町の中世遺跡は広範囲に網の目のように遺跡ネットワークを形成している。一つの例を

挙げるならば、喜勢遺跡や柏尾廃寺跡、戸関遺跡、明徳遺跡、鷲巣東遺跡、津屋川、道上遺跡のよう

な様々な性格をもつ遺跡が多様な立地をとりつつ、さらに地理的に連続した空間において秩序ある分

布を形成するパターンがある。このような地理的あるいは社会的な紐帯をもったであろう遺跡群が同

時に複数存在し、複雑に関係していたことが養老町の中世遺跡の大きな特徴であったと推察している。

なお、養老山地に林立する寺院跡はもちろんであるが、河川交通の要衝に位置し、硯や瓦、焼台付の

常滑産瓷器系陶器が発見された室原東遺跡はこれらの遺跡の中でも特別な存在である可能性が高く、

注意しておきたい。

　以上、分布調査の結果から養老町の歴史が旧石器時代にまで遡り、弥生時代後期以降中世にかけて

養老山地や河川が急激に形成しつつあった平地を多様な形態をとりながら開発していく過程の一端を

明らかにできた。特に養老町は西濃地域においても地形環境の変化が著しい場所であるため、当町の

歴史は人々がそれぞれの環境とどのように取り組み現代の社会を築いてきたかを教えてくれる。

　そしてその推移は河川が陸地を形成していく過程においてなされた営みと考えるものが多い。その

ため、堤を用いた河川流路の固定による居住域や耕地の拡大が、天井川の進行や地下水位の上昇を引

き起こし、河川の堆積をより下流に向かわせ、結果として築堤地点一帯の低湿地化や洪水の危険性を

増大させていったとする高橋の指摘に依るなら、それは長い養老町の歴史の中でも大きな転換点で

あっただろう＊＊＊。そしてこの治水問題は現在にも続いている。

　養老町内に所在する様々な遺跡の調査に関わった立場からは養老町の先人がいかにそうした当地の

＊　　　宇野隆夫１９９１『律令社会の考古学的研究　北陸を舞台として』
＊＊　　宇野隆夫１９８９『考古資料にみる古代と中世の歴史と社会』
＊＊＊　高橋　学１９９７「地形環境の復元」『大垣市遺跡詳細分布調査報告書－解説編－』
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自然環境を熟知し、それらの資源をくまなく効率的に利用していたかを知ることができる。本書には

そのうちのいくつかを示したが、その中には先の問題を解決するヒントも隠されているように思う。

そしてそれらの点を発掘調査において明らかにするとともに養老町の動向を東海地方や日本列島の動

向と比較検討することが今後の課題である。

　文化財は守り伝えるだけでなく、様々に活用できる可能性をもつものである。先人が残した遺産は

今を生きる私たちの礎そのものであり、本書がそうした文化財保護の一助となることを願って分布調

査の成果についての報告を終えたい。
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第３章　考　　察

１　遺跡の消長にみる養老町の歴史

（１）はじめに

　今回の養老町の遺跡詳細分布調査では古墳を含め１３１ヶ所に上る遺跡が確認できており、この中に

は散布地や集落・寺院跡を中心として、その所属時期を明らかにできた遺跡が少なくない。本考察で

はこのうち弥生時代から中世にかけて集落であると推定できる遺跡について整理し、その消長から養

老町の歴史の動向を把握することを目的としている。

　養老町の歴史の大勢を把握しておくことは、未発見の遺跡を予測し、既知の遺跡の研究を進める上

でも重要な意義をもつであろう。また、今回の分布調査で得られた情報から、和名類聚抄や中世文書

などの文献資料に記載されている集落との関わりについても検討し、今後の文字資料の発見に備えて

おきたい。

（２）養老町の主要遺跡の位置と消長

　本考察では散布地を中心として分布調査の成果からその所属時期を明らかにできた遺跡に、象鼻山

古墳群を加えた２６ヶ所の遺跡を分析の対象とした（第１４２図）。これらの遺跡は弥生時代後期から中世

にかけての時期に存続期間をもつものであり、分析ではそれらを１０期に区分した（第９表参照）。

　時期区分の指標については、各時代を特徴づける弥生土器・土師器・須恵器・灰釉陶器・山茶碗・

古瀬戸・瀬戸美濃の編年を基軸とし、これに常滑産瓷器系陶器と中国製陶磁器の研究成果を加えた＊。

なお、弥生時代から古墳時代の土器についての併行関係や実年代については主に赤塚の研究に依拠し、

古代においては尾野と齋藤、中世の各製品については柴垣の研究に依った＊＊。

　遺跡の消長については時期毎の採集遺物量を基準とし、その破片数が１～４片のものを�、５～９

片を△、１０～１４片を○、１５片以上を◎で示した（第９表）。

　各時期の詳細な分析については前章で述べているが、この結果を通してみれば、いくつかの顕著な

＊　　赤塚次郎１９９２「山中式土器について」『山中遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第４０集
　　　赤塚次郎１９９０「廻間式土器」『廻間遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第１０集
　　　赤塚次郎１９９４「松河戸様式の提唱」『松河戸遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第４８集
　　　赤塚次郎・早野浩二２００１「松河戸・宇田様式の再編」『研究紀要』第２号　愛知県埋蔵文化財センター
　　　尾野善裕１９９７「生産遺跡　尾張・西三河　猿投・尾北・その他」『古代の土器５－１　７世紀の土器（近畿東部・東海編）』
　　　尾野善裕２０００「猿投窯（系）須恵器編年の再構築」『須恵器生産の出現から消滅』
　　　斎藤孝正１９９５「猿投、美濃、美濃須衛窯編年」『須恵器集成図録』３
　　　藤澤良祐１９９４「山茶碗研究の現状と課題」『研究紀要』第３号　三重県埋蔵文化財センター
　　　藤澤良祐２００５「施釉陶器生産技術の伝播」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』
　　　中野晴久２００５「常滑・渥美」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』
　　　太宰府市教育委員会２０００『太宰府城坊跡ⅩⅤ－陶磁器分類編－』
＊＊　赤塚次郎２００３「中部・近畿地方の弥生・古墳時代編年の現状と課題」『第５回考古科学シンポジウム発表要旨』
　　　尾野善裕２０００「猿投窯（系）須恵器編年の再構築」『須恵器生産の出現から消滅』
　　　斎藤孝正１９９５「猿投、美濃、美濃須衛窯編年」『須恵器集成図録』３
　　　柴垣勇夫２００４「まとめ」『東海地方山茶碗研究の現在と課題』
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第１４２図　養老町の主要遺跡の位置（S＝ １／２３５,０００）

第９表　養老町の主要遺跡の消長

中世古代古墳時代弥生時代

立地性格遺跡名番号地区名
大窯期古瀬戸

中・後期
山茶碗第４
～６型式期

斎藤猿投窯
第Ⅵ～Ⅶ期

尾野猿投窯
Ⅴ～Ⅵ期

尾野猿投窯
Ⅲ～Ⅳ期

宇田Ⅰ～
Ⅱ式期

廻間Ⅲ式～
松河戸Ⅱ式期廻間Ⅰ～Ⅱ式期山中式期

藤澤２００５藤澤２００５藤澤１９９４齋藤１９９５尾野２０００尾野２０００赤塚・早
野２００１

赤塚１９９０、
１９９４赤塚１９９０赤塚１９９２

△�◎◎丘陵古墳象鼻山古墳群１

日吉地区

�◎◎○○扇状地散布地栗原天待遺跡２
△◎◎◎◎◎��◎◎扇状地散布地・集落跡日吉遺跡３

���扇状地散布地日吉西遺跡４
��△○◎�扇状地散布地郷勺遺跡５

△扇状地散布地六反田遺跡６
�○��扇状地散布地室原遺跡７

室原地区
�△◎◎◎○�◎沖積低地散布地室原東遺跡８
△�����◎扇状地散布地井ノ下遺跡９小畑地区

��○��扇状地散布地高田遺跡１０
高田地区

�扇状地散布地押越遺跡１１
���扇状地散布地飯ノ木遺跡１２

広幡地区
�沖積低地散布地大跡遺跡１３

�○◎沖積低地散布地仲田遺跡１４

笠郷地区
��○沖積低地散布地上之郷遺跡１５

��沖積低地散布地和田遺跡１６
�○△沖積低地散布地下笠遺跡１７

����扇状地・下位段丘面散布地沢田遺跡１８

養老地区

��中位段丘面・下位段丘面・扇状地寺院跡竜泉寺廃寺跡１９
��△�中位段丘面・下位段丘面・扇状地寺院跡・生産遺跡喜勢遺跡２０
����◎�扇状地散布地戸関遺跡２１
◎◎◎�△山地・中位段丘面・下位段丘面寺院跡柏尾廃寺跡２２

��△◎扇状地散布地明徳遺跡２３
�△△�扇状地・沖積低地散布地鷲巣東遺跡２４

上多度地区 �△�山地・下位段丘面寺院跡薬師山遺跡２５
��沖積低地散布地道上遺跡２６

�は１～４片、△は５～９片、○は１０～１４片、◎は１５片以上

１５０ １１００ １６００６５０
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変化が生じた画期を指摘することができるであろう。

　まず、第１の画期は廻間Ⅰ～Ⅱ式期である。日吉遺跡や明徳遺跡といった集落が扇状地に本格的に

進出する時期であり、象鼻山古墳群もほぼ同時に出現している。古墳群と集落の双方から弥生時代と

古墳時代の境の指標となる廻間Ⅰ～Ⅱ式の土器様式が確認できており、新しい土器様式の拡散と集落

形成や造墓の開始が一連の現象としてなされたことは当地域における弥生時代から古墳時代への移行

過程について重要な知見を与えるものである＊。

　第２の画期は宇田Ⅰ～Ⅱ式である。５世紀から６世紀初頭を中心とした時期であり、それまで遺物

が確認できていた遺跡において遺物数が減少したり、確認できなくなる事例が目立つ。この時期に集

落の再編がなされた可能性があるだろう。

　第３の画期は尾野による猿投窯Ⅲ～Ⅳ期である。おおよそ６～７世紀を中心とした時期であり、古

墳時代から古代への転換期である。宇田Ⅰ～Ⅱ式で遺跡や遺物数が減少したこととは対照的に、この

時期を境に確認できる遺跡数が増加し、さらに日吉・室原・小畑地区以外にも高田・広幡・養老地区

で新たな遺跡が出現する。またそれらにはその後長期間にわたって存続するものが多い。

　第４の画期は斎藤による猿投窯第Ⅵ～Ⅶ期である。遺物数を増加させる遺跡がある一方で減少する

遺跡も目立ち、集落の性質が両極化した可能性のある時期で、おおよそ１０～１１世紀を中心としている。

当時期は主に灰釉陶器を主体として時期区分されているが、中でもⅥ期の終わりからⅦ期にあたる百

代寺窯式期の灰釉陶器と山茶碗第３型式に属する遺物は日吉遺跡と室原東遺跡以外ではほとんど確認

できていない。宇野隆夫氏からは１１世紀が木器の普及期にあたり、全国的にみても当該時期の土器・

陶磁器の出土量が少ないというご教示を頂いており、当画期において遺物が減少する背景に木器の普

及があった可能性を考えておきたい。

　第５の画期は山茶碗第４～６型式の時期で１２世紀から１３世紀前半を中心としている。ほとんどの遺

跡で遺物が確認でき、これまで遺物が確認できなかった笠郷地区においても新たに遺跡が出現してい

る。

　以上の変化は、それぞれに重要であるが、ここでは特に第３と第５の画期に注意しておきたい。第

３の画期は古墳時代から古代、第５の画期は古代から中世の過渡期であるが、この画期の前段階に採

集遺物数が減少し、その後、顕著に遺物数や遺跡数が増加している。

（３）文献資料にみられる集落

　養老町域が養老郡となったのは、明治３０年（１８９７）年の上石津郡との合併以後であり、それまでは

郡の名称は多藝郡であった＊＊。この名称の初見は続日本紀大宝２年（７０２）３月２３日条の「美濃国多伎

郡民七百十六口、遷于近江国蒲生郡」であり、郡名の用字としてはこの他に当藝や当耆、当嗜、当伎、

多紀などがある＊＊＊。

　養老町では現在これらを「タギ」と発音しており、斉衡２年（８５５）の石津郡分立後は主に現在の養

老町の範囲を指し示す名称であったという意見が支配的である。しかし、養老町沢田が中世に石津郡

となっているなど、その郡域は一定ではなく、郡域の詳細については現段階では明らかになっていな

＊　　　赤塚次郎１９９１「東海系のトレース－３・４世紀の伊勢湾沿岸地域－」『古代文化』４４－６
＊＊　　養老町１９７８『養老町史通史編下』
＊＊＊　所　三男他１９８９『岐阜県の地名』日本歴史地名大系第２１巻
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い。

　ただ、９世紀前半の実情に適合するとされる倭名類聚抄には多藝郡内の郷として、軍事的職能に携

わった氏族にちなんだ郷名をもつ物部・建部・佐伯郷を含む８郷が記載されており、こうした文献資

料から古代における多藝郡に複数の勢力が存在したことが分かる＊。

　一方、養老町では古代から中世にかけての文献資料は少ないが、ここでは和名類聚抄に記載されて

いる郷と養老町史史料編掲載文書や多岐神社所蔵の懸仏群などに記載された集落名を、年号が記され

ているものを中心に整理し、その結果を分布調査で得られた成果と比較しておきたい（第１０表）。ただ

し、今回の分布調査で養老町の全ての遺跡が発見されたわけではなく、また同一の遺跡内に複数の集

＊　所　三男他１９８９『岐阜県の地名』日本歴史地名大系第２１巻

第１０表　文献資料にみる養老町の集落

文書名・参考資料時期または年号時代集落名
和名類聚抄・岐阜県の地名９世紀前半古代冨上郷
和名類聚抄・岐阜県の地名９世紀前半古代物部郷
和名類聚抄・岐阜県の地名９世紀前半古代垂穂郷
和名類聚抄・岐阜県の地名９世紀前半古代立野郷
和名類聚抄・岐阜県の地名９世紀前半古代有田郷
和名類聚抄・岐阜県の地名９世紀前半古代田後郷
和名類聚抄・岐阜県の地名９世紀前半古代佐伯郷
和名類聚抄・岐阜県の地名９世紀前半古代建部郷
足利直義下文・養老町史資料編上１３３９中世多藝庄内吉田
足利直義下文、・養老町史資料編上１３３９中世多藝庄内春木
足利義詮御教書・養老町史資料編上１３５５中世多藝庄内春木
足利義満袖判下文・養老町史資料編上１３８３中世多藝庄内春木郷
室町幕府奉行人封裏寺領目録写・岐阜県の地名１３８３中世南宮領家室原郷
管領斯波義將施行状案・養老町史資料編上１３９３中世多藝内吉田
多岐神社所蔵懸仏・山下立「岐阜多岐神社の懸仏群」１３９５中世嶋田郷
足利義満袖判御教書案・養老町史資料編上１４０３中世多藝庄内大跡・吉田郷
土岐善弘満貞書状案・養老町史資料編上１４２０中世勢至寺（別當房・持寶房）
多岐神社所蔵懸仏・山下立「岐阜多岐神社の懸仏群」１４３６中世渋江郷
多岐神社所蔵懸仏・山下立「岐阜多岐神社の懸仏群」１４３８中世大塚郷
多岐神社所蔵懸仏・山下立「岐阜多岐神社の懸仏群」１４４９・１４５９・１４７７中世直江郷
多岐神社所蔵懸仏・山下立「岐阜多岐神社の懸仏群」１４６５・１４６７中世宇田郷
室町幕府奉行人�著奉書案・養老町史資料編上１４８８中世大跡郷
齋藤利政道三寄進状寫・養老町史資料編上１５３４中世椿井郷
多岐神社所蔵懸仏・山下立「岐阜多岐神社の懸仏群」１５４１中世江月郷
多岐神社所蔵懸仏・山下立「岐阜多岐神社の懸仏群」１５４２中世榛郷
多岐神社所蔵懸仏・山下立「岐阜多岐神社の懸仏群」１５５６中世桜井
八所權現��殿再興棟札・養老町史資料編上１５５９中世柏尾寺
織田信長禁制判物寫・養老町史資料編上１５６７中世多藝庄椿井郷
齋藤義龍朱印状寫・養老町史資料編上永禄年間（１５５８～１５６９）中世椿井郷
織田信長朱印状・養老町史資料編上１５６９中世當国勢至□鉄座
西脇久左衛門知行目録寫・養老町史資料編上１５７３中世竜泉寺村
織田信忠禁制寫・養老町史資料編上１５８１中世多藝庄椿井郷
織田信孝判物・養老町史資料編上１５８２中世當国多藝郡勢至江鉄座

�戸織田信孝禁制寫・養老町史資料編上１５８２中世多藝庄椿井郷
八中堤南田地借用證文・養老町史資料編上１５９１中世はんの木村
豊臣秀次朱印知行方目録・養老町史資料編上１５９４中世濃州瀧郡五日市村
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落が包括されている可能性もあり、ここでの検討は今後の調査のための基礎資料としたいものである。

　この結果を通してみるとおおよそ９世紀前半には多藝郡に冨上郷、物部郷、垂穂郷、立野郷、有田

郷、田後郷、佐伯郷、建部郷の８郷が所在し、中世では少なくとも１３３９～１４０３年に吉田郷、１３３９～１３８３

年に春木郷、１３８３年に室原郷、１３９５年に嶋田郷、１４０３～１４８８年に大跡郷、１４２０年に勢至寺、１４３６年に

渋江郷、１４３８年に大塚郷、１４４９～１４７７年に直江郷、１４６５～１４６７年に宇田郷、１５３４～１５８２年に椿井郷、

１５４１年に江月郷、１５４２年に榛郷、１５５６年に桜井、１５５９年に柏尾寺、１５６９～１５８２年に勢至の鉄座、１５７３

年に竜泉寺村、１５９１年にはんの木
・ ・ ・ ・

村、１５９４年に五日市村があったことが分かる。

　分布調査の成果からは、おおよそ９世紀前半を主体とした遺跡として、栗原天待遺跡、日吉遺跡、

郷勺遺跡、室原東遺跡、井ノ下遺跡、高田遺跡、沢田遺跡、戸関遺跡、明徳遺跡、鷲巣東遺跡の１０遺

跡があるが、この中に和名類聚抄の８郷と類似する地名をもつものは見当たらない。しかし、田後郷、

佐伯郷、建部郷について津屋川水系に位置すると推定されていることは、遺跡を比定する上で参考に

なるだろう＊。先にあげた遺跡の内、津屋川水系にあたるのは戸関遺跡、明徳遺跡、鷲巣東遺跡の３つ

であり、これらが田後郷、佐伯郷、建部郷に比定できる遺跡の候補と考えておきたい。ただ、いずれ

も津屋川上流部に集中して分布している遺跡であり、津屋川下流域において今後古代に属する遺跡が

発見される可能性も考えておかなければならないだろう。

　一方、牧田川水系と推定されている冨上郷、物部郷、垂穂郷、立野郷、有田郷については、栗原天

待遺跡、日吉遺跡、郷勺遺跡、室原東遺跡、井ノ下遺跡、高田遺跡、沢田遺跡がその候補となる。中

でも日吉遺跡はその遺跡範囲の中に須恵器の集中地点を複数もつことから、主導的な勢力の拠点で

あった可能性がある。さらに、高田遺跡についても唯一牧田川の南側に位置し、おおよそ当該期に集

落の最盛期をもつことから候補地の１つである可能性を考えておきたい。現段階ではおおよその推測

しかできないが、これら８郷は牧田川、津屋川の流域に位置し、現在の日吉・室原・小畑・高田・養

老・上多度地区のいずれかに所在しているものが多いだろう。

　中世の集落は古代と違い現在にまで集落名が存続しているものが多く、まずそれらについて取り上

げたい。

　文献に記載された集落名のうち今にその地名が残っているものとして、吉田郷、室原郷、嶋田郷、

大跡郷、勢至寺、大塚郷、直江郷、宇田郷、椿井郷、江月郷、榛郷、桜井、柏尾寺、勢至の鉄座、竜

泉寺村、はんの木村、五日市村がある。このうち、榛郷とはんの木村は同じであり、春木郷について

もその可能性が高いだろう＊＊。地名は後世に移動する可能性もあるが、一つの手がかりとしてできる

かぎり活用したい。

　このうち日吉・室原・小畑・多芸東部地区に含まれる集落は吉田郷、室原郷、直江郷、宇田郷、江

月郷で、このうち現在の養老町直江・江月周辺では遺跡を確認できていない。しかし、吉田郷につい

ては近世末頃に豊村と改称した養老町豊周辺、宇田村については現在の養老町宇田周辺であったこと

が推定できる。この二つは日吉遺跡の範囲内であり、吉田郷を日吉遺跡の北部を中心とした一帯、宇

田郷を南部を中心とした一帯に比定しておきたい。なお、室原郷は室原東遺跡を中心とした範囲だろ

う。

＊　　所　三男他１９８９『岐阜県の地名』日本歴史地名大系第２１巻
＊＊　岡田　啓１９３１『新撰美濃志』
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　次に多芸西部・高田・広幡地区であるが、嶋田郷、大跡郷、大塚郷、春木郷（榛郷・はんの木村含

む）がこの地区の範囲に含まれる。このうち大塚郷については大墳城跡の周辺が想定できるが、今回

の調査では遺物は採集できていない。一方、嶋田郷、大跡郷、春木郷についてはそれぞれその周辺に

中世の遺物が採集できている高田遺跡、大跡遺跡、飯ノ木遺跡があり、これらの遺跡を候補に考えて

おきたい。

　最後に養老・上多度地区であるが、勢至寺、椿井郷、桜井、柏尾寺、勢至の鉄座、竜泉寺村があり、

このうち桜井では中世の遺跡を確認できていない。しかし、桜井古墳群において一石五輪塔や板碑、

石仏が確認できており、今後発見される可能性が高いであろう。竜泉寺村については、竜泉寺廃寺跡

があるが１６世紀に下る資料は確認できておらず、現段階では比定できる遺跡は見当たらない。勢至寺

及び勢至の鉄座は喜勢遺跡、椿井郷は戸関遺跡、柏尾寺は柏尾廃寺跡にあたるだろう。

　また、現在に地名の残らない渋江郷については類似した名称として祖父江がある。養老町祖父江の

東を流れる杭瀬川周辺から中世に属する遺物が採集されたという報告もあり、養老町祖父江周辺に所

在する可能性があるだろう＊。

（４）遺跡からみる養老町の動向

　このように養老町は弥生時代末頃に本格的に平野に進出して以降、古墳時代から古代への過渡期と

古代から中世への過渡期の二つの大きな画期に、遺跡数が増加したことがわかる。また、そのうち古

代においては軍事的職能に携わった氏族にちなんだ名称をもつ郷が含まれ、中世においては未だ遺跡

が発見されていない郷があることが明らかにできている。

　なお、分布調査の成果からは、それぞれの時期における集落の増加の原因を一様に捉えることはで

きず、それぞれに当時の社会背景や自然環境を明らかにしていく必要がある。そして、その社会背景

を考える上で遺跡の増加の前段階に採集遺物数が減少することは重要な手がかりになると考える。

　中井正幸は西濃地域に分布する古墳の編年研究から西濃地域の古墳時代前期以降の首長墓が短い期

間で移動することを明らかにしている＊＊。その変動は畿内の大古墳の消長と一致することが多く、古

墳時代の西濃の首長が畿内の大王と深く関わり合っていたと考えられる。

　養老町においても象鼻山１号古墳築造以降、首長墓と評価できるような規模の大きい古墳は確認で

きておらず、西濃地域において前方後円墳が本格的に築造されるようになった松河戸Ⅰ式から宇田式

を中心とした時期は、造墓や集落の再編が目立つ。その一方、古代において著しく集落が安定かつ増

加したことの背景には律令を基盤とした新しい政治体制の形成があったであろう＊＊＊。

　古代末に確認できるもう一つの画期については、遺物が集中する遺跡と少量しか遺物が採集できな

い両極の遺跡が存在することから、古代以降に成立した集村的集落が一定程度存続する一方で、小規

模短期型の集落が新たに出現したと評価したい。また、古代後期の灰釉陶器の分布範囲が中世の遺物

の分布範囲と重なることが多く、古代後期に出現した小規模短期型の集落には、中世に向けて営みを

安定化し、成長するものが少なくなかったと考える＊＊＊。このような集落の成長は中世社会の成立を

＊　　　　笹栗　拓２００６「養老町祖父江における表採資料の紹介」『美濃の考古学』第９号
＊＊　　　中井正幸２００４「濃尾の首長墓系譜の展開と特質」『古墳時代の政治構造』
＊＊＊　　宇野隆夫１９９１『律令社会の考古学的研究　北陸を舞台として』
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考える上で重要な意義をもつだろう。

（５）おわりに

　養老町は縄文時代の海進最盛期以降その地形環境を絶えず変化させ、様々な時代の変革期を経て現

在の姿を形成した。そうした地域に成立した遺跡から、養老町の歴史を把握するには、様々な方向か

らの検討が必要であり、本考察では遺跡の消長と文献資料に残された地名をその手がかりとした。

　そして、養老町では弥生時代末頃に本格的な集落形成と造墓がはじまって以降、古墳時代から古代、

および古代から中世への転換期において、著しく遺跡数が増加したことを明らかにした。その要因に

は自然環境だけでなく、西濃地域あるいは日本列島に共通する社会的な背景があった可能性が高い。

　ここでは詳細分布調査の成果を中心としたが、今後発掘調査をはじめとする様々な方法によって遺

跡推移の実態や背景についての考察を深めていきたい。

２　測量図からみた象鼻山古墳群の構造

（１） はじめに

　養老町橋爪に所在する象鼻山古墳群は関ヶ原の東に位置する南宮山の一支脈に立地し、標高１４０m

を測る山の頂上からその中腹にかけて多くの古墳を集中して築いた遺跡である。

　象鼻山山頂からは濃尾平野や養老山地、当時の伊勢湾を見下ろすことができたと推定でき、象鼻山

の西方には東西交通・軍事の要衝の地となってきた関ヶ原、東方には広大な濃尾平野が広がっている

（第１４３図）。

　象鼻山古墳群はこれまでの研究成果から、廻間Ⅱ式後半から廻間Ⅲ式前半の前方後方墳１基のほか、

0 50km 

琵琶湖 

名古屋 名古屋 

関ヶ原 関ヶ原 

第１４３図　象鼻山古墳群の位置（S＝１／２,０００,０００）
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上円下方壇１基、方墳３５基、円墳３３基、不明１基からなる古墳群であり、非常に遺存状態が良いこと

が明らかになっている。また、その築造年代については２世紀前半から６世紀に及ぶものと推定でき、

古墳群の端緒が象鼻山１号古墳に求められないことが明らかになりつつある＊。しかし、数年前まで

はこれら７０基の古墳のうち全容が明らかになっているのは象鼻山１号古墳のみであった。そのため、

＊　養老町教育委員会２００６『象鼻山古墳群第３次発掘調査現地説明会資料』

50m0
※１  詳細については付図参照 

※２  等高線の間隔は 10cm

第１４４図　象鼻山古墳群中心部測量図（S＝１／２,０００）
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養老町教育委員会では象鼻山古墳群全体の範囲及び性格の確認を目的として平成１６年度から発掘調査

を実施している。本考察の基礎となる測量図はこの発掘調査のための事前調査で得られたものである

（第１４４図、付図参照）。

　これまでの分布調査の成果から、象鼻山に築造された古墳には全長約４０mを測る１号古墳から５m

に満たない古墳まで様々な大きさと墳形をもつものがあり、その立地も平坦な場所や比較的傾斜が緩

やかな場所、傾斜のきつい丘陵斜面など多様であることが明らかになっていた。中には墳端から墳頂

の最小比高差が２０～３０cmに満たない古墳や隣接する古墳に明確な境がないもの、古墳の築造に適し

た平坦部を避け、あえて古墳を築造しにくい急斜面を選択しているものが確認でき、古墳がもつ属性

と位置関係は何らかの意図に基づいて主体的に決定されていると考える。そのため、その位置関係を

明らかにし、それぞれの古墳がもつ属性とあわせて分析することは、象鼻山古墳群の性格を理解する

上で役立つであろう。

　象鼻山古墳群はそれぞれの古墳が密集して築造されており、円墳と方墳とがほぼ同数存在する。ま

た、地形の保存状態も良好であり、測量調査は古墳間についても対象とした。さらに地形測量図の等

高線の間隔を１０cmとしたことで、微細な地形変化についても検討できるようにした。

　本考察は、この象鼻山古墳群地形測量図から得られる古墳群全体の情報や１～５６号古墳がもつ属性

について分析し、今後発掘調査を計画していく上での基礎資料を得ることを目的とするものである。

（２）測量図からみた象鼻山古墳群の特質

　本考察での分析は、主に古墳が造られた位置や立地、墳形、全長という４つの情報から進めるが、

その成果を解釈するためには、象鼻山全体の地形を把握しておくことが必須である。そのためここで

は地形測量図から判読できる象鼻山古墳群全体の情報について、まず自然の営みによるものについて

触れ、次に人為的な開発によるものを整理しておきたい。ただし、測量図から得られる情報は視点を

変えることによって、様々なものがあり、ここでは特に古墳の位置関係や立地に関わるものを中心に

取り上げる。

　象鼻山が位置する岐阜県南西部は断層運動が活発であり、象鼻山山頂にも断層活動による地形変位

が確認できる（第１４５図）。これらは断層崖を形成し、雁行状の配置をとっていることから縦ずれに横

ずれの地形変位を伴ったものと想定でき、またその周囲がこの地形変位の大きな影響を受けていない

ことから、変位のスピードは緩やかであったと推測できる＊。

　これに対し、人為的な地形改変については、まず平坦面を造成した後に墳丘を構築する象鼻山１号

古墳の事例が注目できる。１号古墳の築造過程については報告書で詳細に検討されているので再掲し

ないが、墳丘を全て盛土によって構築したことが発掘調査により明らかにされている＊＊。本測量図の

観察からも象鼻山１号古墳の築造された地点が複数の尾根の結節点に位置し、それらの尾根を水平に

掘削した後に墳丘を構築していることがわかる（第１４６図）。

　この他にも、象鼻山３号墳に伴う平坦面をはじめ、４・５・６・７・１５・１６号古墳や１１・１２・１４号

古墳が築造された場所でも、尾根やその他の自然地形を掘削していることが確認でき、やはり人為的

な地形改変の後に墳丘の構築を行っているだろう。また、一つの平坦面を複数の古墳が利用している

＊　　愛知県埋蔵文化財センターの鬼頭剛氏のご教示による。
＊＊　養老町教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室１９９９『象鼻山１号古墳－第３次発掘調査の成果－』
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50m0

第１４５図　象鼻山山頂部の断層崖の位置（S＝１／２,０００）
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ことから、この地形改変が古墳群の築造を前提としたものであった可能性を考えておきたい（第１４７

図）。

　さらに、これら山頂部を中心とした古墳には、それらに伴う遺構であろう地形も確認できている。

４号古墳の周囲に巡る溝状の地形や、３号墳の北と南に位置し東西に走る壕状の地形、中腹の古墳の

間を縫うように走る道などが代表的なものであるが、このうち、３号墳の南北に伴う壕状の地形につ

いては発掘調査の知見が得られており、象鼻山古墳群成立当初のものである可能性が高くなっている

（第１４７・１４８図）＊。この２本の壕は断層崖を越えて東に続き、３号墳東側の平坦面を囲むが、５号古

墳とともに３号墳中心部のすぐ東の断層崖によって大きく分断されている。一方、４号古墳以南では

地盤の軟弱化による墳丘面の沈下はあるものの、断層崖は確認できず、３号墳築造後に４号古墳が造

られた可能性を示すものだろう。ただ道についてはつい最近まで使用されていたようであり、その利

用がどこまで遡るかは発掘調査で慎重に判断したい。さらに、４号古墳の北側には人為的に造成され、

古墳が築造されなかった平坦面が残されている。

　一方、こうした地形改変の後に墳丘を構築する古墳に対して、象鼻山中腹部に位置する古墳は自然

地形の中に立地しており、斜面に小規模な盛土を行ったものがほとんどであると考えている。これは

１７号古墳より南に位置する古墳についても同様に理解できるだろう。

20m0

象鼻山１号古墳 

第１４６図　象鼻山１号古墳周辺の地形（S＝１／１,０００）

＊　養老町教育委員会２００６『象鼻山古墳群第３次発掘調査現地説明会資料』
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20m0

象鼻山４号古墳 

象鼻山５号古墳 

象鼻山３号墳 

象鼻山６号古墳 

象鼻山 12号古墳 

象鼻山 16号古墳 

象鼻山 11号古墳 

象鼻山 14号古墳 象鼻山８号古墳 

溝状地形 

壕状地形 

第１４７図　象鼻山古墳群中心部の地形（S＝１／１,０００）
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　ただし、岐阜県揖斐川町の白石古墳群や滋賀県高月町の古保利古墳群など付近の代表的な前期古墳

群では尾根に沿って線的に造墓を続ける事例が多く、象鼻山古墳群が濃尾平野側を中心に面的に古墳

の築造を拡大させていることは周辺の古墳群の一般的様相とは異なっており、注意しておきたい＊。

　以上のように、象鼻山古墳群は廻間Ⅰ式期には造墓を開始し、複数の古墳を配置することを前提と

した大規模な地形改変を行っている。また、造成した平坦面に古墳を築造しない空間を残したまま、

丘陵斜面に面的に造墓範囲を拡げていくことがその特徴としてあげられるだろう。

（３）各古墳の属性からみた象鼻山古墳群の構成

　こうした象鼻山古墳群の特質は、古墳を個別に分析する上でも有効な視点を与えてくれる。ここで

はそれぞれの古墳がもつ墳形、全長、墳頂の標高、古墳の立地、位置を中心にして分析を進めるが、

20m0

象鼻山 46号古墳 

象鼻山 36号古墳 

象鼻山 41号古墳 

象鼻山 38号古墳 

象鼻山 56号古墳 

象鼻山 35号古墳 

象鼻山 49号古墳 

象鼻山 54号古墳 

象鼻山 31号古墳 

道 

第１４８図　象鼻山中腹部に位置する古墳の地形（S＝１／１,０００）

＊　小谷和彦他２００５「白石古墳群」『揖斐川町史追録編』
　　高月町教育委員会１９９５『古保利古墳群詳細分布調査報告書』
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そのうち古墳の立地と位置については先述した古墳群全体の様相を重視し、立地については人為的な

平坦面と自然地形の斜面を区別した。また位置については象鼻山古墳群を代表する規模をもつ１号古

墳・３号墳・４号古墳のいずれかを核として分布するものと、中心となる規模の大きい古墳をもたな

いものとに区別した（第１４９図・第１１表）。なお、墳形については当測量図を元に作成したDEM（三次

元地形図）の分析から斜面に立地する小規模な古墳ほど、現地での観察や測量調査の成果からだけで

50m0
※１　赤は地形改変が明瞭に観察できる  
範囲。青は規模の大きい古墳を核とした 
まとまりを示す。 

１号古墳を中心としたまとまり 

３号墳を中心としたまとまり 

４号古墳を中心としたまとまり 

規模の大きい古墳を核にもたない 
まとまり 

第１４９図　象鼻山古墳群の立地分類及び位置分類（S＝１／２,０００）
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第１１表　象鼻山１～５６号古墳の属性

位置古墳の立地墳頂の標高（m）高さ（m）全長（m）墳形古墳番号
１号古墳中心平坦面１４２.００４.９７４０.１０前方後方墳１
１号古墳中心平坦面１３７.９０３.８０２０.９０方墳２
３号墳中心平坦面１３５.６０１０.５０８３.７０上円下方壇３
４号古墳中心平坦面１３０.１０４.６０２５.５０方墳４
３号墳中心平坦面１３０.５０２.５０１４.００方墳５
３号墳中心平坦面１２９.３０１.２０１０.００方墳６
３号墳中心平坦面１２６.８０１.６０９.９０方墳７
３号墳中心平坦面１２９.２０３.００１８.４０円墳８
３号墳中心斜面１２６.２０４.４０１７.８０方墳９
３号墳中心斜面１２７.２０６.００２０.９０方墳１０
３号墳中心平坦面１２０.９０１.８０１０.７０方墳１１
３号墳中心平坦面１２２.６０３.４０１７.６０方墳１２
３号墳中心斜面１１４.３０４.００１１.２０方墳１３
３号墳中心平坦面１２０.３０３.１０１５.５０円墳１４
３号墳中心平坦面１２６.３０２.００１２.４０方墳１５
４号古墳中心平坦面１２８.９０２.００１８.２０方墳１６
４号古墳中心平坦面１２６.９０１.１０８.５０方墳１７
３号墳中心平坦面－－８.６０方墳１８
４号古墳中心平坦面１２６.８０４.３０１９.１０方墳１９
４号古墳中心斜面１２４.８０３.９０１６.５０方墳２０
４号古墳中心斜面１２３.５０１.９０８.１０方墳２１
４号古墳中心斜面１２２.３０２.３０１３.９０円墳２２
４号古墳中心斜面１１７.８０５.００１５.２０方墳２３
４号古墳中心斜面１１８.３０１.５０６.７０方墳２４
４号古墳中心斜面１１６.７０２.２０７.６０円墳２５
４号古墳中心斜面１１２.２０２.５０７.００円墳２６
４号古墳中心斜面１０４.３０２.６０９.００円墳２７
４号古墳中心斜面１００.４０２.２０４.５０方墳２８
４号古墳中心斜面１１９.５０１.４０４.００円墳２９
４号古墳中心斜面１２２.００２.００６.７０円墳３０
中心なし斜面１１８.７０３.２０１４.００方墳３１
中心なし斜面１１６.６０２.７０６.００方墳３２
中心なし斜面１１５.４０４.６０１０.３０円墳３３
中心なし斜面１１１.１０３.００９.３０方墳３４
中心なし斜面１０９.６０４.１０１３.６０方墳３５
中心なし斜面１０８.３０４.２０１７.８０方墳３６
中心なし斜面１０２.００２.７０６.５０方墳３７
中心なし斜面１０６.９０５.００１３.３０方墳３８
中心なし斜面１０３.４０３.９０８.５０円墳３９
中心なし斜面９７.７０４.９０１２.３０円墳４０
中心なし斜面９６.１０４.２０１２.８０円墳４１
中心なし斜面９６.７０３.４０１０.６０円墳４２
中心なし斜面８７.９０３.９０１４.４０円墳４３
中心なし斜面９１.４０４.１０１２.４０円墳４４
中心なし斜面９３.５０３.８０１０.１０円墳４５
中心なし斜面９４.５０２.９０１３.６０方墳４６
中心なし斜面８４.５０４.００１４.８０方墳４７
中心なし斜面８９.２０２.００８.９０円墳４８
中心なし斜面９０.８０２.８０１２.２０円墳４９
中心なし斜面７７.５０４.１０１２.００円墳５０
中心なし斜面８４.００４.６０１４.３０円墳５１
中心なし斜面８３.００２.００８.５０円墳５２
中心なし斜面８１.１０３.７０１６.１０円墳５３
中心なし斜面８２.５０２.６０１０.８０円墳５４
中心なし斜面７７.６０２.４０１０.３０円墳５５
中心なし斜面７７.２０３.２０１２.００円墳５６
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はその判断が困難であることが指摘できているが、本考察では分布調査と測量調査の成果からそうし

た古墳の墳形についても暫定的に評価し、対象に含めた＊。

　象鼻山に所在する古墳をそれぞれ個別に考えるとき、まず注意したいのが方形と円形の比率である。

本考察では象鼻山古墳群として評価されている７０基の古墳のうち、象鼻山山頂とその中腹にまとまっ

て分布する５６基の古墳を対象としているが、その内訳は前方後方墳１基（１号古墳）、上円下方壇１基

（３号墳）、方墳２９基、円墳２５基であり、古墳群の中心的なまとまりにおいても方形と円形それぞれの

墳形を採用する古墳は同程度であることが分かる。しかし、古墳が築造される標高や大きさの分析で

は、方墳のほうが円墳より大きく、そして高い場所に築造するものが多い（第１２表、第１５０図）。また、

第１２表　墳形別にみた全長と墳頂の標高の平均値

墳頂の標高（m）全長（m） 墳形
１３５.６０００８３.７０００平均値上円下方壇

１１度数
１４２.００００４０.１０００平均値前方後方墳

１１度数
１１８.２７５０１３.２８２８平均値方墳

２８２９度数
９８.８６００１１.１４４０平均値円墳

２５２５度数
１１０.１９６４１４.０６４３平均値合計

５５５６度数

第１５０図　全長と墳頂の標高からみた墳形の分布

＊　中谷正和・中島和哉２００６「岐阜県養老町象鼻山古墳群の調査とGIS の利活用」『実践 考古学GIS』
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第１５１図　立地別にみた墳形

第１５２図　位置別にみた墳形
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立地別に墳形をみても、円墳の方が地形改変を伴わないものが多いことが明らかになっている（第１５１

図）。そのため、象鼻山古墳群は総合的には方墳を主体として構成された古墳群として評価できるだ

ろう。

　しかし、その一方で円墳にも一定の規模をもつものや地形改変を伴うもの、標高の高い位置に築造

されるものがあることが指摘できる。位置を重視した古墳のまとまり別にみても、方墳と円墳はそれ

ぞれに一定量が含まれており、象鼻山に所在する円墳と方墳の間には明確な階層差や時期差を見出せ

ない（第１５２図）。古墳分布からも同様の指摘ができ、古墳を個別にみれば、必ずしも方墳の優位性は

認められない（前章第８図参照）。

（４）象鼻山古墳群の構造

　以上から、象鼻山古墳群は全体としてみれば方形原理主体の古墳群であるが、詳細にみれば円形を

呈する墳墓も重要な位置を占めていることがわかる。赤塚は弥生時代後期から古墳時代にかけての墳

墓の編年研究から、東海地方ではおおよそ廻間Ⅲ式期までは方形を志向する墳墓が中心であり、松河

戸Ⅰ式期以降に円形を志向する墳墓が増加していくことを明らかにした＊。またそうした中で中井は

松河戸Ⅰ式期以降の西濃地域において、同一の古墳群の中には方形原理と円形原理の古墳が拮抗する

事例もあることを明らかにしている＊＊。象鼻山古墳群もこれらの研究成果や古墳の標高から、全体と

しては方形から円形への変遷をたどったと考えるが、その過程は一様には捉えられず、方墳と円墳が

併存した期間もあっただろう。そしてそれぞれの古墳を個別に比較すれば、象鼻山古墳群において選

択された墳形は、階層性や時期差にとどまらない性質をもつ可能性がある。

　また、８号古墳が廻間Ⅰ式期に遡ることから、８号古墳を含む３号墳を中心としたまとまりには他

にも１号古墳を遡る墳墓がある可能性が高い。さらに、３号墳の中心部が円形を呈することが明らか

になりつつあり、このまとまりには他にも円形を選択した可能性のある墳墓が含まれている。

　弥生時代の東海地方における墓の形態は方形を呈するものが顕著であるが、長野県など他の地域で

は円形を呈するものもあり、象鼻山古墳群においても弥生時代から古墳時代への移行期に既に方形原

理だけでなく円形原理も墳形の選択肢に含まれていた可能性を考えておきたい＊＊＊。

（５）おわりに

　東海地方の前方後方墳にみられる動向は、当地域の弥生時代から古墳時代への変遷を考える上で重

要な位置を占めており、特に象鼻山１号古墳を含む象鼻山古墳群は白石古墳群などとともに有数の前

期古墳密集地帯の一角を形成している。これらの遺跡は当地域の弥生時代から古墳時代への変遷とそ

の背景を造墓から考えることができる重要な遺跡であり、そうした遺跡の性格を解明するためには、

その基盤となる資料を整理・分析し、いくつかの仮説を得て、発掘調査を計画的に進めることが重要

であると考える。

　そのため、象鼻山古墳群の事前調査では発掘調査の対象となる古墳群中心部全体に及ぶ測量図を作

成し、個別の古墳の情報に加え、古墳群全体の形成に対して見通しを得ることを重視した。そしてそ

＊　　　赤塚次郎２００３「中部・近畿地方の弥生・古墳時代編年の現状と課題」『第５回考古科学シンポジウム発表要旨』
＊＊　　中井正幸２００５『東海古墳文化の研究』
＊＊＊　大阪府立弥生文化博物館２００１『弥生クロスロード－再考・信濃の農耕社会－』大阪府立弥生文化博物館図録２３
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の結果、当古墳群が丘陵頂部の地形を改変しながら面的な古墳築造を進めた点において，類例の少な

い計画的な造墓がなされた遺跡と考えた。また当遺跡が方形原理に基づいた古墳を主体とした古墳群

である一方、円墳が階層差や時期差にとどまらない役割をもち、当初より古墳群の一要素として存在

した可能性を示した。　

　以上のような成果は象鼻山古墳群の性格を明らかにする上でどのような視点と調査方法が有効であ

るかを教えてくれるだけでなく、他の古墳の研究する上でも重要な情報を提供できるだろう。今後こ

の基礎資料を元にさらに調査方法を検討し、象鼻山古墳群全体の解明を進めていきたい。

３　採集遺物からみた柏尾廃寺跡の形成過程と施設配置
－測量調査の成果から－

（１）はじめに

　養老町が所在する西濃地域は比叡山や白山山岳信仰、伊勢信仰といった中世を代表する宗教勢力の

結節点に位置している。また、現在でも日吉神社や白山神社が多く、年始には各地域の代表が伊勢へ

参る習慣も残っている。

　こうした地域の中でも、特に養老山地から南宮山にかけては「多芸七坊」と呼ばれる７つの寺院跡

の伝承が残されており、そのうち５つの伝承地が養老町に所在している（第１５３図、第１３表）＊。今回

の分布調査の成果からはこのうち養老寺を除く、竜泉寺廃寺跡、喜勢遺跡、柏尾廃寺跡、薬師山遺跡

の４つの遺跡について中世を中心とした山岳寺院跡である可能性が高いことを明らかにできた。これ

らは養老山麓沿いにほぼ領域を接して位置しており、時を同じくして営まれた遺跡である。他にこれ

ほど寺院跡が密集して創建される事例は県内では確認されておらず、養老山地を中心として分布する

中世山岳寺院跡の性格を明らかにすることは、養老町内にとどまらず県内外の中世山岳寺院跡を考え

る上でも重要な情報を提供できるだろう。

　本稿はこれら４つの遺跡の内、柏尾廃寺跡の測量調査の成果に基づく考察である。柏尾廃寺跡は過

去の開墾や盗掘により多数の遺物が散乱し、貴重な情報が失われつつある遺跡であるが、７つの伝承

地の中心に位置しており、現在も基壇跡や大小の平坦面、礎石、墓、土塁、溝、洞穴などの遺構が良

好な状態で残っている。また、背後には柏尾城跡をもち、山腹には秣の滝がある。そのため、当遺跡

を集中的に調査して得られた情報は他の寺院跡を調査する上でも役立つであろう。

　測量調査では地形測量図及び平面図の作成に加え、調査中に発見できた遺物は全て採集地点を記録

した。平面図については遺跡の大半部分を網羅できており、地点を記録できた遺物は瓦片や近代以降

の遺物も含めば１,３０８片に上る（第１５４図）。本考察は、これらの遺物の分布や種類、器種、時期等の分

析から、柏尾廃寺跡の形成過程と施設配置を明らかにすることを目的としたものである。

　なお、本考察で報告する調査成果は遺跡の保護及び管理に尽力してこられた柏尾区並びに柏尾史跡

保存会の協力によるところが大きい。記して感謝するとともに今後もご助力をお願いしたい。

＊　養老町１９７８『養老町史通史編上』
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第１５３図　養老町とその周辺の中世山岳寺院跡の位置（S＝１／２００,０００）

第１３表　養老町とその周辺の中世山岳寺院跡の消長

中世古代

立地性格所在地
遺跡名及び
寺院名

番
号 大窯期古瀬戸

中・後期
山茶碗第４
～６型式期

斎藤猿投窯
第Ⅵ～Ⅶ期

尾野猿投窯
Ⅴ～Ⅵ期

藤澤２００５藤澤２００５藤澤１９９４齋藤１９９５尾野２０００
※詳細は不明丘陵・下位段丘面寺院跡・城館跡垂井町・大垣市・養老町栗原九十九坊跡１

��中位段丘面・下位段丘面・扇状地寺院跡養老町竜泉寺廃寺跡２
��△中位段丘面・下位段丘面・扇状地寺院跡・生産遺跡養老町喜勢遺跡３
◎◎◎�△山地・中位段丘面・下位段丘面寺院跡養老町柏尾廃寺跡４

※詳細は不明－－養老町養老寺５
�△�山地・下位段丘面寺院跡養老町薬師山遺跡６

※詳細は不明山地・中位段丘面・下位段丘面？海津市藤内寺跡７
�は１～４片、△は５～９片、○は１０～１４片、◎は１５片以上
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（２）平面図からみた柏尾廃寺跡の立地と構成（第１５５図）

　柏尾廃寺跡はその主要施設のほとんどを山地及び中位段丘面に配置しており、塔跡の可能性が高い

基壇や礎石建物をもつ平坦面など大小様々な規模の平坦面を自然地形に複雑に組み合わせて配置して

いる。これらは主に仏像や経典を祀る堂塔地区や寺院経営の施設が置かれる院坊地区、墓域として評

価できるものであり遺物散布の中心となっている。

　さらに、堂塔地区及び墓域の背後には、小規模な平坦面と大きな露石に囲まれた中規模の平坦面、

洞穴をもつ地区がある。この位置は養老山地へ登る入口でもあり、山岳修行を実践する行場であった

可能性が高いだろう。また、養老山地中腹にあたる標高２７０～３４０mの尾根上には山城を配置している。

　一方で堂塔地区や院坊地区の周囲をみると、北側にはしる勢至南谷沿いで、扇央部分に近く、災害

の危険性が高くなる一帯の地区においては谷に沿って長い土塁を形成している。その内側の平坦面も

地形に沿う形で造成されており、院坊地区と基軸を異にした配置を採っている。二次的な遺跡の拡大

を想定できるだろう。また、東側の現在の柏尾集落内でも中世の遺物を確認できており、院坊地区と

同様に連続して造成された平坦面に家屋を建てているものが多い。南側は現在桑畑等によって地形が

改変されており、過去の面影を残していないが、やはり中世に属する遺物を採集している。

　以上のように、現況の平面図からは柏尾廃寺跡が背後の養老山地に防御施設、行場、墓域をもち、

堂塔・院坊地区を中心として周囲に拡大していった遺跡である可能性が高いことがわかる。しかし、

平面図のみでは遺跡の時期的な変遷を探ることは難しく、ここではさらに採集遺物の情報を加えた分

析を行ってみたい。

0 100 20050 m

第１５４図　柏尾廃寺跡の採集遺物分布（S＝１／５,０００）
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第１５５図　柏尾廃寺跡の立地と構成（S＝１／２,５００）
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（３）柏尾廃寺跡の遺物分布と時期別組成

１．編年と時期区分

　柏尾廃寺跡の存続期間は採集遺物により古代から近世初頭にかけてであることが明らかにできてお

り、本考察ではこれを１０期に区分した（第１４表）。時期区分の指標については養老町の中世遺跡におい

て普遍的に出土する尾張型山茶碗の編年を基軸とし、これに須恵器、灰釉陶器、古瀬戸、常滑産瓷器

系陶器の研究成果を加えた＊。その併行関係については主に柴垣の研究に依拠している＊＊。

　なお、中国製陶磁器と山茶碗の併行関係については、小野木による研究に依った＊＊＊。

＊　　　尾野善裕２０００「猿投窯（系）須恵器編年の再構築」『須恵器生産の出現から消滅』
　　　　斎藤孝正１９９５「猿投、美濃、美濃須衛窯編年」『須恵器集成図録』３
　　　　藤澤良祐１９９４「山茶碗研究の現状と課題」『研究紀要』第３号　三重県埋蔵文化財センター
　　　　山内伸浩２００４「美濃（東濃）窯の山茶碗」『東海地方山茶碗研究の現在と課題』
　　　　藤澤良祐２００５「施釉陶器生産技術の伝播」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』
　　　　中野晴久２００５「常滑・渥美」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』
＊＊　　柴垣勇夫２００４「まとめ」『東海地方山茶碗研究の現在と課題』
＊＊＊　小野木学２００４「美濃の山茶碗」『第２３回　中世土器研究会』
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藤澤1994斎藤1995尾野2000 中野2005山内2004 藤澤2005
（東濃型） （尾張型） 

古瀬戸 常滑 柏尾廃寺跡 

（本考察） 

矢戸上野１ 

浅間窯下１ 
丸石３ 

谷迫間２ 

窯洞１ 

白土原１ 

明和１ 

大畑大洞４ 

生田２ 

大谷洞14

大洞東１ 

脇之島３ 

第１４表　編年対照表
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２．柏尾廃寺跡の地区分類について

　本考察では採集遺物の分布を測量調査で得られた平面図を元に分析していくが、ここではより詳細

な位置情報を得るため、平面図をさらに４５に分割し、採集遺物をそれぞれの地区に所属させた（第１５６

図）。地区分けは遺物分布と地形的なまとまりを重視しておこない、平坦面の境を決定している斜面

については地形の崩落を踏まえ、上段の地区に含めた。
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第１５６図　柏尾廃寺跡地区分類（S＝１／３,２００）
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３．遺物の分類について

　今回の測量調査で確認できた遺物は、須恵器、灰釉陶

器、土師器、瓦質土器、山茶碗、古瀬戸、瓷器系陶器

（常滑産、猿投産、美濃須衛産、産地不明）、瀬戸・美濃

製品（以下瀬戸美濃とする）、中国製陶磁器、近世陶器、

石製品、瓦であり、それらの器種分類については、用途

を重視し、貯蔵具（壺・瓶子・甕）、食膳具（椀、皿類）、

調理具（鉢類、擂鉢、卸皿、ホウロク、石臼）、喫茶具

類（天目茶碗・茶入・茶臼）、仏具（花瓶・燭台・香炉・

筒形の容器）、その他（桶・合子・火鉢）に細別した（第

１５表）。なお、判断のつかないものは不明として一括し

ている。また、瓦については組成分析の対象とはせず、

個別に分析を行った。計量については宇野の示した破片

数計測法を用いる＊。

調理具 喫茶具類 

食膳具 

その他 貯蔵具 

須恵器 

山茶碗 
古瀬戸 

瓷器系陶器 

土師器 

近世陶器 

灰釉陶器 中国製陶磁器 

器種 

種類 瀬戸美濃 

仏具 

種類 用途 破片数 
土師器 食膳具 9 （ 64.3% ） 

調理具 2 （ 14.3% ） 
不明 3 （ 21.4% ） 
小計 14 [ 1.1% ] 

国産陶器 
須恵器 貯蔵具 9 （ 90.0% ） 

食膳具 1 （ 10.0% ） 
小計 10 [ 0.8% ] 

灰釉陶器 食膳具 6 （ 100% ） 
小計 6 [ 0.5% ] 

山茶碗 食膳具 65 （ 71.4% ） 
調理具 26 （ 28.6% ） 
小計 91 [ 7.4% ] 

古瀬戸 貯蔵具 297 （ 80.1% ） 
食膳具 24 （ 6.5% ） 
調理具 12 （ 3.2% ） 
喫茶具類 6 （ 1.6% ） 
仏具 6 （ 1.6% ） 
その他 5 （ 1.3% ） 
不明 21 （ 5.7% ） 
小計 371 [ 30.0% ] 

瓷器系陶器 貯蔵具 555 （ 97.4% ） 
調理具 4 （ 0.7% ） 
仏具 5 （ 0.9% ） 
不明 6 （ 1.1% ） 
小計 570 [ 46.1% ] 

瓦質土器 その他 1 （ 100% ） 
小計 1 [ 0.1% ] 

瀬戸美濃 食膳具 2 （ 5.0% ） 
調理具 36 （ 90.0% ） 
喫茶具類 2 （ 5.0% ） 
小計 40 [ 3.2% ] 

近世陶器 貯蔵具 18 （ 39.1% ） 
食膳具 2 （ 4.3% ） 
調理具 12 （ 26.1% ） 
喫茶具類 1 （ 2.2% ） 
不明 13 （ 28.3% ） 
小計 46 [ 3.7% ] 

中国製陶磁器 
青磁 貯蔵具 1 （ 33.3% ） 

食膳具 2 （ 66.7% ） 
小計 3 [ 0.2% ] 

白磁 貯蔵具 8 （ 88.9% ） 
食膳具 1 （ 11.1% ） 
小計 9 [ 0.7% ] 

磁器 食膳具 1 （ 100% ） 
小計 1 [ 0.1% ] 

石製品 調理具 2 （ 66.7% ） 
喫茶具類 1 （ 33.3% ） 
小計 3 [ 0.2% ] 

不明 貯蔵具 18 （ 25.4% ） 
食膳具 4 （ 5.6% ） 
調理具 1 （ 1.4% ） 
喫茶具類 3 （ 4.2% ） 
不明 45 （ 63.4% ） 
小計 71 [ 5.7% ] 

総計 1236 

第１５表　柏尾廃寺跡測量調査採集遺物組成

第１５７図　凡例

＊　宇野隆夫１９９２「食器計量の意義と方法」『国立歴史民俗博物館研究報告』第４０集
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４．採集遺物の時期別組成と分布（第１５８～１６０図）

１期　（８世紀）

　採集できた遺物片の総数は８片であり、全て須恵器である。器種別の組成では、貯蔵具が８７.５％（７

片）、食膳具１２.５％（１片）で一見貯蔵具が多くを占めているが、個体として考えればそれほどの差は

ないだろう。遺物の分布する地区は３区、４区、１２区、１３区であり、遺物数は少ないものの堂塔地区

を中心として採集されている。

２期　（９世紀から１１世紀後半）

　６片の遺物が採集できており、全て灰釉陶器の食膳具である。１期と同様、堂塔地区で集中して採

集されており、当地区が古代において既に継続的に利用されていることが分かる。

３期　（１１世紀末から１２世紀後半）

　採集できた遺物片の総数は１５片であり、全て山茶碗である。器種別組成は食膳具７３.３％（１１片）、調

理具２６.７％（４片）であり、４区、８区、１０区、１２区、１３区、１４区、１５区、３０区、３６区で採集できて

いる。４区は前段階に引き続き使用されているが、１・２期に比べ、遺物の分布範囲が広く、採集地

点の中心は堂塔地区よりやや低い院坊地区の上段に移る。
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第１５８図　柏尾廃寺跡採集遺物の時期別組成
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４期　（１２世紀末から１３世紀前半）

　採集できた遺物の総数は２９片に上る。これは１～３期の採集片の総数と同じであり、その存続期間

を考えれば、当期において遺物数が一気に増加したことがわかる。しかし、遺物の分布は前段階と大

きな変化はなく、墓域である１区や行場である２区での遺物の採集はみられない。採集できた遺物が

全て山茶碗であることや、器種別の組成が食膳具８６.２％（２５片）、調理具１３.８％（４片）と食膳具の比

率が高い点も３期と同様である。

５期　（１３世紀後半）

　採集できた遺物数は４期とほぼ同じ２８片であるが、種類別組成は山茶碗５７.１％（１６片）、古瀬戸７.１％

（２片）、瓷器系陶器２８.６％（８片）、中国製陶磁器７.１％（２片）と多様であり、器種別組成においても、

貯蔵具３５.７％（１０片）、食膳具５０.０％（１４片）、調理具１４.３％（４片）と中世においてはじめて貯蔵具が

一定量を占める。遺物の分布する地区数も７期に次いで広く、１区と２区で初めて遺物が確認できる

のも当期である。そのため、５期は柏尾廃寺跡の主要部分全体に遺物が分布する時期と評価できるだ

ろう。

６期　（１３世紀末から１４世紀後半）

　採集できた遺物の総数は４７片に上り、遺物片数では７期に次いで多い。種類別組成は山茶碗６.４％

（３片）、古瀬戸７２.３％（３４片）、瓷器系陶器２１.３％（１０片）であり、古瀬戸の比率が高く、器種別組成

では貯蔵具７８.７％（３７片）、食膳具８.５％（４片）、調理具８.５％（４片）、喫茶具類４.３％（２片）であり、

中世において貯蔵具が最も高い比率を示す時期である。採集遺物の半数近くが墓域である１区に集中

したことがその原因であろう。また、当期より喫茶具類が一定量確認できるようになる。

　一方、遺物の分布する地区は、１～４区、１２区、１４区、１５区、２３区、３０区と５期に比べやや少ない。

５期より６期のほうが期間は長く、遺跡南側での一時的な採集遺物の減少と墓域周辺に遺物採集地点

が集中することが当期の大きな特徴である。垂井町の栗原九十九坊跡や海津市の行基寺など周辺に位

置する中世寺院には、南北朝時代に消失したとされている記録もみられ、当期における遺物分布の縮

小化は当遺跡にとどまらず、周辺の複数の中世寺院を含めた動向と連動したものである可能性を考え

ておきたい＊。なお、こうした中でも３０区が３期以降１０期に至るまで継続的に遺物が採集できている

ことは注目できる。

７期　（１４世紀末から１５世紀後半）

　採集遺物数が６８片、遺物が採集できた地区数は１９に上り、遺物量とその分布範囲が全時期を通じて

ピークを迎える時期である。種類別組成は、山茶碗２.９％（２片）、古瀬戸６９.１％（４７片）、瓷器系陶器

２７.９％（１９片）と６期に変わらず古瀬戸の比率が高いものの、器種別組成では、貯蔵具５０.０％（３４片）、

食膳具１９.１％（１３片）、調理具１３.２％（９片）、喫茶具類４.４％（３片）、仏具８.８％（５片）、その他４.４％

（４片）と最も器種構成が多様であるという結果が得られている。貯蔵具の比率が減少し、代わって食

膳具の比率が増加しており、喫茶具類や仏具も全体の１割程度を占めている。墓域の遺物量はやや少

なくなっているが、当期が柏尾廃寺跡の最盛期であっただろう。なお、紀年銘が確認できる最も古い

石仏の年号は應永９年（１４０２）であり、石仏が出現するのも当期からであると考える＊＊。

＊　　垂井町１９９６『新修垂井町史通史編』
　　　南濃町１９８２『南濃町史』
＊＊　小川栄一１９３９「柏尾廢寺阯」『岐阜県史蹟名勝天然記念物報告書』第八輯
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第１５９図　柏尾廃寺跡時期別遺物分布１
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８期　（１５世紀末から１６世紀前半）

　採集できた遺物の総数は２８片であり、その種類別組成は瓷器系陶器２１.４％（６片）、瀬戸美濃７８.６％

（２２片）である。器種別組成では貯蔵具２１.４％（６片）、調理具７１.４％（２０片）、喫茶具類７.１％（２片）

であり、急激に調理具の比率が増加する。紀年銘資料が最も多く確認できている時期でもあり、永禄

２年（１５５９）の柏尾寺の記載をもつ棟札や竜潭寺所蔵の天文２３年（１５５４）濃州多藝庄柏尾寺の墨書を

もつ阿弥陀如来像は８期から９期への過渡期の中でつくられたものであろう＊。墓域で遺物が採集で

きる最後の時期であり、遺跡の主要部分において遺物が採集できるのは当期までである。

９期　（１６世紀後半）

　７片の遺物を採集できているが、墓域をはじめ、寺の中心をなした地区においてほとんど遺物が確

認できなくなっている。柏尾廃寺跡をはじめとした養老山地に林立する中世山岳寺院が廃絶したとさ

れる時期も１６世紀後半であり、測量調査の成果と整合する（第２章参照）。

　採集遺物は全て瀬戸美濃であり、器種別組成は食膳具２８.６％（２片）、調理具７１.４％（５片）で８期

同様調理具が多い。

１０期　（１７世紀以降）

　当期の遺物片数は１３片で、種類別組成は中国製陶磁器１５.４％（２片）、近世陶器８４.６％（１１片）で器

種別組成は貯蔵具７.７％（１片）、食膳具１５.４％（２片）、調理具６９.２％（９片）、喫茶具類７.７％（１片）

である。９期同様遺跡の主要部分に遺物は分布しない。

５．小結

　以上から柏尾廃寺跡の遺跡としての出現は８世紀にまで遡り、１～２期にあたる古代において既に

堂塔地区を中心に遺物が分布している。そして中世になると採集遺物数は急激に増加し、その分布も

広範にわたる。ただし、遺物の種類や器種組成が多様化するのは５期からであり、現在確かなところ

では墓域から遺物が確認できるのも５期からである。以降ほぼ８期まで、柏尾廃寺跡の主要部分から

遺物を継続的に採集できるが、９期になって遺物数は急激に減少する。

　なお、今回の遺跡詳細分布調査では養老山地での古代の遺物散布はほとんど確認できておらず、当

遺跡の古代における様相は養老町の古代遺跡の一般的傾向とは異なっている。

　そのため、柏尾廃寺跡は古代には既に養老山麓の奥まった場所に山林修行場を思わせる場所をもっ

ていたと考えておきたい。そして、１２世紀末以降その一帯を中心として周囲に諸施設を増加させて

いっただろう。しかし、柏尾廃寺跡が諸施設を体系的に整備し、中世山岳寺院としての機能を本格的

に発揮したのは遺物の種類や器種組成が多様化し、墓域が形成される１３世紀後半からであったと考え

る。その後、遺跡は１４世紀末から１５世紀後半に最盛期をもち、１６世紀中頃まで継続するが、１６世紀後

半になって急激に衰退していく。

　ただ、それぞれの区をみれば遺跡の出現から廃絶まで一貫して存続した区はなく、それぞれの時期

毎に空間的な様相がある程度変化していることがわかる。

＊　小川栄一１９３９「柏尾廢寺阯」『岐阜県史蹟名勝天然記念物報告書』第八輯
　　養老町文化財保護協会１９９０「旅をした“ほとけ”」『養老町の文化財』第７５号



第３章　考　　察　　１３５

（４）柏尾廃寺跡内の採集遺物にみる多様性

１．主要地区での採集遺物の組成

　中世寺院跡において出土する遺物は、仏具や喫茶関連遺物、瓦など寺院を特徴づける特殊なものを

除けば領主館等の他の中世遺跡と大きな変化がないことが指摘されているが、一方で寺院内の諸施設

は、墓域や仏像や経典を祀る堂塔地区、寺院経営の施設が置かれる院坊地区、防御施設、山岳修行を

実践する行場など多様な機能と目的をもっていることが明らかにされている＊。そのため、ここでは

採集遺物片数の多かった地区を中心に、柏尾廃寺跡内のそれぞれの地形的なまとまりの遺物組成にど

のような相違があるのかについて分析してみたい。

　分析については前項と同様の方法を採り、瓦と鉄滓の散布状況については別に図示した（第１６１～

１６４図）。

１区

　雛壇状の地形に山石を配置し、地区全体に蔵骨器と推測できる遺物片や石仏、五輪塔、宝篋印塔な

どの石造物が散乱している地区である。墓域と考えている地区であり、その構造は滋賀県の敏満寺遺

跡石仏谷墓跡とよく似ている＊＊。

　２８９片の遺物を採集できており、時期別にみれば６期にピークをもつ。種類別組成では、土師器

０.７％（２片）、山茶碗０.７％（２片）、古瀬戸５０.５％（１４５片）、瓷器系陶器４６.７％（１３４片）、中国製陶磁

器１.４％（４片）であり、そのほとんどを古瀬戸と瓷器系陶器が占める。器種別の組成では貯蔵具９６.９％

（２７８片）、食膳具１.４％（４片）、調理具１.７％（５片）であり、そのほとんどが貯蔵具である。蔵骨器と

して使用されたものが多いだろう。また、中国製陶磁器の中には白磁の壺が含まれている。

　この結果は墓域の性格をよく裏付けていると考えるが、古瀬戸と瓷器系陶器の比率がほぼ同じであ

ることは他の岐阜県内の清水経塚や長福寺遺跡、不破一色遺跡、日野不動洞遺跡のように古瀬戸がほ

とんどを占める中世墓とは異なる様相である＊＊＊。なお、紀年銘をもつ石造物のピークは８期であり、

７期以降１区が衰退するかどうかの評価についても慎重に判断する必要があるだろう（第２章参照）。

２区

　基壇跡及び墓域の背後に位置し、小規模の平坦面と切り立った露石に囲まれた中規模の平坦面、さ

らに洞穴をもつ地区である。養老山地への登山道の入口でもあり、行場と考えている。

　採集遺物片数は３７片で、種類別組成では、山茶碗２.９％（１片）、古瀬戸３２.４％（１１片）、瓷器系陶器

５８.８％（２１片）、中国製陶磁器２.９％（１片）、近世陶器２.９％（１片）であり、１区と同様に古瀬戸と瓷

器系陶器が組成の中心を占める。器種別組成でも貯蔵具８２.９％（２９片）、調理具２.９％（１片）、仏具

１４.３％（５片）であり、やはり１区同様貯蔵具の比率が高い。１区に隣接し、遺物の採集地点が１区

に近いものが多いことが組成に大きく影響しているだろう。

　ただし、採集片数は少ないものの洞穴に近い養老山地への登山道入口付近でも遺物は採集できてお

＊　　　水澤幸一２００６「土器と陶磁器」『中世寺院の多様性』季刊考古学第９７号
　　　　時枝　務２００６「中世寺院の諸問題」『中世寺院の多様性』季刊考古学第９７号
　　　　坂井秀弥２００６「中世寺院関連遺跡の調査とその保護－特集にあたって－」『月刊文化財』１１月号（５１８号）
＊＊　　多賀町教育委員会２００５『敏満寺遺跡石仏谷墓跡』
＊＊＊　藤澤良祐２００１「埋納された古瀬戸製品－特に大型壺・瓶類を中心として－」『瀬戸市歴史民俗資料館　研究紀要ⅩⅧ』
　　　　小野木学２００６「岐阜県の中世墓」『墓場の考古学』
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第１６１図　柏尾廃寺跡採集遺物の地区別種類組成
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第１６２図　柏尾廃寺跡採集遺物の地区別器種組成
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第１６４図　柏尾廃寺跡の鉄滓の分布（S＝１／５,０００）
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第１６３図　柏尾廃寺跡の瓦の分布（S＝１／５,０００）
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り、中には美濃須衛産の筒型の容器（経筒？）も確認できている。その景観とともに当地区が寺院の

中にあって特殊な役割を果たしたことを示しているだろう。

３区

　規模の大きい平坦面の中でも最高所に位置しており、礎石群や基壇跡をもつ地区である。堂塔地区

と評価し、遺跡の中心的役割を果たしたと考えている。ただ、瓦は採集できていない。

　採集できた遺物の破片数は２９片で、種類別組成では須恵器３.８％（１片）、土師器７.７％（２片）、山茶

碗１１.５％（３片）、古瀬戸５０.０％（１３片）、瓷器系陶器２１.３％（６片）、瀬戸美濃３.８％（１片）である。

器種別組成では、貯蔵具６６.７％（１８片）、食膳具２５.９％（７片）、調理具３.７％（１片）、喫茶具類３.７％

（１片）であり、２区同様１区に接しているため、少なからずその影響を受けているだろう。しかし、

比較的多様な種類をもち、古瀬戸の比率が高く、喫茶具類が確認できていることは注目できる。

４区

　墓域、行場、堂塔地区に隣接する地区で、西から東へ緩やかな斜面になっている。柏尾廃寺跡で最

も継続的に利用された地区である。山地と中位段丘面の境に立地しており、その北側は深い谷になっ

ているにも関わらず、谷の手前には土塁を形成している。地区内には主に墓域から発掘した石仏、石

塔を集めて造った千体仏があり当地区の組成にも少なからず墓域の影響が想定できるだろう。

　採集遺物の総破片数は３０１片に上り、種類別組成では須恵器１.８％（５片）、灰釉陶器２.１％（６片）、

土師器０.４％（１片）、山茶碗３.５％（１０片）、古瀬戸４５.７％（１２９片）、瓷器系陶器４４.７％（１２６片）、中国

製陶磁器０.７％（２片）、近世陶器１.１％（３片）と種類は豊富であるが、これまでと同様に古瀬戸と瓷

器系陶器の比率が高い。器種別組成は貯蔵具８９.９％（２４９片）、食膳具６.１％（１７片）、調理具２.９％（８

片）、喫茶具類０.４％（１片）、仏具０.７％（２片）と多器種にわたり、喫茶具類や仏具が確認できるもの

の貯蔵具の比率が約９割を占めている。

５区

　院坊地区南側の最高所に位置し、平坦面や土塁、溝などの地形が残された地区である。東側斜面の

勾配はきつく、東側の低い平坦面からは隔絶されている。

　５７片の遺物を採集できており、種類別組成は山茶碗３.８％（１片）、古瀬戸２３.１％（６片）、瓷器系陶

器６５.４％（１７片）、瀬戸美濃７.７％（２片）で古瀬戸の比率がやや低く、器種別組成では貯蔵具６９.２％

（１８片）、食膳具１５.４％（４片）、調理具１１.５％（３片）、喫茶具類３.８％（１片）という結果が得られて

いる。やはり貯蔵具が多いが、食膳具と調理具が一定量確認でき、喫茶具類もある。器種組成からは

北側に隣接する３区によく似ているだろう。しかし、当区では軒丸瓦、軒平瓦を含む２９片に上る瓦が

採集できており、３区とは異なり瓦葺きの建物があった可能性がある。

６区

　西側に堂塔地区、南側では５区に隣接する地区で、平坦面や土塁、溝のほか８・９区との境を決定

している斜面に石積みが残存している。また少数であるが石仏や石塔も確認できた。

　採集できた遺物の総破片数は１８片で、種類別組成は土師器１３.３％（２片）、山茶碗２６.７％（４片）、古

瀬戸１３.３％（２片）、瓷器系陶器４６.７％（７片）で、その器種別組成は貯蔵具５３.３％（８片）、食膳具

３３.３％（５片）、調理具１３.３％（２片）である。土師器と山茶碗の比率が高く、古瀬戸の比率が低い。

その結果、食膳具の比率が高くなっている。また、瓦が２片採集できている。
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８区

　６区の東に隣接した、小規模な三角形の平坦面をもつ区画である。９区とは一連の地形である可能

性があるが、周囲は急な斜面で囲まれており、比較的広い平坦面をもつ地区が多い中でやや異質な地

形である。

　採集できた遺物は１４片であるが、面積に比べればその採集遺物数は多いと評価できるだろう。種類

別組成は山茶碗６６.７％（８片）、古瀬戸８.３％（１片）、瓷器系陶器８.３％（１片）、中国製陶磁器８.３％

（１片）、近世陶器８.３％（１片）であり、山茶碗の比率が高く、中国製陶磁器も少量確認できている。

器種別組成では、貯蔵具２５.０％（３片）、食膳具６６.７％（８片）、調理具８.３％（１片）という結果が得

られた。

　他の地区に比べ、種類が多様で古瀬戸や瓷器系陶器の比率が低く、用途では食膳具の比率が非常に

高い。さらに瓦が２片採集できているが、その地形からは僧坊など通常の施設が配置された地区とは

考えにくく、瓦葺きの建物を配置するにも平坦面の規模が小さい。周囲の規模の大きい平坦面とは性

格を異にした地区であろう。

１２区

　院坊地区のほぼ中央に位置し、規模の大きい平坦面をもつ地区である。地区の中心の一段高い部分

に小規模の平坦面をもつが、本考察ではこの平坦面を区別していない。集石や数点の五輪塔が確認で

きており、北端には図化はできていないが、小規模な土塁状の高まりがある。

　採集できた遺物の総破片数は８９片で、種類別組成では、須恵器１.３％（１片）、土師器３.９％（３片）、

山茶碗２６.３％（２０片）、古瀬戸１３.２％（１０片）、瓷器系陶器３６.８％（２８片）、瀬戸美濃１４.５％（１１片）、中

国製陶磁器３.９％（３片）という結果が得られている。器種別組成では貯蔵具３８.７％（２９片）、食膳具

３３.３％（２５片）、調理具２０.０％（１５片）、喫茶具類５.３％（４片）、仏具２.７％（２片）である。４区に次い

で継続的に利用された地区であり、種類及び器種の組成では最も多様な結果を示す地区である。中で

も食膳具、調理具の比率が高く、喫茶具類と仏具が確認されていることは重視しておきたい。さらに

当区では５片の瓦が採集できており、瓦葺きの建物があった可能性がある。

１３区

　１２区に隣接し、院坊地区の中央に位置する地区であるが、周囲の地区との境を成す斜面が低いこと

が目をひく。なお上段に位置する１１区との境の斜面には石積みが良好に残存している。

　採集できた遺物の総破片数は３７片で、種類別組成では須恵器３.１％（１片）、山茶碗１５.６％（５片）、

古瀬戸１２.５％（４片）、瓷器系陶器５９.４％（１９片）、瀬戸美濃６.３％（２片）、近世陶器３.１％（１片）で、

器種別組成では貯蔵具６６.７％（２２片）、食膳具１８.２％（６片）、調理具９.１％（３片）、その他６.１％（２

片）という結果が得られた。食膳具が一定の割合を占め、古瀬戸の比率がやや低い。瓦も１片採集で

きており他の院坊地区の上部に位置する区と類似した傾向を示している。

１４区

　１３区と現在の道路を挟んで接する地区であり、１３区と一連の地形で捉えられる可能性のある地区で

ある。２１区とも地形的なつながりをもっており、当地区一帯はそれぞれの平坦面の紐帯が強いと評価

できるだろう。

　採集できた総破片数は８８片に上り、種類別組成は山茶碗６.７％（５片）、古瀬戸２４.０％（１８片）、瓷器

系陶器６２.７％（４７片）、瀬戸美濃６.７％（５片）である。器種別組成は貯蔵具６９.９％（５１片）、食膳具１１.０％
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（８片）、調理具１６.４％（１２片）、喫茶具類１.４％（１片）、仏具１.４％（１片）である。種類も器種もおお

よそ１３区と類似した結果を示しているが、喫茶具類と仏具が確認できている点が相違している。瓦に

ついても１１片が採集できており、瓦葺きの建物があった可能性がある。

１８区

　院坊地区の中央付近に位置する地区でやはり周囲の平坦面との境が低く、一部はつながっている。

採集遺物の総破片数は２３片で、種類別組成では山茶碗５.３％（１片）、古瀬戸１５.８％（３片）、瓷器系陶

器５２.６％（１０片）、瀬戸美濃２６.３％（５片）で、器種別組成では貯蔵具６１.１％（１１片）、食膳具５.６％（１

片）、調理具２７.８％（５片）、その他５.６％（１片）という結果が得られている。なお、その他の遺物は

合子である。調理具の比率が高いのは瀬戸美濃の比率がやや高いことによるものだろう。

２３区

　院坊地区でもやや低い場所に位置する地区で、小規模の南北に伸びる細長い平坦面をもっている。

北側に隣接する２４区の境には土塁と堀をもつ一方、南側の地区とは境が明瞭でない。

　採集できた遺物の総破片数は２６片で、種類別組成は土師器４.２％（１片）、古瀬戸２０.８％（５片）、瓷

器系陶器２５.０％（６片）、瀬戸美濃１２.５％（３片）、近世陶器３７.５％（９片）である。器種別組成では貯

蔵具５７.１％（８片）、調理具３５.７％（５片）、喫茶具類７.１％（１片）という結果が得られており、食膳

具が確認できていない。

３０区

　遺跡中心部からやや南東に外れた地点に位置している地区で、規模の大きい平坦面をもっている。

採集片数は７０片を数え、柏尾廃寺跡の中でも利用期間は長い。種類別組成では、土師器１.６％（１片）、

山茶碗９.７％（６片）、古瀬戸６.５％（４片）、瓷器系陶器６１.３％（３８片）、瀬戸美濃６.５％（４片）、中国製

陶磁器３.２％（２片）、近世陶器１１.３％（７片）で、器種別組成では、貯蔵具７７.１％（５４片）、食膳具

１２.９％（９片）、調理具１０.０％（７片）である。寺院を特徴づけるような遺物は確認できていないが、

柏尾廃寺跡の存続期間のほとんどで利用されていることには注意が必要であろう。なお、南東約６０m

の付近では鉄滓が集中して採集できており、所属時期が明らかでないが、周囲一帯に手工業生産を行

う地区があった可能性がある。

２．小結

　以上のように各地区の採集遺物の組成は一様ではなく、寺院内においても地形のまとまり毎に多様

な性格をもつ施設が配置されていたことが伺える。

　中でも特に注目しておきたいものは、平坦面を中心とする地区での仏具や喫茶具類、瓦の散布状況

である（第１６５図）。これらは寺院の中でも中枢の地区で多く用いられたとみられるが、そのうち仏具

及び喫茶具類の分布は堂塔地区に含まれる４区と院坊地区の中でも高位の位置にある１２・１４区の２つ

の中心をもつ。瓦についても１２・１４区の範囲に多数分布している。ただし、堂塔地区には瓦は分布し

ていない。なお、１４区より低い地区では仏具や瓦は分布しない。

　また、堂塔地区では古瀬戸の比率が高く、食膳具が一定量の比率を占めているが、瓦の分布する院

坊地区は遺物の種類が多様で古瀬戸の比率がやや低く、食膳具の比率が高い。一方、瓦が分布せず、

喫茶具類のみが確認できる院坊地区の下部では採集遺物数も少なく、古瀬戸の比率が著しく低いこと

が指摘できる。
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　このような結果から、柏尾廃寺跡は１区に墓域、２区及び背後の養老山地に行場と防御施設、３・

４区に堂塔、５～２９区に寺院経営の施設である院坊、３０区周辺に鉄製産に関わる手工業施設があった

と考えておきたい。そして、院坊地区はおおよそ上部と下部で採集遺物の様相が大きく異なる。
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第１６５図　柏尾廃寺跡の喫茶具類と仏具の分布
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第１６６図　柏尾廃寺跡の土師器皿の分布
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　土師器皿の散布状態についても墓域や堂塔地区、院坊地区の上段に分布が限られており、これらの

地区が遺跡内においても特別な場所であったことがわかるだろう（第１６６図）。

（５）採集遺物にみる柏尾廃寺跡の形成過程と施設配置

　中世寺院の空間は、堂塔地区や寺院経営のための院坊地区、墓域、防御施設、行場、さらにこうし

た施設の周囲に広がる寺院の領域など多様な性格をもつ場を包括して形成される＊。また、院坊地区

でも宿泊機能をもつものや商業施設が配置されるものがあるように、それぞれの施設においても単純

には割り切れない多様性があることが明らかになってきている＊＊。そのため、中世寺院の形成過程や

諸施設の配置については最終的には発掘調査により詳細に確認していく必要があるが、本例のような

発掘調査を伴わない測量調査からもかなりの推測が可能であろう。

　柏尾廃寺跡はおおよそ８世紀に堂塔地区を中心とした狭い範囲に遺跡として出現するが、１３世紀以

降、堂塔・院坊・防御施設・墓・行場など急速に寺院としての施設を整え、その規模を拡げていく。

そうした中において、標高が高くなるにしたがって古瀬戸の比率が高く、また土師器皿についても高

い地区で多く採集されていることは柏尾廃寺跡の施設配置を考える上で大きな手がかりになるだろう。

宇野は中世の食器様式の研究から、地域の中枢的な遺跡や場ほど古瀬戸や土師器の比率が高いことを

明らかにしており、柏尾廃寺跡においても高い場所に設置された平坦面ほど、遺跡の中で中枢的な役

割を果たした施設があったと考える＊＊＊。平坦面群の一番奥まった場所やその背後は、防御施設や墓

域、行場、堂塔地区であり、これらに次いで標高の高い５～６区周辺と喫茶具類や仏具、瓦が多数分

布する１２・１４区周辺の２ヶ所が高僧の居住した僧坊の候補にあがるだろう。なお、このうち５・６区

は下段に位置する平坦面との境が明瞭である一方、礎石群をもつ平坦面との境があまり明瞭でなく堂

塔地区と一連の性格をもつ可能性がある。そのため、現段階では１２・１４区が格の高い僧侶が居住した

地区であり、この地区を中心として院坊地区の施設が配置されていたと考えておきたい。なお、当遺

跡は西から東へと低くなる傾斜面に立地しているが、同程度の高さをもつ平坦面については北側の平

坦面に区画の明瞭なものが多い。地形の傾斜に沿った東西方向だけでなく、南北方向も意識されてい

た可能性があるだろう。そして、柏尾廃寺跡の高僧は１２・１４区において瓦葺きの建物に居住したか瓦

を用いる何らかの施設を設けた可能性が高いと考える。一方、堂塔地区では瓦を葺かない建物が主体

であっただろう。

　また、寺院に付属する中世墓のなかには、開祖など高僧の墓所を核として付近に一般民衆の共同墓

地である惣墓を形成する事例がある＊＊＊＊。柏尾廃寺跡の墓域についても大型の石塔類は確認できてい

ないが、その規模は大きく本遺跡の僧侶のみの墓にとどまらない可能性が高い。さらに、当遺跡の墓

域では古瀬戸と瓷器系陶器がほぼ同じ割合を占めている。このことは、他の県内の中世墓の一般的傾

向と異なる様相であり、墓域に埋葬される対象が当遺跡の僧侶のみならず、多数の民衆までを含んで

いたことによるかもしれない。ただ、蔵骨器の種類が階層差を示す可能性は低いと推察している。

　なお、宇野は山岳宗教と山の資源管理や手工業生産が深く関わったことを指摘しているが、鉄滓が

＊　　　　　時枝　務２００６「中世寺社の考古学」『月刊文化財』１１月号（５１８号）
＊＊　　　　時枝　務２００６「中世寺院の諸問題」『中世寺院の多様性』季刊考古学第９７号
＊＊＊　　　宇野隆夫１９９７「中世陶器の生産と流通について」『（財）瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要第５輯』
＊＊＊＊　　白石太一郎２００５「中世墓地としての敏満寺石仏谷墓地」『敏満寺遺跡石仏谷墓跡』
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集中し、寺院の存続期間を通じて、継続的に利用された３０区周辺をこうした手工業生産に携わった地

区と考えておきたい＊。

　そして、こうした遺跡の中心的役割を果たした地区において遺物がほとんど採集できなくなる１６世

紀後半には寺院としての性格は失われていただろう。

（６）おわりに

　養老町の中世の幕開けには平地においても多数の遺跡が出現した。そうした時代の画期に養老山麓

に多数の寺院跡が出現することは、平地の集落の増加とも深く関わっていただろう。山岳寺院は規模

が大きく、複雑な構造をもつため、その性格を明らかにするためには、個々の遺跡を詳細に分析する

ことが必要である。本考察では、養老山地の寺院跡の中でも重要な位置を占めたであろう柏尾廃寺跡

において主に測量調査と採集遺物の成果から分析を行った。これにより柏尾廃寺跡は古代に起源をも

ち、中世を中心として体系的に整備された山岳寺院跡であると考えた。さらにその内容については、

防御施設や行場、墓域、堂塔、院坊、生産域からなる構造を明らかにし、それぞれに用いられた道具

類の相違についても情報を得ることができた。

　測量調査や遺物採集で得られた情報は発掘調査ほど詳細な分析を行うことは困難である反面、広い

範囲に及ぶ遺跡の動向を知る上では有効である。今後これらを基礎資料としつつ、発掘調査などに

よってさらに検討を加えていくことが次の課題であろう。

４　養老町における中世前期の遺跡の様相

（１）　はじめに

　西濃地方に所在する養老町は、主に養老山地、南宮山の一部とその麓に形成された扇状地、揖斐川

や各小中河川などが形成した沖積低地からなる。また、これらの河川は、中世において海岸部と内陸

部をつなぐ重要な交通路であっただろう。

　このような環境をもつ当地域において、今回の分布調査では多くの中世遺跡を確認することができ

ている。本考察では、その中でも採集遺物数の比較的多い６ヶ所の遺跡を対象として、その採集遺物

の種類別組成と山茶碗の胎土分析から養老町の各中世遺跡の様相を明らかにすることを目的とする

（第１６７図、第１６表）。

　中世遺跡の性格を探るうえで、遺物組成の研究が有効であることが先学によって指摘されているが、

その中でも食膳具において同一の地域・時期であれば、格上の遺跡あるいは地区の方が土器食膳具の

比率が高く、また、遺跡によっては格の高い建物域ほど出土遺物量が多く、土師器皿、中国製陶磁器

の比率の高い事例があることも指摘されている＊＊。

　また、東海地方では、灰釉陶器の系譜をひく無釉の陶器である山茶碗が多く流通している。この山

＊　　宇野隆夫２００１『荘園の考古学』
＊＊　宇野隆夫１９９７「中世食文化の諸相　中世食器様式の意味するもの－計量分析による使用法の復元－」『国立歴史民俗博物館研究報告』第

７１集
　　　小野木学２００５「中世の建物域と遺物組成」『柿田遺跡』岐阜県教育文化財団文化財保護センター調査報告書第９２集
　　　川井啓介１９９４「中世集落遺跡の分析方法の一事例」『室遺跡』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第４９集
　　　川井啓介２０００「三河地域の中世集落」『研究紀要』第１号　愛知県埋蔵文化センター



第３章　考　　察　　１４５

茶碗は東海地方の各地の古窯で、１１世紀末ごろより生産されており、胎土の違いにより荒肌手山茶碗

と均質手山茶碗の２系統に分類でき、主に荒肌手山茶碗は知多窯、猿投窯、瀬戸窯で、均質手山茶碗

は東濃の諸窯や一部の瀬戸窯で生産されている。この２系統の山茶碗は地域や時期によって主体とな

る系統が異なるが、荒肌手山茶碗と均質手山茶碗が互いに競合関係にあり、多くの地域では荒肌手山

茶碗から均質手山茶碗に主体を移行することが明らかにされている＊。

　そのため、それぞれの中世遺跡において分布調査で得られた採集遺物を基とし、山茶碗の消長や種

類別組成の分析を行えば各遺跡の様相の一端を明らかにすることができると考える。また採集遺物の

多い室原東遺跡においては遺跡内における遺物組成の分析から内部の様相についても検討する。こう

して得られた情報は、養老町における中世前期社会のあり方を明らかにするうえでも役立つと考える。
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第１６７図　養老町の中世遺跡の位置

第１６表　分析対象の中世遺跡と灰釉陶器・山茶碗の消長

＊　藤澤良祐１９９４「山茶碗研究の現状と課題」『研究紀要』第３号　三重県埋蔵文化財センター
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（２）　養老町における中世遺跡の種類別組成と山茶碗の消長及び競合関係

　前述したように遺物組成から様々な遺跡の性格が明らかにされている。ここでは、採集遺物の種類

別組成から各遺跡の様相を明らかにしていく。また、各遺跡において採集されている山茶碗について

もその消長と荒肌手山茶碗と均質手山茶碗の比率の変遷を明らかにする。

１．分析方法

　分析対象となる遺物は、分布調査で採集されたものであり、種類・器種は、土師器、灰釉陶器、山

茶碗（椀・小椀・小皿）、古瀬戸、瓷器系陶器、中国製陶磁器である。時期別組成では、山茶碗及び中

世前期の山茶碗の様相をより明らかにすることを目的として第１，２型式の灰釉陶器についても分析対

象としている。時期設定については、藤澤の分類に従い、第１型式から第１１型式を大きく第１，２型式、

第３，４型式、第５型式、第６，７型式、第８，９型式、第１０，１１型式の６つに分けた＊。編年は各生産地の

研究に従い、その併行関係については柴垣の研究に依った＊＊。

　本稿の時期別計量による比較は時期判別が容易な底部を扱い、底部計測法を用いた＊＊＊。また、種類

別組成については、破片数を基にした。なお、日吉遺跡と室原東遺跡についての山茶碗の分析は、全

ての破片を対象としておらず、採集地点を無作為に選び計量をおこなった。

２．対象遺跡の分析結果（第１６８～１７０図）

１　日吉遺跡

　日吉遺跡の種類別組成では、土師器１１.３％（６２片）、山茶碗７９.２％（４３４片）、古瀬戸４.７％（２６片）、

瓷器系陶器４.４％（２４片）、中国製陶磁器０.４％（２片）であった。

　分析対象の山茶碗の総個体数は１３.８個体であり、灰釉陶器である第１，２型式の遺物及び第３型式の

山茶碗が少量確認できる。個体数のピークは第５型式であり、次いで第４型式となる。第６型式以降

は個体数が激減し、第８型式以降にはほとんど確認できない。競合関係においては、第３，４型式から

第６，７型式までは荒肌手山茶碗が９０％以上占めるが、第８，９型式においては、均質手山茶碗が約６０％

を占め主体が移行している。

２　室原東遺跡

　室原東遺跡の種類別組成では、土師器４.１％（６０片）、山茶碗８８.９％（１３００片）、古瀬戸０.７％（１０片）、

瓷器系陶器５.７％（８４片）、中国製陶磁器０.６％（９片）であり、その他に須恵器系陶器１片が採集でき

た。

　分析対象の山茶碗の総個体数は、１１２.６個体であり、灰釉陶器である第１，２型式の遺物が少量確認で

きる。第３型式より個体数は増加しており、ピークは第５型式である。第６型式より個体数は減少し、

第７型式以降にはほとんど確認できない。競合関係においては、日吉遺跡と同様に第８，９型式より均

質手山茶碗が主体となっていく。

＊ 藤澤良祐１９９０『尾呂－愛知県瀬戸市定光寺カントリークラブ増設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』
 藤澤良祐１９９４「山茶碗研究の現状と課題」『研究紀要』第３号　三重県埋蔵文化財センター
＊＊ 柴垣勇夫２００４「まとめ」『東海地方山茶碗研究の現在と課題』
＊＊＊ 宇野隆夫１９９２「食器計量の意義と方法」『国立歴史民俗博物館研究報告』第４０集
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第１６８図　各遺跡の種類別組成
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第１６９図　各遺跡の灰釉陶器・山茶碗の消長
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第１７０図　型式別山茶碗の競合関係



第３章　考　　察　　１４９

３　仲田遺跡

　仲田遺跡の種類別組成では土師器５２.３％（１６２片）、山茶碗４３.２％（１３４片）、古瀬戸２.３％（７片）、瓷

器系陶器１.９％（６片）、中国製陶磁器０.３％（１片）であり、土師器の比率の高さが注目できる。

　山茶碗の総個体数は、８.５個体であり、第５型式より遺物が確認できる。個体数のピークは第６型式

であり、第７型式以降減少していく。なお、第７、８型式には、瀬戸産の山茶碗が確認できている。競

合関係においては、第５型式から第６，７型式まではすべて荒肌手山茶碗であるが、第８，９型式に均質

手山茶碗が確認でき、第１０，１１型式にはすべて均質手山茶碗となる。

４　下笠遺跡

　下笠遺跡の種類別組成では、土師器６６.７％（５６片）、山茶碗２１.４％（１８片）、古瀬戸８.３％、（７片）、

瓷器系陶器３.６％（３片）であり、土師器の比率の高さが注目できる。

　山茶碗については、採集できた破片が少量のため詳細な分析を行えなかったが、第５、６型式の荒

肌手山茶碗と第１０型式の均質手山茶碗が確認できている。

５　柏尾廃寺跡

　柏尾廃寺跡の種類別組成では、土師器１.０％（１２片）、山茶碗９.３％（１１０片）、古瀬戸３７.１％（４３９片）、

瓷器系陶器５１.３％（６０７片）、中国製陶磁器１.３％（１５片）であった。

　山茶碗の総個体数は８.１個体であり、第４型式より確認でき、個体数のピークは第５型式となる。第

６型式より減少し、第７型式以降はほとんど確認できない。競合関係においては、第３，４型式から第

６，７型式まではすべて荒肌手山茶碗であり、第８，９型式に均質手山茶碗に主体を移行している。

６　鷲巣東遺跡

　鷲巣東遺跡の種類別組成では、土師器８.５％（４片）、山茶碗９１.５％（４３片）であった。

　山茶碗の総個体数は、１.３個体であり、第５型式より確認でき、当型式が個体数のピークとなる。第

６型式には減少し、第７型式以降には確認できない。なお、採集できた山茶碗はすべて荒肌手山茶碗

である。

３．小結

　種類別組成では、土師器はどの遺跡においても確認できるが、仲田遺跡、下笠遺跡では５割以上の

比率を占めている。室原東遺跡では、古瀬戸の比率が低い一方、瓷器系陶器の比率が高い。また、柏

尾廃寺跡では、古瀬戸、瓷器系陶器、中国製陶磁器の比率が他の遺跡と比べ高く、時期的な差を考慮

する必要もあるが、遺跡の性格の違いが表れていると考える。

　各遺跡の山茶碗の消長では、第５型式に個体数のピークとなり、第７型式以降山茶碗がほとんど確

認できなくなる遺跡が多い。競合関係においては、仲田遺跡を除き８，９型式に荒肌手山茶碗から均質

手山茶碗に主体を移行している。また、灰釉陶器である第１，２型式が確認できる日吉遺跡、室原東遺

跡では、第３型式より山茶碗が確認でき、第４型式、第５型式と山茶碗の個体数が増加する。一方、

仲田遺跡、下笠遺跡、鷲巣東遺跡では、第５型式より山茶碗が確認できる。仲田遺跡では、個体数の

ピークが第６型式であり、第７、８型式の瀬戸産の山茶碗が確認できた。

　なお、西濃地域における山茶碗の競合関係は、第３型式から第７型式までは荒肌手山茶碗が主体で

あり、均質手山茶碗はほとんど分布しない。第８型式以降は荒肌手山茶碗が姿を消し、均質手山茶碗
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が少量分布することが明らかにされており、養老町の中世遺跡もほぼ同様の傾向を示す＊。

（３）　採集遺物からみる中世における室原東遺跡の動向

　室原東遺跡では、古墳時代から中世の採集遺物が多く、中世の特殊な遺物が採集されている。中で

も陶硯、転用硯が確認できたことは、文字を使用する有力層が存在していたことを示しており、焼台

が癒着した瓷器系陶器の甕、須恵器系陶器は、当遺跡が生産地と消費地を結ぶ物流の重要な拠点で

あったことを示している。具体的には集散地遺跡としての性格を考えたい遺跡である＊＊。また、当遺

跡の位置する地区の旧小字図には、五郎丸という小字があり、室原の人の言い伝えでは昔、城があっ

たという（第１７１図）＊＊＊。しかし現在では土地改良工事がおこなわれているため、その面影はみられ

ない。ここではそれらの資料をもとに、採集遺物の分布と種類別組成からみた室原東遺跡内における

古代末から中世の様相を明らかにする。

１．分析方法

　土地改良以後の現在の地割りを基にA～ K区の地区分類をおこなった（第１７２図）。その地区ごとに

種類別組成及び灰釉陶器、山茶碗の時期別遺物分布を明らかにしていく。計量は、前項と同じ方法を

用いた。なお、遺跡内で採集地点が明確でない過去に寄贈された採集遺物については計量をおこなっ

ていない。

２．室原東遺跡の各地区の種類別・山茶碗時期別遺物分布と種類別組成（第１７３図、第１７・１８表）

　時期別にみる古代末から中世の遺物の消長は、第１，２型式では F区にのみ確認できる。第３，４型式

より山茶碗の分布が広範囲となり、F区、I区では第４型式に個体数のピークとなる。第５型式には、F

区、I区を除く各地区で個体数のピークとなる。なお、室原東遺跡全体の山茶碗の個体数のピークもこ

の型式期にあたる。第６，７型式には、山茶碗の分布範囲は、第５型式とほぼ変わらないものの各地区

ともに個体数が激減する。第８，９型式では、分布範囲も狭くなり F区のみに分布する。その中で F区

は第１，２型式から第８，９型式まで継続的に遺物が確認できる。種類別組成では、どの区画においても

第１７１図　室原地区の旧小字図

＊　　　小野木学２００３「岐阜県における山茶碗分布と流通」『美濃の考古学』第６号
＊＊　　伊藤裕偉２００１「中世における集散地遺跡の分析」『考古学ジャーナル４７８』
＊＊＊　安福彦七１９７４『養老町室原の歴史』室原区
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第１７２図　室原東遺跡の遺物分布（時期別：個体数、種類別：破片数）

第１７表　室原東遺跡の地区別遺物組成
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第１７３図　室原東遺跡の各地区の種類別組成

山茶碗の比率が高いが、土師器はG区で１５.７％、J区で１３.３％と他の区画よりも比率が高い。古瀬戸の

比率は、I区が高く、瓷器系陶器の比率は、C区が最も高く、A区、I 区、F区の順で高い。中国製陶

磁器の比率は、総じて低いが F区と G区で確認できる。

第１８表　室原東遺跡の各地区の種類別組成比

３．中世における室原東遺跡の動向

　室原東遺跡の古代末の第１，２型式では、遺物分布範囲は狭く、F区にのみ分布する。第３，４型式で

は、個体数が増加し、その分布が広範囲となり、第５型式では I 区で遺物数が減少するが多くの地区

で個体数のピークとなる。第６，７型式においては、第５型式とほぼ変わらない遺物分布を示すものの

個体数が激減しており、第８，９型式にはほとんど確認できない。しかし、文書及び古瀬戸の分布から

１４世紀、１５世紀と遺跡は存続していただろう＊。

　次に各地区の種類別組成の傾向では、遺跡全体の土師器の比率は低いが、地区別ではG区、J区で

土師器の比率が高い。食膳具において同一の地域・時期であれば、格上の遺跡あるいは地区の方が土

器食膳具の比率が高いことが指摘されている＊＊。本考察の土師器のそのほとんどは土師器皿である。

G区、J区においては、他の地区とは性格が異なる可能性が高い。

　各地区の特殊遺物の分布は、F区で耳皿、焼台の癒着した瓷器系陶器、須恵器系陶器、瓦、転用硯

が、G区で瓦が分布する。J区では陶硯が採集できた。F区では、特殊遺物が多く採集されているが、

土師器の比率は低く、隣り合う土師器の比率が高いG区とあわせて今後注意しておきたい。

＊ 児玉　充１９８９「養老郡」『岐阜県の地名』日本歴史地名大系第２１巻
＊＊ 宇野隆夫１９９７「中世食文化の諸相　中世食器様式の意味するもの－計量分析による使用法の復元－」『国立歴史民俗博物館研究報告』

第７１集
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（４）　養老町内における採集遺物からみる各中世遺跡の動向

　中世の地域社会では、村や町、都市、寺院などが農業にとどまらない様々な利害関係の下で、その

それぞれの多彩で多様な再生産原理によって維持されるが、地域全体としては相互に経済的、社会的

な関係など適切な役割を果たすことにより成立していた＊。その中で、養老町という一地域内におけ

る中世遺跡の遺物組成の相違性と共通性は、養老町の中世前期社会を考えるうえで大きな手がかりに

なると考える。

　本考察では、養老町の中世遺跡ではそれぞれの遺物組成が一様でないことを明らかにすることがで

きた。具体的には、灰釉陶器、山茶碗の消長から日吉遺跡、室原東遺跡では第１，２型式より、仲田遺

跡、下笠遺跡、鷲巣東遺跡では第５型式より山茶碗が確認でき、大きく古代より継続して遺物が確認

できる遺跡と中世より遺物が確認できる遺跡に分かれる。

　これらの遺跡の種類別組成では、前者に属し、物流の重要な拠点であったと考えられる室原東遺跡

では、拠点的に土師器の比率が高い地区が確認できるものの遺跡全体では土師器の比率が低い。また、

日吉遺跡でも同様の傾向を示す。一方、後者である仲田遺跡、下笠遺跡では土師器の比率が山茶碗の

比率より高く、鷲巣東遺跡では土師器の比率が低い。仲田遺跡、下笠遺跡の所在する笠郷地区は、遺

跡の出現が第５型式に集中しており、中世より新たに集落が築かれる地区である。

　土師器皿の比率が高いことについては、土師器皿が一回限りの使用であり、非日常的な饗宴・儀礼

に用いられることが多かった＊＊。このことから、裕福な居住者がいたために饗宴・儀礼の機会が多

かった可能性が考えられている＊＊＊。また、格上の遺跡あるいは地区の方が土器食膳具の比率が高い

ことが明らかにされている＊＊＊＊。本考察の土師器のほとんどは土師器皿である。

　そのため中世より遺物が確認できる仲田遺跡、下笠遺跡で土師器の比率が高いことは、両遺跡が他

の遺跡と比べ格上の遺跡であったと考える。また、古代より継続して遺物が確認できる室原東遺跡に

おいては、転用硯、陶硯が確認でき、文字を使用する有力層の姿が考えられ、古代から続く在地勢力

が大きな役割を果たした可能性がある。しかし、古代より継続して遺物が確認できる遺跡が必ずしも

土師器の比率が高いわけではなく、中世より新たな場所で出現する遺跡に土師器の比率が高い遺跡が

確認できている。宇野は西日本において１２世紀中頃～１３世紀中頃以後１４世紀に至るまで、長期型拠点

集落を軸として多くの集落が増加していくことに村落中核層の役割を重視し、これを中世的（農民）

集落の始まりと考えている＊＊＊＊＊。仲田遺跡、下笠遺跡においてもこうした側面が強く、また新たな土

地の開発に際しては、力を持った層も重要な役割を果たしたと推察する。養老町において古代から中

世への社会的変化に土師器皿が深く関わっていることを考えたい。

　また、仲田遺跡においては、第７、８型式の瀬戸産の荒肌手山茶碗が確認できており、他の遺跡に

比べ均質手山茶碗に主体を移行する型式が遅れる。養老町で大きくは同じ流通経路をもつと考えられ

＊ 鋤柄俊夫２００２「考古学からみた中世村落研究の可能性－日置荘と富田荘」『東海の中世集落を考える』第９回東海考古学フォーラム
＊＊ 藤原良章１９８８「中世の食器・考〈かわらけ〉ノート」『列島の文化史』５
＊＊＊ 尾野喜裕１９９６「東海地方の尾張地域を中心とした中世の土器・陶磁器組成について」『中近世土器の基礎研究ⅩⅠ』日本中世土器研

究会
 川井啓介２０００「三河地域の中世集落」『研究紀要』第１号　愛知県埋蔵文化センター
＊＊＊＊ 宇野隆夫１９９７「中世食文化の諸相　中世食器様式の意味するもの－計量分析による使用法の復元－」『国立歴史民俗博物館研究報告』

第７１集
＊＊＊＊＊ 宇野隆夫１９９１『律令社会の考古学的研究　北陸を舞台として』
 宇野隆夫２００１『荘園の考古学』
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る各遺跡において第８，９型式に均質手山茶碗へ主体を移行する中、当遺跡においては荒肌手山茶碗を

主体的に需要していた可能性が高い。

　柏尾廃寺跡では、他の遺跡と比べ古瀬戸、瓷器系陶器、中国製陶磁器の比率が高く、遺跡の性格の

違いが表れていると考える。また、養老町において遺物が確認できづらくなる１４世紀から１５世紀にか

けて最盛期を迎える当遺跡についても今後課題として考えていきたい。

　このような中世遺跡の遺物組成が多様である反面、山茶碗の動向は各遺跡ともに共通性を持つ。具

体的には、養老町内の中世遺跡における山茶碗の消長では、第５型式にピークを向かえ、第６型式よ

り減少し、第７型式以降ほとんど確認できなくなる。山茶碗の競合関係においてはおおよそ第８，９型

式に荒肌手山茶碗から均質手山茶碗へ主体を移行する。この動向は地域全体と共通するものであり、

地域全体の需要と山茶碗が階層性に関係無く使用されていたことに起因していたと考える。なお、尾

張地方においては山茶碗の椀の摩滅痕の分析から第６型式段階を境として、内面の摩滅痕が減少傾向

にあり、それまでの使用法と異なる可能性が指摘されている＊。養老町では、第６型式以降山茶碗は減

少傾向にあり、尾張地方で第６型式段階を境に増加する山茶碗での新たな使用法が当地域において定

着しなかった可能性を考えておきたい。

　以上より養老町の中世前期社会においては多様な機能、性格をもつ各遺跡が経済的、社会的関係を

持ちつつ地域を形成していたと考える。１４世紀以降の当地域においては、柏尾廃寺跡を含む中世寺院

の動向が大きく関わってくると考えるが今後の課題としておきたい。

（５）　おわりに

　以上、養老町における中世遺跡の遺物組成及び山茶碗の動向から同一地域においてもその組成は、

一様でないことを明らかにしてきた。その中で、土師器の比率に注目し、同一地域内にあっても種類

別組成が多様であることを示し、古代から継続して遺物の確認できる遺跡と中世より遺物の確認でき

る遺跡について土師器の比率の高低を明らかにしてきた。また、山茶碗についても地域全体で大きく

は共通性を持つ一方、遺跡間では、若干の差異を見出せており、社会的、政治的な影響が強いと考え

た。今後、養老山地に展開する中世寺院を含め、中世の地域社会を考えていきたい。

＊　武部真木２００６「山茶碗の用途をめぐって」『研究紀要』第７号　愛知県埋蔵文化財センター
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第４章　おわりに

　遺跡詳細分布調査の主な目的は遺跡を確認・周知し、その保存・活用を図る基礎資料として遺跡地

図を作成することであるが、本調査ではそれにとどまらず得られた結果をできる限り分析し、今後の

養老町の歴史を調査・研究する基盤を作成することに努めた。その成果については主に前章までに述

べたが、ここでは遺跡詳細分布調査の成果が今後養老町の埋蔵文化財を保護し活用していく上で、さ

らにどのような役割を果たすのかを示して結びとしたい。

　埋蔵文化財の調査には発掘調査をはじめとして様々な方法があるが、その中でも遺跡詳細分布調査

の成果は発掘調査で得られる成果ほど詳細な分析を行うことが困難な反面、発掘調査に比べ広い範囲

についての動向の大勢を知ることができる。そして、遺跡詳細分布調査は遺跡の破壊を伴わない点が

その長所としてあげられるだろう。

　発掘調査には、遺跡の計画的な保存や整備を目的としたもの、学術目的のもの、開発に伴う記録保

存など様々な原因があるが、いずれもその実施にあたっては大きな労力が掛かり、一旦発掘調査を行

い遺跡を破壊すれば、二度と再現することはできない。そのため、多くの発掘調査では対象となる範

囲をなるべく小さくして遺跡の破壊を最小限にとどめ、調査対象となった地点においてはより多くの

成果を得ることが重視される。そしてこれを実現するためには、事前に対象となった遺跡に関わる情

報を広く収集・分析して発掘調査に臨むことが必要になるだろう。

　遺跡詳細分布調査では調査対象地域を踏査し、遺物を採集し、その採集地点と遺物がもつ情報から

遺跡の位置や範囲、時期を推定することができる。そして調査を精密に実施して得られた資料を詳細

に検討すれば、さらに遺跡の性格や周囲の遺跡との関わり、遺跡をとりまく環境についても考察を深

めることが可能である。そして、そうした成果はそれぞれの発掘調査においてどのような調査方法が

有効であるかを教えてくれるだろう。また、古墳や寺院跡、山城跡など山地や丘陵、段丘面に立地し、

地表面の観察から多くの情報が得られる遺跡については今後を見据えた現況の記録の蓄積も有効であ

ると考える。

　今回はこうした遺跡詳細分布調査に対する姿勢から、遺物の採集だけでなく、遺物採集地点の分析

や遺跡の消長表の作成、象鼻山古墳群の地形測量、柏尾廃寺跡の平面図作成や遺物採集地点の座標化、

中世遺跡で採集した遺物の組成分析など、遺跡の破壊を伴わない様々な調査・研究を遺跡詳細分布調

査の一環として実施した。そしてその結果、養老町内の多くの遺跡について今後の調査・研究の基礎

となる資料が充実しつつある。

　養老町では、現段階においても新発見の遺跡が多く、調査事例が乏しいため研究の蓄積は未だ十分

ではないが、今回の遺跡詳細分布調査で得られた成果から養老町内に所在する多くの遺跡についてそ

の内容を明らかにすることができた。今後はこれらの成果を基に発掘調査を想定した準備を進めてお

くことが埋蔵文化財の計画的な保護と活用に結びつくだろう。

　次への課題は多いが、現在において本報告書をまとめることができたのは地元の皆様や日本考古学

を専攻する学生諸氏、大学で共に考古学を学んだ友人や先輩、後輩の調査協力と宇野隆夫先生や岐阜

県教育委員会のご指導に依るところが大きい。記して感謝申し上げるとともに今後もご助力をお願い
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